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平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20 年 4 月 18 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

也  

＿＿」却  

氏  名  

所属・資格  法学部 助手  

下記のとおり報告いたします。  

※ホームページ等での公開の（ゆ・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   
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部科校名：法学部  氏名：天野 慎也  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

1．議員活動とインターネットの活用の現状   

これまで、国会議員の活動のうち、選挙区の有権者・支援者に接する地元での活動は、「金帰火来」  

といわれるように、週末は選挙区に帰り直接コミュニケーションを図ることが中心に行われてきた。と  

くに当選回数が少ない若手議員はこれを重視しなければならなかった。しかし、そのような議員も、当  

選を重ねるにつれ、東京での活動多忙になったり、同僚議員の応援演説のために他の選挙区へ行かなけ  

ればならなくなる。そこで今日ではインターネットという新しいメディアを用いることによって、有権  

者・支援者とのコミュニケーションを補完するようになってきている。インターネットを活用すること  

は、若手議員にとっても、認知度を高めることが出来るというメリットがある。実際、国会議員の95％  

以上が、ホームページを開設し、何らかの情報発信を行っている。   

ほとんどの国会議員がホームページを開設しているという状況になると、開設すること以上にどのよ  

うな内容（コンテンツ）を発信し、どの程度更新を行うかなど、活用方法が重要な問題となる。単に自  

己の宣伝のためだけに情報を発信するのか、または参加を呼びかけたり、有権者からのメッセージを受  

け取り、意見交換を行うのかということは大きな違いがあるといえよう。そのように考えるとホームペ  

ージを開設することだけが、インターネットの活用ということは出来ない。   

それでは、インターネットの活用というと、具体的になどのような方法が考えられるだろうか。これ  

まで述べてきたように、まず1つがホームページの開設である。これは多くの情報を発信することが出  

来る方法であるが、頻繁に更新をしても、有権者の側に意識的にアクセスしてもらわなければ、機能を  

果たすことが出来ないという欠点もある。そこで、その議員にメッセージを受け取る意志のある有権  

者・支援者に、あらかじめメールアドレスを登録してもらい、国会議員の側から情報発信する事が出来  

る、メールマガジンという方法がある。さらに積極的に活用し、情報発信するだけではなく、有権者の  

メッセージを受け取り意見交換を行い、双方向性を確保するには、掲示板やブログの開設が挙げられる。  

とくにブログは、双方向性だけでなくフォーマットがすでに決まっているために、簡単かつ頻繁に情報  

発信できる。今日ではこれらいくつかの方法を用いる国会議員も多くなっている。  

2．小泉内閣メールマガジン   

先述したいくつかの活用方法の中から、メールマガジンについて実際にどのような活用をすることが  

出来たのか分析を行った。その際に、小泉内閣メールマガジンを分析対象として用いた。   

小泉内閣は、自民党内よりも国民の支持によって成立し、政権を維持したという、これまでの内閣と  

は異なる特徴を持っていた。そこで小泉内閣は、首相の実像やメッセージを上手く国民に伝えることが  

必要であるため、メディア戦略が必要であった。小泉首相の主席秘書官だった飯島勲は『小泉官邸秘録』  

で、そのメディア戦略は異なるメディアの特性を活かすものであったと述べている。テレビは、ニュー  

スの放送時間の制約があり、発言を編集して短く放送するため、ワンフレーズで話すように心がけた。  

新聞では、まとまった情報を掲載出来るために、1日2回のぶら下がり取材を行い情報提供につとめた。  

ただし、テレビや新聞のようなマスメディアは、それぞれのメディア側の考え方に基づいて編集するた  

め、内閣が本来発したかった情報が、意図通りに国民に伝達されるとは限らない。そこでメールマガジ  

ンを発行し、定期的に内閣のメッセージを直接伝える事にしたのである。   

この小泉内閣メールマガジン、は2001年6月から毎週木曜日に準備号から最終号まで251回発行さ  

れ、登録者数は、最盛期には227万人、最終回でも160万人であった。その構成は、小泉首相自らのメ  

ッセージである「らいおんは－と」と、各大臣からの「大臣のほんねと－く」、今週の予定のついての  

「小泉内閣の動き」、「あとがき」となっている。そのうち「らいおんは－と」についての分析を行った。   

まず、「らいおんは－と」ではどのようなトピックが扱われているか分類を行った。A‥小泉首相自身  

については50回（20％）、B：外交・国際問題については86回（34％）、C：内政・政策については58回  

（23％）、D：その他スポーツや芸術などについては57回（23％）という結果になった。   

では、小泉内閣メールマガジンでは、どのような時期に、どのようなメッセージを発信しているのだ  

ろうか。はじめに小泉内閣を5つの時期に区分した。Ⅰ期は、発足から田中外相更迭まで（2002／01）   
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部科校名：法学部  氏名：天野 慎也  

研究の結果（つづき）  

いわゆる小泉バブルが起きていた時期とする。Ⅱ期は、総裁選再選まで（2003／09）の支持率・不支持  

率の逆転を経ながら体制を確立する時期とする。Ⅲ期は、内閣改造まで（2004／10）、Ⅳ期は、郵政民営  

化法成立まで（2005／10）の郵政民営化、構造改革をという、小泉政権が1番やりたかった政策を行っ  

た時期とする。そしてⅤ期は退任まで（2006／09）までとした。そしてその時期にどのトピックが扱わ  

れたかをまとめたものが下記の表である。  

A   B   C   D  

16   10   1   5   

Ⅰ期  32  
50．0％   31．3％   3．1％   15．6％   

13   25   19   22   
Ⅱ期  79  

16．5％   31．6％   24．1％   27．8％   

9   17   12   8   

Ⅲ期  46  
19．6％   40．0％   26．1％   17．4％   

7   17   17   10   
Ⅳ期  51  

13．7％   33．3％   33．3％   19．6％   

5  17  9  12  
Ⅴ期  43  

11．6％  39．5％  20．9％  27．9％  

50   86   58   57   
251  

19．9％   34．3％   23，1％   22．7％  

表からわかるように、全体的にB：外交・国際問題に関する話題が多いが、Ⅰ期では、A：小泉首相自身  

についての話題が半数を占める。ここでは「変人」といわれていた小泉首相がどのような人物なのかを  

理解してもらうことが必要だったのだと考えられる。そして、郵政民営化を行うⅣ期では、自民党内の  

抵抗勢力と戦うためには国民の支持が必要であったために、C：内政・政策についての話題が他の時期と  

比較して多くなっていることがわかる。   

周知の通り、小泉内閣のキーワードは「改革」であろう。その「改革」という言葉はどのように、ど  

れほど用いられたのであろうか。全251回発行された小泉内閣メールマガジンのうち、「らいおんは－  

と」の中に「改革」という言葉が登場したのは152回（61％）であった。これを時期区分ごとに見てみ  

ると、Ⅰ期22回（69％）、Ⅱ期47回（59％）、Ⅲ期30回（65％）、Ⅳ期32回（63％）、Ⅴ期21回（49％）  

となり、どの時期においても登場度合いが高く、改革を終えたⅤ期では減少しているものの約半数には  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   
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部科校名：法学部  氏名：天野 慎也  

研究の結果（っづき）  

登場するように、小泉内閣にとって「改革」は重要なキーワードであり、常に国民に意識させようとし  

ていたことがうかがえる。   

このように61％と多頻度で登場する「改革」という言葉は、どのようなトピックの際に使われたの  

であろうか。各トピック・カテゴリーにおける登場頻度をみてみると、この言葉がA：小泉首相自身や  

うイメージを印象づけるために用いているのではないかと考えられる。そしてC：内政・政策においては、  

すべての政策を改革に関連づけようとしているのではないだろうか。またこの言葉は、A：小泉首相自身  

やC：内政・政策だけでなく、B：外交・国際問題やD：その他といった、一見すると改革には関係のなさ  

そうなトピックにおいても多く用いられている。   

また、この「改革」という言葉の使い方にも興味深い特徴があった。「改革」という言葉は、他にど  

のような言葉と組み合わせて使われているのかを見ることによって、「改革」の中身・具体性について  

考察することが出来る。抽象的なものからより具体的なものへとレベル分けをすると、レベルⅠ：「構  

造改革」「小泉改革」、レベルⅡ：「行政改革」「規制改革」「財政改革」「税制改革」「政治改革」、レベル  

Ⅲ：「特殊法人改革」「郵政改革」「三位一体の改革」ということになるだろう。同時に「郵政」「道路」  

「民営化」という言葉も含めて、先ほどの時期区分ごとに分析を行ってみた。すると、Ⅰ期では「構造  

改革」や「小泉改革」といった抽象的な使われ方がほとんどで、レベルⅡ以上の使われ方はほとんど見  

られなかった。小泉内閣退陣後の今になってみると、小泉内閣は「郵政」という印象が強いが、Ⅰ期で  

は「郵政」という言葉は1回も登場していない。また、全期間を通じて、「政治改革」という言葉は2  

回しか登場していないことから、小泉首相は政治改革にはそれほど関心を持っていなかったことがうか  

がえる。実際に小泉内閣の業績としても、政治改革に関連するものは見受けられないb   

逆にマスメディアでは取り上げられたが、メールマガジンにはそれほど登場しない言葉もあった。そ  

れは、「靖国」（3）、「年金」（17）、「消費税」（2）、「抵抗」（9）、「自民党」（10）、「民主党」（5）、とい  

らた言葉である。文脈を見ても、靖国神社参拝についての説明はされないし、自身の年金未納問題につ  

いての説明もない。「年金」という言葉は年金改革の文脈のみで登場する。また「抵抗」という言葉も  

「抵抗勢力」という使われ方は1度もされていない。「自民党」「民主党」という言葉は、協力について  

述べるときだけで、批判をすることはなかった。   

これらのことから小泉内閣メールマガジンの役割を考えるなら、1つは小泉内閣のイメージアップで  

あろう。小泉首相自身について取り上げたり、その時々の内政や外交問題について定期的かつ直接メッ  

セージを配信することによって、国民に親近感を与えることが出来たのではにだろうか。また、具体的  

な政策の議論には踏み込まず、小泉内閣の考え方を、マスメディアを媒介することなく直接配信し、マ  

スメディアにおける報道の補完をする役害げも果たしていたと言えるだろう。  

3．今後の活用の可能性と現在の法規制   

今回は小泉内閣メールマガジンを分析対象として用いたが、内閣のメールマガジンと議員のメールマ  

ガジンとは性格が異なる。内閣は自前で直接情報発信をしなくても、マスメディアによって取り上げら  

れることになる。そのような環境下で軋メールマガジンをはじめとしたインターネットの活用は、そ  

の補完をする程度でもかまわない。一方の議員にとっては、自分自身についての情報が、マスメディア  

で毎日のように取り上げられる事は少なく、あったとしたらそれはスキャンダルなどネガティブな情報  

である。したがって、議員は自前で自身の情報を発信することが求められるのである。   

冒頭で述べたように、これまでの選挙区の有権者・支援者とのコミュニケーション手段軋地元での  

活動を行い直接意見のやりとりをするか、秘書などを通じて間接的に行うしかなかった。この地元活動  

の補完としてインターネットなどのICTを用いるなら、多頻度更新を心がけ、双方向性を確保し、その  

議員の考え方だけでなく、活動の実態までも有権者・支援者に知ってもらい、意見交換することが必要  

となってくる0また、そうすることは民主主義にとっても有意義なことである。  
しかし、  インターネットを最大限に活用するには障害がある。公職選挙法142、  143条は、選挙運動  
注：必要に応じて，このページをご使用ください。   
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部科校名：法学部  氏名：天野 慎也  

研究の結果（つづき）  

における文書図画の頒布・掲示を制限しており、インターネットによる表示画面はその文書図画にあた  

るとの見解から、「選挙運動」には用いることが出来ないと解釈されている。そのため、「選挙運動」以  

外の「政治活動」にのみ、インターネットは活用され、選挙期間中は更新停止されているが現状である。   

だが、国民が最も政治を意識し、情報収集したいと感じるのは選挙の際であろう。そもそも、公選法  

はお金がかかりすぎないための規定である。現在の規定では、候補者が有権者に伝えたい情報を伝える  

には、手段・場所・時間の規制が厳しく、選挙区の有権者に自身で伝えることは出来ない。しかし、新  

しい技術の登場によって、安価に出来るようになったのだから、それを導入するべきである。とくに今  

日のように投票率の低下など、国民が政治に無関心になってきている状況下では、国民がより政治に関  

心を持ち、積極的に政治参加できる事を最優先に考えるべきである。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   
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注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  5月  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  

三平 正明  

文理学部・助手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
腕一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   1 種 目  

2 研究課題  
論理語と論理的帰結  

3 研究の目的   

論理的帰結とは何かは、アリストテレスが『分析論前書』でその定義を与えて以来、論理の哲学の中心問  

題である。論理語の正確な特徴づけを与えることによって、この間題に現代的な観点から取り組むことが本  

研究の目的である。  

4 研究の概要   
論理的帰結の意味論的定義に関しては、先駆的な仕事をしたボルツァーノ、現代論理学の創始者フレーゲ、  

そして、現在標準的となっているモデル理論的定義を与えたタルスキが、特に注目に値する。まず、彼らの  

仕事を歴史的な文脈から分析して、彼らが成し遂げた業績と、未解決に終わった問題を明らかにする。次に、  

未解決の問題群から特に論理語の問題を取り上げて、その規準を定式化することを目指す。それによって、  

論理的帰結とは何かを明らかにしていきたい。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  
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氏名：三平 正明  部科校名：文理学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

論理的帰結とは何かという問題は浩翰な問題群を含むため、いくつかの観点から研究を進めてきた。  
（1）ボルツアーノの「導出可能性」の研究   

ボルツアーノの主著祈∫∫e〟ざCカ∂fと∫ノe血一e（1837）の読解を進めながら、論理的帰結の概念を巡るボ  
ルツァーノの仕事がいかなる意味で先駆的であり、また、その特異性とは何かを明らかにしようと試み  
た。ボルツアーノにとって帰結の概念に相当するのは、「導出可能性（Ableitbarkeit）」である。ボル  
ツアーノはこの概念を、「命題A，B，C，D，‥．から命題M，N，0，…が可変的な部分i，j，‥・に関して  
導出可能なのは、i，j，…に代わって命題A，B，C，D，…のすべてを真とする表象の総体がどれもま  
た、命題M，N，0，…のすべてを真とする場合である」と定義している。これは、変動（Variation）の  
方法に基づいて、帰結概念を三項関係として定義するものである。その上で、ボルツァーノは論理的帰  
結の概念に相当する「形式的な導出可能性」の考察を与えた。   
ボルツァーノのこうした仕事が優れて現代的であるのは、三項関係という観点から帰結概念の定義を  
与えた点にある。通常は、帰結概念は前提と結論の間の二項関係として定義されるから、ボルツアーノ  

の定義は異質な印象を与えるかもしれない。しかし実際には、何を可変的で、何を定常的なものと見な  
すかによって、帰結概念は異なってくる。現在では様々な論理体系が提示されているが、それらの体系  
における帰結概念を統一的な観点から扱えるような視点を、ボルツァーノは与えたと考える。また、ボ  
ルツアーノの帰結概念の特異性としては、両立可能性条件を課す、複数の結論を許容する、論理の言語  

を構築していないといった点が挙げられる。そして、ボルツアーノが残した問題としては、論理的な表  
象とは何か、言い換えれば、論理語とは何かの解明がある。この点については、ボルツァーノはわずか  
なことしか語っていないことが判明した。以上のような研究によって、論理的帰結の概念の現代的な解  
明がどのように始まったのか、その出発点を明らかにすることができたと考えている。  
（2）論理語の規準の研究   

タルスキの著作に見られる「置換の下で不変」という着想に基づいて、論理語の規準を与える可能性  

を考察した。まず、タルスキの著作「論理的帰結の概念について」、「論理的概念とは何か」、「演繹的理  
論の表現手段の制限について」（リンデンバウムとの共著）などを取り上げて、タルスキが論理的概念  

および論理語の規準をどのように与えたのかを整理した。その結果、置換の下で不変という着想は、相  
当早くからタルスキの著作に見られ、タルスキは首尾一貫した議論を行っていることが明らかとなっ  
た。また、この着想を与えるための前提条件を明確にした。すなわち、タルスキは、分析性やア・プリ  
オリ性といった、問題のある伝統的な概念に訴えずに、科学的意味論の枠組だけで論理的概念の規準を  

定式化したと考えられる。次に、タルスキの規準の問題点を考察した。それは、論理的概念や論理語を  
過剰に認めてしまうという点である。この難点を克服するために、タルスキの規準をモストフスキの規  
準に制限することを考えた。だが、それでも過剰生成の問題は克服，されず、現在、様々な哲学者による  
近年の研究結果を比較考察しながら、より洗練された規準の定式化を目指しているところである。  

（3）演繹の正当化   

最後に、論理的帰結の問題の一つとして、演繹的推論の正当化に取り組んだ。演繹を正当化すること  
が不可能だとしたら、それは重大な帰結を持つことになる。つまり、演繹の正当性を示すことができな  
ければ、前提とされる知識から演繹によって導かれたものについてもまたそうである。そして、知識形  
成における演繹の役害りを考慮すれば、われわれの知識の大半は、結局、正当化を欠くことになってしま  
うからである。それゆえ、演繹的推論は正当化可能でなければならないように思われる。しかしながら、  

演繹の正当化は非常に困難なことが知られている。実際、その可能性を疑わせる有力な議論、特に演繹  
の正当化は循環論に陥るという議論が存在し、演繹は正当化不可能だと結論した哲学者も決して少なく  

ない。そこで、循環論という困難をいかに回避できるかを考察してきた。その結果、ダメットの考察は  
不十分で、むしろ伝統的なアリストテレスの考察を応用すべきことが明らかとなった。また、正当化の  

基礎にある信念という概念の解明のために、完壁に論理的な人が矛盾した信念を抱きうるのかという観  

点から、クリプキのパズルにも取り組んだ。その成果は、論文「クリプキのパズル」として公表される。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 5 月 9 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  木 下  征 彦  

所属・資格  文 理 学 部・助  教  

下記のとおり報告いたします。  

※ホームページ等での公開の（①・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［実績報告書8－2］  

部科校名：文理学部  
氏名：木下征彦  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

本研究においては、ボランタリー・アソシエーションの観点からのNPO活動の事例研究を通じて、個々  

人のボランタリーな活動の蓄積がアソシエーションとしてのボランティア・NPOを成立させ、さらにはそ  

うした団体間の交錯が地域におけるソーシャル・キャピタルという人間関係のネットワークを創出するに至  

るモデルを構築することを目指し、以下の作業目標を設定した。  

①  文献研究によるボランタリー・アソシエーション概念の整理   

②  文献研究によるソーシャル・キャピタル概念の整理   

③  事例研究によるNPO活動の成立と展開ならびにその地域社会への影響に関する聞き取り調査   

④  上記①～③の総合によるモデル作成  

研究は、文献研究による理論的アプローチと、聞き取り調査による実証的アプローチの双方から行った。   

まず文献研究による①においては、社会学におけるボランタリー・アソシエーション概念について、佐藤  

慶事の理論を中心に検討した。その結果、ボランタリー・アソシエーション概念が、規範的側面と分析的側  

面の双方を備えた概念であり、さらに、関係概念と実体概念という二つの次元で論じられてきたものである  

ことを確認した。段階的に行ったこの研究の成果については、論文及び研究ノートにてその都度論じ、所期  

の目的の大部分を達成している。今後の課題としては、分析概念としてのボランタリー・アソシエーション  

概念の提示と、これらについてのアメリカ社会学における直近の状況に迫る必要がある。   

同じく、文献研究による②においては、近年登場してきた新しい概念であるソーシャル・キャピタルにつ  

いての整理を行った。文献研究を中心に、ソーシャル・キャピタル概念についての検討を行ったところ、近  

年のNPO研究の学際的な展開と併せて使用されているこの概念が、現時点においては、十分な分析概念と  

して確立していないことが明らかになってきた。一方で、研究を進める内に「信頼」「規範」「互酬性」とい  

ったソーシャル・キャピタルの構成要素は、社会学におけるコミュニティ研究においてもしばしば見られる  

ことがわかった。すなわち、ソーシャル・キャピタル概念を用いて具体的な地域社会を分析するというアプ  

ローチは、すでに少なからずの研究実績があるコミュニティ論で説明できる部分が少なくないという認識を  

持つに至った。ただし、この点については、今後さらなる研究系譜の整理の上、もう少し丹念に概念の特性  

を比較した上で結論づける必要がある。   

③においては、実際に地域社会を舞台に活動を展開しているNPOへの聞き取り調査を中心とした事例研  

究を行った。群馬県桐生市で活動するまちづくりNPOである、桐生地域情報ネットワークを中心に、NPO  

と老人クラブ、そして桐生市市民活動推進課長にインタビューを行った。その結果、地域社会に固有の問題意  

識から立ち上がったNPOの活動が、近隣のつながりをきっかけに老人クラブ活動と結びつき、相互の活動に  

幅を持たせるに至っていた。当初、地域シンポジウムの開催から始まった両者の協働は、文化伝承プロジェクト  

などの積み重ねを経て、現時点ではコミュニティFMとして帰結していた。同時に、それらの活動は行政担当者  

の目にもとまり、市民と行政の協働のきっかけとなっていることがわかった。この点からも、NPO活動、すなわちボ  

ランタリー・アソシエーションのコミュニティ活動が、ソーシャル・キャピタルの創出に結びつく関連を見いだせる。   

さらに、当初の研究計画に加えて本学社会学科社会調査実習において実施した社会調査に参加し、インタビ  

ューを行った群馬県桐生市を対象に、およそ1500サンプルの調査を実施した。桐生市民のネットワークを知るこ  

とを目的としたこの調査では、NPO／ボランティア、町内会、老人クラブなどの諸活動への参力昨旨向を測定する指  

標を盛り込んでいるが、現在その成果を分析中である。  

1年間の研究期間にて、当初目的の①と②の理論研究は、ある程度の課題を残しつつも実績を上げることが  

できたが、③の実証研究については、より踏み込んだ内容の聞き取りの必要を感じている。また、また、当初目  

的に示したモデル化については、その大意を肯定できる理論的、実証的な材料を収集できたが、理論モデルと  

して構築するためには、調査票調査データの分析等、さらなる研究が必要であることもわかった。これらについて  

は、今後の課題としたい。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20 年 4 月 1日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属一資格  

富士原 雅弘  

文理学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目   

2 研究課題  

近代日本女子高等教育の実態史研究 一1920年代以降の女性受講者に焦点をあてて－  

3 研究の目的  

本研究の目的は旧制私立大学に学んだ女性受講者、とりわけ日本大学女子選科生を対象としてその在籍状  

況・出身地・入学前学歴を分析することによって、近代日本における女子高等教育の一側面を明らかにする  

ことにある。また、他の私立大学との比較検討をおこなうことによって、日本大学女子選科生の史的位置づ  

けをおこなう。  

4 研究の概要  

基礎的資料の収集のため、宮城県公文書館に所蔵されている関係資料の発掘および整理をおこなう。  

続いて女性受講者が在籍していた日本大学を中心とする関係資料群の調査・収集をおこなう。   

なお、同志社大学、龍谷大学、関西大学を調査するための旅費も計上した。デジタルカメラを用いて、こ  

れらの資料を適宜撮影し、コンピュータに画像を取り込み、USBメモリにデータを整理・保存する。また、  

可能な資料を複写するための予算も計上した。旧制大学に関する同窓会史や沿革史等の関係資料、高等教育  

史関係資料は、市販されているものもあるのでそれを購入したい。これらは、比較的安価で市場に出回って  

いるものもあるので、消耗図書として申請する。女子教育史関係図書費は、戦前と戦後を比較検証する必要  

から計上した。教育刷新委員会の議事録とあわせて、戦前・戦後、そして現在の男女共学論、ジェンダー的  

視点の方向性について本研究成果を踏まえて再確認する。   

以上の資料群を活用して、その成果を全国学会で発表し、かつ研究論文として公表したい。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書8－2］  

氏名：富士原 雅弘  部科校名：文理学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

今回は、対象を日本大学に限定し、その女性受講者の実態分析を通して、近代日本における女性の学習機  

会獲得過程の一側面を考察した。   

戦前において女性の高等教育、とりわけ大学教育の学習機会は極めて制限されたものだった。しかし、僅  

少ではあったが一部の大学では正規の学生、あるいは選科生や聴講生などの生徒として女性の入学を許可し  

ていた。本研究で考察対象とした日本大学においても、1920年から生徒として、1943年からは正規の学生  

として入学を許可している。日本大学に学んだ女子選科生は、なぜ日本大学を選択したのか。その主な理由  

として、2点指摘したい。第一に、夜間開講という授業形態が昼間働く女性に適していたことがあげられる。  

夜間開講（第二部）は、他の同僚大学と同様、戦前期を通して日本大学の主体となっていたものだった。第  

二に、当時希少な学科だった社会科や宗教科、芸術科、高等師範部などの多彩な学科配置も関係していたと  

推察される。日本大学の専門部を母体とする学部・学科拡充施策は、女子選科生の興味・関心を引く格好の  

宣伝効果を生んだ。とりわけ法文学部文学科、同芸術科、専門部社会科、同文科、高等師範部国語漢文科に  

は女子選科生が集中した。先行研究ではその数値について、『日本大学百年史』が1923年12名と1924年  

17名の「卒業生」のみを掲載し、橋本紀子が校友会名簿等によって158名と算出しているが、筆者の調査に  

より、少なくとも223名が「卒業」したことを確認している。このように多彩な学部・専門部・学科を擁し、  

それを女性に開放していた日本大学は、高等教育史上「特異な存在」であったと位置づけることができる。   

近代日本における女性の大学教育の学習機会獲得過程に関する主な先行研究としては、主に1980年代から  

今日に至るまでいくつかの成果があげられている。いずれも多様な分析視角から資料を分析し、それぞれの  

設定課題から論及しているが、とりわけ橋本紀子の研究は本研究との関連では最も詳細な先行研究である。  

すなわち男女共学制の歴史という視点から多くの資料を駆使して日本大学の事例を分析したものであり、現  

時点での到達点と位置づけられる。しかし、不十分な点も残されている。それは、①対象とする女子選科生  

「卒業生」の時期が1923年から1931年までという限定されたものであり、その検討が十分ではないこと、  

②高等師範部の女子選科生の主な入学目的を中等教員無試験検定による免許取得と「誤解」していること、  

③1943年の学則改正による女性の正規入学許可に言及していないこと、の3点である。また、橋本以降の先  

行研究は概ね橋本の成果に委ねているものが多い。   

本研究では、先行研究で看過されている上記3点について、可能な限り詳細な分析・検討をおこなった。  

①については、少なくとも1945年までを確認しなければ通史的な流れを解明することはできないと考える。  

また、橋本が1923年から1931年までの「卒業生」としてあげた数値について見落とされている人数も補足  

して分析した。さらに、入学時の年齢や入学前学歴なども検討対象とした。②については、先行研究におい  

て在籍者の割合を「高等師範部が4割強を占め、社会科、文科が各々約2割を占め」、高等師範部に在籍した  

「その多くが中等教員免許状取得などを目的にした職業教育を求める学生であった」と指摘されているが、  

実際には高等師範部を「卒業」した女子選科生は中等教員免許を取得していなかった。また、今回の調査に  

よれば、高等師範部に在籍していたのは女子選科生全体の「4害屑糸」ではなく、「3割弱」であった。③につ  

いては、戦前期に正規入学許可を学則上に明記した数少ない事例として注目し、その「改正要綱」と「改正  

理由」を分析した。   

また、女子選科生の活動については、女子部昇格運動などについて学内メディアや教育ジャーナルを中心  

に検討した結果、一部の女性受講者は他大学の選科生、聴講生なども含めて活発な活動を展開していたこと  

を裏付けた。日本大学の女子選科生が中心となって発足した全国女子学生連盟の活動背景には、学内でのこ  

うした活発な活動を継続していたことが大きく影響していた。文部省の施策によって送料生・聴講生、ある  

いは一部正規学生として「黙認」されていた女性たちは、男子と同様ではない扱いに不満を募らせ、それが  

大規模な運動へと発展させる原動力となった。しかし、文部省側でも、増加を続ける大学や専門部における  

女性受講者、女性への大学教育開放を求める世論や運動に対して、省内の一部には賛同する意見があっても  

それを実現することができなかった。このような状況に翻弄され、大学教育を求めた女性たちは、いわば「マ  

ージナルな存在」とならざるを得なかったという側面もあわせ持っていた。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  5月  9日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   日高千晴 ⑧  
所属・資格  文理学部 助手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目   

2 研究課題  

希土類元素を二重添加したアルカリ土類チオガレート蛍光体の発光特性の研究  

3 研究の目的  

アルカリ土類チオガレート中に希土類元素を2つ同時に添加し、この2つの希土類元素間でのエネルギー移  
動を観測する。特に、Euと3価のNdやDyを同時に添加するとEuの残光が観測される。この現象は、酸  
化物などのほかの材料で観測されているが、その生成機構については、あまり解明されていない。そこで、  
希土類元素を二重に添加したアルカリ土類チオガレートの単結晶を作製し、その光学特性から希土類元素間  
のエネルギー移動や残光に関するトラップ準位について明らかにする。  

4 研究の概要  

希土類元素にEuとNdあるいはDyを選び、添加濃度が異なる試料をいくつか作製し、添加濃度による発光  

強度の依存性を調べる。また、Eu，Nd．Dyのみを添加した試料を作製し、それらの強度変化と比較するとこ  

により、希土類元素間のエネルギー移動について調べる。さらに、これらの化合物の励起スペクトルを測定  

し、励起帯との発光スペクトルとの関係も調べる。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の（可  いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   

User
鉛筆
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氏名：日高 干晴  部科校名：文理学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

非常灯や誘導灯に用いられている蓄光は、主に酸化物中に添加した2種の希土類元素によるものであ  

る。，希土類元素を2重に添加することで発光特性に様々な多様性が現れ、希土類元素の組み合わせにより発  

光強度の増加や発光波長の変換、蛍光寿命を長くするなどの設計ができるようになる。実際に、CaGa2S4に  

Euと他の希土類元素を添加し、熱ルミネッセンスやEuの残光を観測した報告があり、蓄光材料としての期待も  
大きい。我々は、残光のメカニズムを調べるため残光の観測されるEuとNdあるいはDyをCaGa2S4  

中の二重に添加し、その発光特性を調べた。ここでは、EuとNd、Dyの添加濃度を変化させたCaGa2S4  

化合物の発光特性を測定し、これらの2種の希土類元素間のエネルギー輸送について調べた。▲   

Etlを一定の濃度（0．1，0．2，0．5，1．Omol％）とし、NdあるいはDy濃度を増加させると2．3eVに存在す  

るEuの発光強度は減少し、赤外領域にあるNdあるいはDyの発光強度は増加した。また、Ndあるい  

はDyのみを添加した試料の発光強度よりも二重添加した試料のNd，Dyそれぞれの発光強度は増加し  

た。NdやDyの発光はこれらの元素のftf内殻遷移によるものであり、これらのうち短波長側に存在す  

る発光が増強されている。また、励起スペクトルを観測すると、Euの発光スペクトルとNdの励起スペ  

クトルが重なっている。以上の結果から、Euから赤外領域のNdあるいはDyへ準位へとエネルギー輸  

送が起こっていると考えられる。  

またEu，Nd添加の試料については、E11発光の蛍光寿命を測定した。325nmのレーザー光を5分間照  

射し、励起光遮断後の発光強度を測定した。0．1mol％添加試料で最も長く添加濃度が濃くなるに従って  

残光時間は短くなった。E11のみ、Ndのみ添加した試料ではほとんど残光は観測されなかった。このこ  

とから残光は二重に添加したことによって起こっている。また低濃度ほど残光時間が延びていることか  

ら報告にあるように二重添加することによって化合物中にトラップ準位が形成され、この準位を介して  

残光が生じると考えられる。熱ルミネッセンスや光吸収スペクトルを測定することで、トラップ準位の  

起源や、残光に関わる電子輸送の過程をしらべることが今後の課題となっている。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年  3月 31日  

日 本 大 学 総 長  殿  

及川絵梨   氏  名  

所属・資格  文理学部・副手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目   

2 研究課題  

p型透明導電性酸化物材料の開発とその高温安定性評価  

3 研究の目的   

p型の透明導電性酸化物として知られているCuAlO2、CuGaO2、SrCu202などについて合成方法の確立を  
行うとともに、電気伝導キャリア濃度の制御・熱電半導体としての応用のために必要不可欠となる高温安定  

性について、熱重量分析や高温Ⅹ線回折、熱力学計算を駆使して評価を行う。得られたデータから耐久性や  
キャリア濃度制御性に優れた物質合成のための作業指針を明確にすることも試みる。  

4 研究の概要   

Cu20、CuO、A1203、Ga203、SrCO3の各種ガス下での固相反応を熱重量示差熱分析（TG－DTA）により  
解析、単相・高純度試料合成条件を明確にする。単相試料の合成に成功したら各種ガス下で高温に保持し、  
経時変化を熱天秤（TG）又は高温Ⅹ線回折にて分解挙動を評価するとともに分解生成物を明らかにする。ま  
たp型透明導電性材料の分解反応の熱力学計算も実施し、平衡論的な安定性および速度論的安定性の両者の  

評価も行う。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の  否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［実績報告書8－2〕  

部科校名：文理学部  氏名：及川絵梨  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

p型透明導電性酸化物の原料となる物質の固相反応を分析したところ、以下の知見が得られた。  

（1）C11AlO2についてはCuの価数は同一ではあるが室温・空気中では準安定相であるCu20ではな  

く、安定相であるCuOとα－A1203の固相反応でも空気中、1100℃以上ではCuが還元されて単一相が  

合成可能である。また空気中、電気炉中で徐冷してもCuの価数は変化せずC山uO2単相を室温まで冷  

却し取り出すことができる。   

∈2）CuGaO2の合成にあたっては、原料をCu20、CuOいずれにしても空気中の熱処理ではCuの価  

薮カき2価となり本物質を合成することはできない。単一相の合成には窒素気流下で酸素分圧を10・4気圧  

以下にして1100℃程度で固相反応させることが必要である。  

（3）SrCO3とCu20の固相反応でSrCu202を合成する場合、空気中ではCuの価数を1＋にするには  

1000℃程度必要であるが、SrCu202の融点が1000℃以下にあるので実質上合成は困難である。窒素中  

ではCuの価数が1＋となるには950℃で充分であるので、本物質の合成には窒素中950℃程度の熱処理  

が必要である。   

以上の知見を基にCuAlO2、C11GaO2、SrCu202の単一相の合成条件の確立に成功した。  

また上記p型透明導電性酸化物を各種ガス中でTG－DTA測定、高温Ⅹ繰回折測定などにより安定性  

を評価した結果、以下の知見を得た。  

（1）C山uO2は空気中1000℃以上では熱平衡論的に安定であるが、900℃以下ではCuOとスピネル構  

造をとるCuA1204に分解する方が安定である。しかしながら分解反応が非常に遅く、900℃でも20・30mg  

のCnAlO2を分解する反応が完結するまでに2－3時間かかるため、電気炉中の炉内冷却でもCuAlO2単  

相を取り出すことができる。  

（2）20－30mgのCuGaO2は空気中725℃では30分程度でCuOとCuGa204に分解してしまい、450℃  

でもこの分解反応が観測される。速度論的に安定であるのは350℃以下でありCnAlO2よりも安定性が  

劣る。  

（3）SrCu202は空気中では～250℃で酸化反応を起こす。420℃以下ではSr14Cu24041とCuOに分解  

し、490℃以上では鮎Cu203に分解する。20－30mgの試料の分解は20分以内で完結し、C山uO2、CuGaO2  

よりも安定性が劣る。   

さらに分解反応について熱力学計算を実施して安定領域を調査したところ、上記の安定性の順番が説  

明可能であること、ならびに酸素分圧が10－4気圧程度の窒素ガス気流下ではどの試料も安定であること  

がわかった。また安定性の順番はSr、Ga、刃の塩基性の順番で説明できる’ことが明らかとなった。  

本成果は平成19年9月の2007年電気化学秋季大会、10月の第43回熱測定討論会、平成20年1月  
の第46回セラミックス基礎科学討論会で口頭発表した。また原著論文公表を現在準備中である。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年 5月 9日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  

橋本 英俊  

経済学部・助手   

下記のとおり報告いたします。  



［実績報告書8－2］  

部科校名：経済学部  氏名：橋本英俊  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，も000字以上記入してください。）   

本研究での，DEAを用いた近年の新興市場地域間の銀行部門における，サービスの提供面に関する効率性  

の比較分析の結果，東南アジア（ASEAN4）の銀行部門の効率性が，新興市場地域中，最も高いことが明ら  

かとなった．この地域の外資系銀行の参入比率は他の地域に比べて非常に限られているものの，各地域の初  

期条件を鑑みれば，1980年代後半以降，直接投資を積極的に導入し，高い経済成長を遂げてきたASEAN4  

の地場銀行部門をま，同時期，地場企業の資金調達先として重要な役割を果たしてきた．つまり，経済体制の  

移行以前までモノバンク制が採用されてきた中・東欧諸国や，高いインフレ率の影響により金融仲介技術が  

未熟であったラテンアメリカと比較して，相対的にサービスの提供に関して洗練された銀行部門が形成され  

ていたと考えられる．本研究における効率性についての分析結果は，正にこのことを支持するものとなった．   

更に，ASEAN諸国の地場銀行に注目し，欧米系外資系銀行との間の生産構造の類似性をクラスター分析  

により検証した結果については，ASEAN4の地場銀行と欧米系外資系銀行が異なるクラスターに分類された  

ため，両者の生産構造が異なることが確認された．ノンパラメトリックアプローチであるDEAにより，効率  

的フロンティア上の銀行は判別される．上述の通り，本研究を通じてASEAN4の銀行部門が平均的に最も効  

率的であることが確認された．但し，それのみでは個別銀行間の生産構造の差異についてまで直接評価する  

ことはできない．ASEAN4の銀行部門における今後の欧米系外資系銀行の進出について展望した場合，例え  

ば効率的と判断された地場銀行は，買収対象としては魅力的であるかも知れない．しかし効率的な地場銀行  

と，効率的な欧米系外資系銀行との間の生産構造に明確な違いが観察されれば，買収コストの増加要因とな  

り得る．本研究おけるクラスター分析を通じて得られた結果は，ASEAN4の地場銀行と欧米系外資系銀行と  

の間に，買収コストが高くなるような差異が存在していたことを示唆しており，従って，今後自由化が一層  

進展したとしても，外資系銀行が，他の地域と同様のプレゼンスを東南アジアで確保することが困難である  

可能性が指摘されるものとなった．これらの研究の成果は，日本国際経済学会第66回全国大会において，「近  

年の新興市場における銀行部門の効率性に関する比較分析」という論題を冠して報告された．   

尚，現在では，本研究を基礎として，更なる研究の拡張を試みている．具体的には，各新興市場地域の銀  

行部門の経時的な効率性の変化を観察すべく，外資系銀行の進出がほぼ安定した2001年と2004年のデータ  

から，DEAにより個別銀行の技術効率性値を計測し，この値を基に，マルムクイスト生産性指数（Malmquist  

index）を計算することによって，銀行部門の技術変化を捉える作業に取り組んでいる．以上の結果について  

も，本年度中に学術論文として発表される予定である．   



【別紙様式 8】  
・二＿‾‾－∴－－二l‾  課題番号   

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20年j月琴日  
日 本 大 学 総 長  殿  

宏  氏  名   

所属・資格 

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題  

デジタル映像技術を利用した映像作品形態の研究  

3 研究の目的   
国内、海外の映画製作行程においてデジタル技術の利用、上映方法は多様化している。従来の映画撮影ポストプロダクションで使用  

されていたプロフェッショナル用の高価な機材、編集機と並び市販の安価な機材編集ソフトも映画製作行程において活用されている。  

今回の研究では16mmフイルム、DVCPROHD（ハイディフィニッション用撮影テープ）、DVテープ等の数種類のメディアを使用し、  
撮影した素材をマッキントッシュコンピューターベースにFinalCutPro（デジタル動画編集ソフト）で編集する。それにより映画製作  

行程におけるデジタル技術の活用方法、表現、作品形態を研究する。  

4 研究の概要   
デジタルビデオカメラ、16mmフイルムカメラを活用して映画を撮影し編集行程を経ることによりデジタ  

ル技術を使用した映画製作を体験し可能性を探る。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の（辱・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［実績報告書8－2］  

部科校名：芸術学部  氏名： 増 田 治 宏  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

アメリカ映画「スターウオーズ エピソードⅡ」（ジョージ・ルーカス監督）製作撮影以降デジタルシネマ  

の研究は加速し現在までに多くのデジタルシネマが製作された。今日デジタルシネマ撮影カメラとしてSONY  

F35，SONY F23，ARRIFLEX D仙20，Panavision Genesis，Thomson Grass Valley Viper，Panasonic AJ－HPX3000G，  

Panasonic Varicam（A十HDC27H）等があり、作品の内容や合成処理の有無、画質、カメラの機能、カメラマン  

の意図によって一般的に使い分けられている。  

これらのカメラは走査線数1920×1080本のいわゆる2Kと呼ばれる画質を得られるが、最近では上映環境、  

ポネ；羊プロダクション作業効率などの問題があるが4K画質（走査線数4520×2540）カメラRED Digital  

Ci～露遥船争RED ONE、OLYMPUS Octavisi。nなども注目されている。カメラの特性も、イメージセンサーの大きさ  
がフイルムカメラのアパーチャーサイズと同等となってきて、PLマウント採用のデジタルシネマカメラの開  

発で、従来のシネマレンズが使用可能となり、浅い被写界深度が得られることで従来の映画表現に近づいて  

いる。今日では映画上映はフイルム上映、DLP上映、配信上映などの上映方法がありマルチユース化している。  

また、ハリウッドでは撮影したフイルムを高画質でスキャンし、編集，合成，カラーコレクション作業をして  

フイルムに焼き付けるデジタルインターメディエイト（DI）が主流となっていて、この事は世界的規模で上映  

されるアメリカ映画にとってネガの複製が可能でオリジナルネガをいためる事なく多くの上映プリントつく  

ることを可能としている。日本でもDI技術は使用されていて、マーケットの規模は別としても今後幅広い表  

現方法が期待される。   

●研究の目的を達成する為、映画を実際撮影することが望ましいと考えた。  

HD（ハイディフィニッション）媒体を使用しデジタルシネマを撮影し仕上げ作業を体験する事で表現、技術  

の活用、作品形態の研究を試みる。作品はHD撮影した映像と16mmフイルムで撮影した映像を織り交ぜた。  

一部テープメディアではなく、メモリーカードメディア（パナソニック製 P2カード）で撮影した映像もあ  

る。 撮影は逗子ロケーション映画祭脚本賞受賞シナリオ「ブルータングサージョンフィッシュの腐敗過程」  

をもとに撮影を進めた。完成作品（HDCAM媒体 作品時間31分）は平成19年12月8日、9日逗子ロケーシ  

ョン映画祭でDVD上映をした。今後は海外の短編映画祭に応募を予定している。   

映画撮影はハイディフィニッションカメラ A十HDC27㌻I（通称VARICAM）を使用した。  

当初映画をHDで撮影し完成作晶をフイルムに焼き付ける事を考えたが、外部業者への委託による予算の関係  

で断念せざるを得なかった。作品を後にフイルムに焼き付ける可能性を考慮したのと、VARICAM撮影モード  

の一つであるフイルムレック機能で撮影の際のラティチエードを広くとり、より深くフイルムの持っ階調表  

現を再現できるよう、映画のコマ数が24コマである等の理由から撮影のリファレンスを走査線数 720×  

1280（走査線1980×1080よりは画質は劣る），プログレッシブ方式 Film Recモード 23．98コマ、8bit  

とした。レンズ前にはブラックプロミスト1／8，1／4をかけ、エッジを柔らかくし、レンズの硬さを緩和した。  

16mmフイルムで撮影したカットは後日映写し，写真カメラのファインダーをとおした画像をVARICAMで再撮  

影した。撮影した素材はチャプチヤーし、監督が動画編集ソフトFinalCutProでオフライン編集をした後、  

オンライン編集を行った。オンライン編集はAPPLEのコーデックPRORESS422（HQ）を使いカラーコレクション  

はFinalCut Studio2のcolorを使用した。その後、録音担当者が整音した音をFinalCut Pro上のタイム  

ラインで同期させ完成作品としてHDCAMテープに出力した。その後、逗子映画祭上映f引こDVDにコピーをし  

ている。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年3月13日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格   

山 下  聖 美  

文芸学科  専任講師   

下記のとおり報告いたします。  



［実績幸辰告書8－2］  

部科校名： 芸術学部  氏名： 山下 聖美  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

現代女性作家群ようこの作品を直接解読していくことにより，群が近代文学をどうとらえ，受けつ   

ぎ，自らの個性として昇筆させていったのか明らかにすべく，まずは文献調査を行った。群ようこ及び   

女性作家，女性史，ジェンダー論などについての文献を収集し，国会図書館，都立図書館，大宅壮一文   

庫などで文献複写などを行い，資料収集につとめた。これらの資料をふまえて，群ようこの作品の中か   

らとくに「評伝エッセイ」と呼ばれる分野のいくつかの作品に注目した。『一葉の紅曙のリボン』，『贅   

沢貧乏のマリア』，『飢え』，『尾崎翠』，『妖精と妖怪のあいだ』これらの作品はそれぞれ樋口一葉，森   

莱荊，林芙美子，尾崎翠，平林たいこという近現代を生きた女性作家たちを扱った作品である。群よ   

うこは彼女独自の「無印」の視点で彼女たちを見すえ，新たなる女性作家の像をうちたてている。そも   

そも多くの評者が樋口一葉，森莱荊，林芙美子，尾崎乳 平林たいこについて意見を述べており，   

それは文献収集，調査により明らかになっているが，群 ようこの視線の独自性は注目にあたいするも   

のであった。   



【別紙様式 8】  

二．〔：トト ニ∴三  課題番号  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 之¢年 夕月 ∠β 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  石田  

所属・資格  デザイ  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでくださ   

い。  
一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究  

2 研究課題  

EVエコランカーのランニングプロトタイプによる設計、開発と研究  

3 研究の目的  

最′J、限のエネルギーでより大きな仕事量をサービスとしてユーザーに提供するためには環境問題を  

トータルに考え、エコロジーを優先したコンセプトをもつデザインとそれを具現化するための技術を  

要する。今回の研究は24V／3Aというわずかな電力で実際に人間が運転出来る電気自動車というも  

のを自身で作り、公式のレースに出場し客観的なデータを残すことによってエネルギー効率を向上さ  

せる為に必要な考え方や技術を習得する。ワールドエコノムーブは参戦する各チーム間の交流が盛ん  

であり、互いの技術やノウハウを惜しみなく見せ合うため、他企業・他大学の技術の一端を伺い知る  

事の出来る格好の場でもある。  

4 研究の概要  
12V／3A（2直列2並列24Vで使用）のバッテリーを4個使用した省エネルギー電気自動車（エコノムー  

バ）を制作し公式レースに出場する。一般的な家庭で使用するドライヤーでは約5分で費やされる程度の  
電気エネルギーで体重70kgの人間1名を時速40km／b前後で走行させる。2時間のレースでトータルの  

走行距離を競うものである。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の＠・否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は，理由書を添付して下さい0   



［実績報告書8－2］  

部科校名：日本大学芸術学部  氏名：石田純之助  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

最小限のエネルギーでより大きな仕事量をサービスとしてユーザーに提供するためには環境問題をトータル  

に考え、エコロジーを優先したコンセプトをもつデザインとそれを具現化するための技術を要する。  

今回の研究は24ボルト3Aというわずかな電力で実際に人間が運転出来る電気自動車を才－ishidaspecial－3を  

ベースに電気系統・制御・操舵系を重点的に改良した。また軽量化とボディ（カウル）のエッジを曲面化し  

空気抵抗の軽減を図った。  

データ収集と走行性能の実証のために、2007 ワールドエコノムーブin JAA（於：日本航空大学校山梨）と  

いうレースに参加・出場した。滑走路を往復する出場車両全てに同じ条件のバッテリーを搭載し、1周1810M  

のコースを2時間で何周走れるかという走行距離の長さを競う競技である。  

9／1（土）公式予選当日の車検を無事に通過。公式予選を通過し9／2の本戦に臨み2時間で52．490km走  

行（1周1．810kmx29周）し、12位という結果となった。  

電気系統はモータの基本特性を回転数・効率・出力・トルクの関係を調べ、効率90％以上の領域は24W－110W  

／効率85％以上は17W－－160W－の範囲であることが分かった。また今回のコースでは1％の勾配のある滑走  

路を折り返して往復することから、下り勾配における惰走時のダイレクトドライブモーターに起こるフリク  

ション（ひきずり）ロスを減らす方法を試験的に実験する事が出来た。電流値以外をイコールコンディショ  

ンとして下り惰走し0小2Aの領域で速度と消費電力の関係を比較し、無負荷電流相当の電力を加える事によ  

ってフリクションを相殺出来ることが分かった。  

操舵系では前年度と同じくアッカーマン方式とし換舵時のヒステリシスロス低減のためナックルアームの延  

長線上に後輪接地部（後輪車軸上）が交わる様に修正し、キングピン角度はオフセットを最′j、化し、またキ  

ャスター角も修正したことでハンドリングが軽くなった。ただし折り返しのあるコースでは如何に速度を落  

とさずに旋回できるかがエネルギー損失軽減のポイントとなるため、予想以上に換舵系・足回りの剛性を要  

することが分かった。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 11日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格牒  

下記のとおり報告いたします。  

※ホームページ等での公開の㊥・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［実績報告書8－2】  

氏名：  吉田 洋明  部科校名：理工学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者払4，000字以上記入してください。）  

・連続状態量の取り扱い   

強化学習では、離散條の状態や行動であっても、その数が増えるにしたがってQテーブルを埋め尽く  

すためのデータ数が膨大になるため、少ないデータ量で状態や行動の空間を近似する一般化の研究が行  

われてきた。この一般化の手法として関数近似やタイルコーディングと呼ばれる方法が開発されてい  

る。これらの手法の考え方は、連続状態量を取り扱うためにも適用可能であるが、強化学習を将来実機  

ることを考えると、計算量の多い手法や複雑な手法は望ましくない。そこで連続量を扱う最も  

段として、連続量を適当な間隔で離散化し、中間の値は離散点に線形の重みを付けて表現する  

みた。一般的な問題へ適用するためには、離散化に工夫が必要であると考えられるが、このよ  

うな単純な方法で良い結果が得られるのか、この方法の可能性を確認した。   

シミュレーションの対象は、連続の状態を持ちダイナミクスを持たないシステムとして、バネのみか  

らなるシステムを採り上げた。バネ定数を一定として、任意の状態からバネの伸びが目標値に一致する  

力すなわち行動を学習する。この場合、状態（バネの伸び）に係わらず一定の行動（力）が学習される  

はずである。そして、シミュレーションによって予想通りの結果が得られた。つぎに、バネの伸びの目  

標値との誤差を状態、誤差を0とするためのカの補正量を行動としてシミュレーションを行った。学習  

結果として、状態と行動がバネ定数に一致する傾きを持っ関係が得られればよく、期待通りの結果が得  

られた。   

以上のシミュレーション結果から、連続量の扱いについては単純に離散化した上、中間の値は線形の  

重みで表現する簡単な方法で取り扱えることが分かった。   

・ダイナミクスを持つシステムへ適用したときの問題点の解明   

ダイナミクスを持つシステムへ強化学習を適用した場合の問題点を探るため、最も次数の低い1次遅  

れのシステムを採り上げた。これは、工学的なシステムとしては、モータの回転数制御などに対応する。  

1次遅れのシステムは時定数によってその応答性が一意に決定される。そして、デジタル制御において  

は、サンプリング周期が時定数より十分大きい場合には、ダイナミクスを持たないシステムと見なすこ  

とができる。逆に時定数より小さいサンプリング周期を採用した場合には出力にダイナミクスの影響が  

現れる。   

この制御対象に対して、まず、サンプリング周期を時定数に対して十分長く設定してダイナミクスを  

無視できる状態で強化学習を適用し、学習がうまく働く学習方法を選定する。次にサンプリング周期を  

短くしてダイナミクスの影響を無視できないシステムとして、ダイナミクスのない状態でうまく働いた  

学習方法を適用して、学習結果を検討する。   

モータの回転数制御を模した1次遅れ系に対して、目標回転数との誤差をなくすための補正入力を学  

習する数値シミュレーションを行った。サンプリング周期がシステムの時定数に対して十分大きい場合  

すなわちシステムのダイナミクスを無視できる場合には、強化学習によって誤差を補正する入力を正し  

く学習する事ができた。つぎに、サンプリング周期を時定数と等しい設定とした。この場合、強化学習  

を適用すると、ダイナミクスを無視できる場合に比べて、過大な補正入力を学習した。   

同一のシステムに対してサンプリング周期を変更しただけで、異なる学習結果が得られた。つまり、  

強化学習はシステムのダイナミクスの影響を受けることが明らかとなった。   

・連続状態量とダイナミクスを持っシステムへの強化学習の適用   

連続状態量を持っバネ、マス、ダンパからなる2次のシステムに対する最適制御に強化学習を適用し  

た。学習の対象は位置と速度のフィードバックゲインとし、報酬として最適レギュレータで用いられる  

評価値を採用した。学習によって、最適レギュレータのフィードバックゲインにほぼ一致するゲインを  

待ることができた。   

以上から、連続状態量とダイナミクスを持っシステムへの強化学習の適用の可能性が見いだされた。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4月 21日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  安部 明雄  

所属・資格  理工学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

※ホームページ等での公開の◎■否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を漆付して下さい0   



P実績報告書8－2］  

部科校名：理工学部  氏名： 安部 明雄  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

本研究では，スペースプレーンの自動着陸のための誘導制御システムの構築を行った．スペ   

ースプレーンの帰還飛行では，通常の航空機と異なり，無推力で，機体の制御能力が貧弱なの   

が大きな特徴である．よって，自動着陸の際には着陸のやり直しを行えず，迅速に機体の姿勢   

または軌道を偏向し制御することが難しい．加えて，スペースプレーンの着陸では，高度と速   

度に依存して空力微係数が変化することで，機体の運動を表す数学モデルのパラメータが大き   

く変動するため，飛行制御システムは適応機構を有していることが望ましい．これらの特性を   

踏まえて，今年度の奨励研究では，以下の課題の解決を行った．  

1．外部で機体の並進運動の制御（軌道制御）を，内部で機体の回転運動の制御（姿勢制御）   

を行う階層構造を有する制御システムの構築   

2．軌道制御の結果から，その運動にふさわしい目標の機体の姿勢を決定するアルゴリズムの   

構築   

3．未知量として取り扱う機体の動特性の変動を，推定するシステムの構築   

4．提案する誘導制御アルゴリズムをMatlab／Simulink環境下で構築し，その有効性の検証を   

行う．   

1に関して，機体の横の並進運動を制御するのに，横滑り角を用いたシステムが数多く提案さ   

れている．  

しかし，横滑り角は大きくなるにつれて横力が増大し，横運動の不安定現象を招く．加えて，   

着陸フェーズの前の再突入フェーズでは，バンク角を制御入力として利用するのが，一般的で   

ある．よって本研究では，縦運動を迎え角とスピードブレーキ舵角で制御し，横連動をバンク   

角で制御するシステムを構成した．   

2に関して，これまでの研究では，1で決定する軌道に追従するのに必要な迎え角，スピード   

ブレーキ舵角，バンク角の指令値を，機体の空気力指令から決定するためのアルゴリズムの構   

築が不十分であった．よって，本研究では，様々な要因で変化する機体に生じる空気力を表す   

数学的表現で各項のオーダ評価を行い，本来の特性を失わないように数学モデルを可能な限り   

簡略化し，制御問題としての定式化を行った．   

3に関して，米国アラバマ大学のJohnson民らが提案している外乱適応オブザーバを用いて，   

機体の動特性の推定を行うシステムの構築を行った．   

4に関して，提案する誘導制御システムのアルゴリズムをMatlab／Simulink環境下で構築した．   

構築したプログラムを用いて，有効性を確認することができた．  

これらの結果をまとめた内容を，今年の6月に浜松で開催される国際会議第26thISTS  

（InternationalSymposiumonSpaceTechnology andScience）で発表予定である．   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 3 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格瀾  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目   

2 研究課題  
画像情報を用いた地盤調査の実用化への検討・岩種判別と風化度の評価について騨  

3 研究の目的   

（1）画像処理による地盤調査の自動化  

（2）クライアント・サーバ型の地盤調査システムの構築  

4 研究の概要  

（1）supportvらctorMachine（SVM）やNeuralNetwork（NN）を用いた地質情報の評価について、有効な入力  
要素を検討する。地質情報と画像から得られる特徴の間に相関がある点に着目し、SVMやNNを適用し有効  
な特徴量について地質技術者の認知プロセスや統計的手法に基づいて検討する。  

（2）小型のパ山 ソナルコンピュータ（PC）をクライアントとした、クライアント・サ山バ型の地盤調査システ  

ムの構築の可能性について検討する。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は蓼 理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書8－2】  

氏名：門馬英一郎  部科校名：理工学部電気工学科   

6 研究の結果（総合研究の研究代表者軋4，000字以上記入してください。）   

今回検討した岩種は花崗岩、玄武岩、粗粒砂岩、中粒砂岩、片麻状花崗岩  

の5種類で、画像は照明が均一に照射されるよう暗箱内に置いたコアサンプ  

ルを撮影したもので、図1はコアサンプル画像の山例である。これらの画像  

の色情報から、風化による岩石の変化を専門家が主に視覚的特徴より1～5  

の範囲で評価した数値である風化度について予測を試みた。   

画像の色情報はIl，Ⅰ2，Ⅰ3表色系を用いて検討した。同表色系では風化に  

より分布が広がると共にⅠ2軸方向に色ベクトルが平行移動する特徴が見ら 図1コアサンプル画像  

れる。この特徴は各岩種で共通しているが、変化の傾向は岩  

種により異なる。また、風化は長い年月を経て生じる現象で  

あり、傾向を示す風化度もカテゴリ分けされる質的データで  

はなく、連続量である量的データとして扱う事が望ましいと  

考えられる。そこで岩種ごとに風化度を目的変数とした線形  

重回帰分析を行なった。特徴値は画像上に設けたウインドウ  

内のIl，Ⅰ2，Ⅰ3におけるIQRと中間値で、専門家は色情報を  

複合的に判断して風化度を決定している事から、2次の相互  

作用項まで考慮した。なお、説明変数の選択にはAIC法を用  

いた。その結果、各岩種において約90％について残差が±0．5  

の範囲に納まる良好な結果を得た。岩種による差異を検討す  

ると、褐色化が比較的顕著である花崗岩類では相互作用項が  

あまり影響せず、風化による視覚的特徴が乏しい玄武岩につ  

いては相互作用項が重要な役割を果たすと考えられる関係  

を得た。また、中粒砂岩については非線形回帰モデルの導入  

が必要と思われる。   

以上の結果を踏まえ、色情報と風化度の関係を非線形回帰  

モデルとして考え、SupportVectorRegression（SVR）を用い  

た予測を試みた。SVRは非線形モデルに対して入力ベクトル  

を高次元特徴空間に写像し、同空間で線形回帰SVMを行なう  

手法である。図2に学習期間のデータによる予測結果を示  

す。図中の実線は切片0、傾き1の直線であり、地質技術者  

による評価と予測結果の鵬致を示す。また、点線は±0．25  

の幅を示している。他の岩種においても同様な予測結果を得  

た。次に全サンプルをランダムに10グループに分け、1グ  

ループをテストグループとし、残りの9グループを用いて学  

習したSVRにより予測を行なう10iold crossLValidation  

を試みた。その結果、いずれの岩種においても残差の絶対値  

の平均が0．25程度となり、良好な予測が行なえる事を示し  

た。花崗岩における結果の一例を図3に示す。   

以上の成果のクライアントサーバ型システムへの適用を検  

討するため、RaonDigital社製UMPCの一7Everun▼一を導入し、  

タッチパネルへのペンや指のみを用いた操作が可能な評価ア  

プリケーションを作成した。図4にクライアント機上でのアプ  

リケ山ションの動作の様子を示す。  

以上   
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【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4月 21日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  

望 月  寛  

理工学部・助手  

下記のとおり報告いたします。  

一般研究（個人）／一般研究（共同）／／総合研究  注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  

2 研究課題   

系再構成機能を有する分散制御システムの高信頼化手法  

3 研究の目的   

現在、様々な産業分野で、その機器に対してリアルタイムでのより高度な作業が要求されている。その実  
現手法として、複数のコントローラを用いた分散制御システムが注目されている。ここで、このようなシス  
テムの信頼性向上策として、一般的にシステムを構成する系を冗長化することがあげられるが、これは信頼  

性を向上させる一方、コスト増加や設置面積の増大を引き起こす。これを踏まえて、私は今回、故障時にそ  
の他のコントローラの計算資源余裕を利用し、機能を代行する「系再構成機能」の概念の適用を試みた。  

4：研究の概要   

上記の研究目的を踏まえて、今回、系再構成機能を有する分散制御システムの一例として、実際にマイコ  
ンカーを製作し、マイコンの入出力ピンや各種ハードウェア資源を考慮したリリーフ機能を提案、検討を行  
った。さらに、分散制御システムの採用のメリットが、リアルタイムでの処理性能の向上であることに配慮  

し、これを損なわない系再構成機能の適用手法を検討し、その信頼性も含めて考察した。  

5 研究組織く共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

凛否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書8－2コ  

部科校名：理工学部  氏名：望月 寛  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，生000字以上記入してください。）   

今回、系再構成機能を有する分散制御システムの有用性評価として、実際に3つのセンサとそれぞれ  

に対するマイコンを持ち、軌道上の走行制御が可能なマイコンカーを製作した。以下に、各センサの働  

きなど、マイコンカーの概要を示す。   

○ フォトインタラプタは、黒い線上を走行するためのセンサであり、左右のモーターへの出力を  

制御する。   
◎ 超音波センサは、軌道上の障害物を検知し、障害物がある場合にはマイコンカーを停止させる。   

⑳ 赤外線受光モジュールは、コース外に設置された赤外線LEDからの信号を受信し、指定され  

た速度で走行するようにモーターへの出力を制御する。   

ここで、今回はPIC（PeripheralInterfaceController）マイコンのPIC16F876を採用した。これは、  

22のⅠ／0ピンを有する他、5つのA／Dコンバータ、3つのタイマ、さらに2つのCCP（キャプチャ／コン  

ペア／P糊）モジュールなどのハードウェア資源を有する。このような仕様に基づいて、今回、マルチマ  

スタモデルによるシステム構築を行った。リリーフ時に備え各マイコンには、通常時に自身が担当する  

機能以外の一部または全ての機能を実現するためのソフトウェアをあらかじめ実装した。さらに、従来、  

マイコンの故障検知についてはハートビートメッセージによる方式を採用した。   

以上、製作したマイコンカーについて、まず、ハードウェア資源害亘り当てに関する評価を行った。そ  

の結果、上記に示した3つの機能を実現するために必要なハードウェア資源が、今回採用したPIC16F876  

の搭載数内に収まっており、各マイコンに全機能をあらかじめ実装できることを確認した。さらに、今  

回製作したマイコンカーの系再構成機能に関する性能評価を行った。具体的には、あるマイコンに電線  

を投入せず、故意に動作しない状態となるような模擬故障を与えた場合に関して、ハートビートメッセ  

ージによる故障検知、及びリリーフ性能を評価した。その結果、模擬故障を与えたマイコンを、他の正  

常なマイコンが正しく故障検知、かつ、リリーフが行えることを確認した。   

ここまで、マルチマスタモデルによる系再構成機能について述べてきたが、他方、分散制御システム  

で複数のマイコンを用いて機能分散をする理由の1つとして、リアルタイム性の実現など処理速度の向  

上を図ることが挙げられる。ここで、マルチマスタモデルによる系再構成機能を適用するということは、  

各マイコンにハートビートメッセージなど他のマイコンのヘルスチェックやリリーフを決定する処理  

を加えなければならず、その結果、処理速度の低下、さらにはリアルタイム性を確保できなくなる可能  

性が生じる。そこで、私はサーバクライアントモデルを採用した系再構成機能による前述の問題点の解  

決について考察した。ターゲットシステムにもよるが、一般的に、Ⅰ／0ピンなどのハードウェア資源が  

余る場合が多い点に着目し、下記のような構成を提案する。   

⑳ 制御用マイコン間でハーートピートメッセージなどの通信を行わず、制御用マイコンでは、余剰  

のⅠ／0ピンに各種ハードウェア資源を制御するレジスタ情報の出力のみを行い、それをサーバ  

側に位置する故障診断用マイコンが収集する形を取る。   

⑳ 故障診断に関しては、これらの情報が得られなくなった場合に故障と判断し、他のマイコンへ  

と機能を代行する。   
⑳ 各制御用マイコンとモータ・センサとのインターフェースにⅠ／0ボードを使用し、故障診断用  

マイコンの制御信号によって、接続を動的に変化できるようにする。   

ここで、上記のような構成においては、故障診断用マイコン自体の故障が懸念される。しかし、これ  

は制御用マイコンの監視のみの機能を有しており、センサ・モータなどの駆動系とは独立している。し  

たがって、制御用マイコンのウォッチドッグタイマなどを使用し、一定時間以上、故障診断用マイコン  

の通信がなかった場合に故障と判断し、それに基づいた修復によって機能を継続させることが可能であ  

る。以上、提案した構成で制御用マイコンに故障診断機能を持たせず、故障診断用マイコンにより各マ  

イコンの制御レジスタの情報収集や書き換えを行うことにより、処理速度を低下させることなく系再構  

成機能を適用できる見通しを得た。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年4月21日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   松 田  弘 幸  

所属・資格  理工学部・専任講師  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題  

環境負荷低減物質としてのイオン液体を利用した成分分離に関する基礎研究  

3 研究の目的   

本研究では，近年環境に優しい溶剤として特に注目されているイオン液体を含む液液相平衡を解  

明することを目的として，環境調和型分離プロセスの設計・開発に必須の物性であるイオン液体＋  

有機溶剤系の液液平衡を測定する．  

4 研究の概要   

本研究では，イオン液体を含む混合物の相互溶解度の測定を目的として，本研究室で開発したレ  

ーザ光散乱を利用した白濁法による相互溶解度測定装置を用いて，2種のイオン液体  
トbutyl－3－methyl－imidazolium hexanuorophosphate （［BMIM］［Pf6］），1－hexyl－3－methyl－imidazolium  

hexanuorophosphate（［HMIM］［Pf去】）とトブタノールの混合物を対象に相互溶解度の測定を行った．  

また得られた実測値に対してNRTL式およびT鼠－Wilson式を用いて相関を行った．  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書8－2〕  

部科校名：理工学部  氏名：松 田  弘 幸  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

（1）緒 言   

イオン液体は，難燃性・不揮発性・高イオン伝導性などの性質を持ち，電解質溶液，潤滑油，キ  

ャパシタなどへの応用が期待されている．とくに，分離プロセスにおける液液抽出の新たな溶剤と  

して注目されている．イオン液体を溶剤として用いる液液抽出装置の設計には，イオン液体を含む  

混合物の液液平衡データがその基礎物性値として非常に有用である．しかし，新規物質であるため  

測定例はまだ限られているのが現状である．   

本研究をも イオン液体を含む混合物の相互溶解度の測定を目的とするものであり，本研究室で開  

発したレーザ光散乱を利用した白濁法による相互溶解度測定装置を用いて，イオン液体  
トbutyl－3－methyトimidazolium hexa且uorophosphate （［BMIM］［Pf云］），1－hexyト3－methyトimidazolium  

hexanuorophosphate（［HMIM］［Pf云］）と1ブタノールの混合物を対象に相互溶解度の測定を行った．ま  

た得られた実測値に対してNRTL式およびTK－Wilson式を用いて相関を行った．   

（2）測定装置ならびに測定方法   

液液平衡の測定は本研究室にて開発したレーザ光散乱を利用した白濁法を用いて行った．本装置  

は室温以上の温度範囲を測定する際に使用したもので，平衡セル，光源，光センサ，サーモレギュ  

レ一夕，温度計，およびデータ収録システムより構成されている．平衡セルは最高負荷約1MPaの  

耐圧ガラスであり，フイルムヒータが付帯してある．光源にはNEC電子デバイス社製He－Neレー  

ザGLG5090（波長632．8nm）を用いた．光センサについては高感度のNP型シリコン太陽電池を用  

い，レーザ光の直進軌道とは異なった位置に取り付けることにより，散乱光のみを捉えられるよう  

に工夫されている．サーモレギュレータは横河電機株式会社製UT／350デジタル温度計である．こ  

のサーモレギュレータは，測定時間を短縮するために本研究において導入したものである．サーモ  

レギュレータはデジタル指示調節計により温度を制御し，白濁点近傍における昇温を微調整できる  

ように考慮して導入されたものである．さらに，イオン液体は粘度が高く，現行の装置ではイオン  

液体リッチ側の測定が困難であり，昨年度は撹拝能力の強化が課題とされていた．今年度はその改  

良として，撹拝機に撹拝能力の高い日伸理化社製SW－R300を用いたところ，全組成領域の測定が  

可能となった．さらに，沸点以上の測定時に平衡状態を維持するため，窒素を送り込み，圧力を調  

整するための携帯用ボンベが取り付けられるように工夫されている．なお，イオン液体の仕込みは，  
グローブボックスを用い窒素雰囲気下で行った．   

測定方法は，まずグローブボックス内を窒素で満たし，その中で所定の組成となるように各試料  

をシリンジで秤量採取して平衡セルに仕込む．また既往の文献から測定領域における白濁点は1－  

ブタノールの沸点近傍もしくは超えることが予想されたため，平衡セルに窒素を封入して1ブタノ  

ールの沸騰を防いで実験を行った．次に平衡セルを装置に設置しレーザ光を照射する．気泡を生じ  

ない程度に撹絆しながら，平衡セル内の温度を溶液が一液相になるまで上昇させる．その後セル内  

の温度を降温し，測定を開始する．ここで溶液が一液相（透明）のときはレーザ光が直進し散乱光  

は生じないが，二液相（白濁）になると散乱光が生じて光センサが感応し，その状態に応じた電圧  

変化がデジタルマルチメータを通じて測定される．このときの散乱光の強度と溶液温度との関係を  

コンピュータで追跡し，白濁点付近のデータを統計的に解析し，白濁点を決定した．   

（3）測定結果   

本研究では，2種のイオン液体（［BMIM北P転〕，［HMIM］［Pち〕）＋1ブタノール系の白濁点の測定を行っ  

た・［BMIM］［Pfd＋1ブタノール系において，液液平衡データは上部臨海溶解温度（UCST）近傍におけ  

る測定例が報告されていないため，本研究ではUCST近傍における相挙動を明らかにした．得られ  

た実測値を文献値と比較すると，1ブタノールリッチ側の温度350～375Kにおいて本実測値はWu  

ら，Sahandzhievaらのデータとほぼ一致している．これに対して［BMIM］【pち］リッチ側については両   



［実績報告書8－3］  

部科校名：理工学部  氏名： 松 田  弘 幸  

研究の結果（つづき）   

文献値間で差異が認められる．本実測値はWuらの値に近い挙動を示したが，［BMIM】［Pち］リッチ側  

になるにつれて最大約6K．高くなる傾向がみられた．一方，［HMIM］［Pfd＋1ブタノール系において，  

実測値は1－ブタノールリッチ側，［HMIM］［Pf云］リッチ側では文献値とほぼ一致しているが，UCST  

近傍では文献値よりも低い値を示した．また，両系ともにUCST付近データを詳細に測定し，その  

結果をもとにUCSTを内挿法により決定した．   

（4）相 関   

本研究では，得られた実測値の相関をNRTL式およびTK－Wilson式により行った．相関にあた  

っては，両系ともに両式中の2成分系パラメータg打Pgn，ん－4iはUCST（It）を基準とした7t－r  

の1次式でそれぞれ表現した．また，NRTL式中のパラメータα12の値は0・2とした・液液平衡組成  

の実測値と相関値との絶対算術平均偏差は，［BMIM］［Pfu＋1－ブタノール系がNRTL式，TK－Wilson  

式それぞれ1．88mol％，2．13mol％，［HMIM］［Pちトトブタノール系がそれぞれ0．77mol％，0．65mol％  

であり，【HMIM］［Pf云〕＋1ブタノール系については実測値をほぼ良好に再現した．  

以上より，本研究で今回使用した相互溶解度測定装置は，粘度の高いイオン液体を含む混合物に  
適用可能であり，かつより精度の高い相互溶解度が得られることを確認した．イオン液体を溶剤と  

して用いる液液抽出装置の設計には，イオン液体を含む混合物の液液平衡データは基礎物性値とし  

て必須であり，データの蓄積が十分ではない．したがって本研究において得られた測定結果は有用  

であると思われる．  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 8】  賓研一0悍  課題番号   

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4月 2 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏   名御   

所属・資格  理工学部・物理学科・専任講師  

下記のとおり報告いたします。   



［実績報告書8－2コ  

部科校名：理工学部  氏名：渡辺 忠孝  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者払4，000字以上記入してください。）  

本研究課題では、強相関電子系におけるエキゾチック超伝導の研究、およびフラストレート系の新奇  

磁性の研究を、純良単結晶試料の作製および超音波測定等の物性測定を遂行することにより行った。エ  

キゾチック超伝導研究では、東大物性研究所との共同研究で超高分解能光電子分光を用いた超伝導ギャ  

ップ観測実験を行った。具体的な研究成果を以下に記す。   

Feを含む超伝導体の中で最高のろ（＝6．3K）を示すLu2Fe3Si5について、単結晶試料を用いた電気抵  

抗率測定や光電子分光実験等を行い、超伝導特性を研究した。その結果、Lu2Fe3Si5における強い電子相  

関と異方的超伝導の可能性を示唆する実験結果を得た。また、異方的超伝導の可能性を検証するもう一  

つのアプローチとして、超伝導特性への非磁性不純物効果を調べた。従来型のBCS超伝導体では、非磁  

性不純物をドープしても超伝導特性に殆ど影響しない。しかし、銅酸化物高温超伝導体や重い電子系超  

伝導体などの非ぷ波の異方的超伝導体では、少量の非磁性不純物でろが劇的に低下する特性を示すこと  

が知られている。純良な（LuY）2Fe3Si5多結晶について超伝導特性を調べたところ、大きな非磁性不純物  

効果を確認した。これはLu2Fe3Si5での非ぶ波エキゾチック超伝導の可能性を強く示唆するものである。  

現在、Lu2Fe3Si5単結晶を用いた超音波測定による超伝導異方性および磁束状態の研究が進行中である。   

反強磁性超伝導体DyNi2B2Cにおける異方的超伝導の可能性を検証するために、超伝導への非磁性不純  

物効果を研究した。DyNi2B2Cにおいては、反強磁性と超伝導の共存に伴う特異なメカニズムによる異方  

的超伝導の可能性が期待される。純良なDy（ⅣiPt）2B2C多結晶試料について超伝導特性を調べたところ、  

少量の非磁性不純物（Pt）で劇的に超伝導が抑制されることを確認した。これはDyNi2B2Cにおける異方的  

超伝導の可能性を強く示唆するものである。また、フローティングゾーン法による大型単結晶作製に成  

功した。今後超音波測定による超伝導異方性の研究を進める予定である。また外部研究機関との共同研  

究により、光電子分光や中性子回折等の実験を計画中である。   

フラストレート系スピネル化合物GeCo204について、産業技術総合研究所との共同研究で単結晶試料  

における全弾性モードの超音波音速測定を行った。この物質は低温で反強磁性転移を示す一方で、常磁  

性でのワイス温度は強磁性的相互作用が支配的であることを示唆しており、複数の交換相互作用の競合  

の可能性が中性子回折実験などから指摘されている。実験の結果、GeCo204においては軌道自由度に起因  

して存在するはずの格子不安定性（ヤーン・テラー活性）が全く見られないという、極めて異常な弾性  

特性が観測された。これは幾何学的な軌道フラストレーションの存在を示唆するものである。この軌道  

フラストレーションが、さらに相互作用の競合によるボンドフラストレーションを誘起しているものと  

考えられる。本研究の結果は、GeCo204において多種フラストレーションの複合効果によって新奇磁性が  

実現していることを強く示唆するものである。現在、GeCo204の多重磁気秩序相内の弾性特性を超音波測  

定により研究中である。また、東北大学および産業技術総合研究所との共同研究で、中性子回折実験に  

よる磁気構造の研究を計画中である。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4月 19日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  酒 句  教 明  

所属・資格  短期大学部（船橋）・専任講師  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   1 種 目  

2 研究課題   

産業廃棄物を利用し複数の機能を有した地盤改良体の開発  

3 研究の目的   

地盤改良は支持力増加，地盤の液状化対策，圧密沈下促進，振動低減などの1つの目的に応じて開発され  

てきた。本研究は，コスト面で有利となる観点から，複数の性能を有する地盤改良体の開発を目的としてい  
る。地盤改良体の具体的な性能としては免震効果と植栽機能である。前者の性能は，複数年に1回の割合で  

しか活用されないが，後者は日常において活用される性能である。また，改良体に用いる材料は，建設副産  
物や産業廃棄物等のリサイクル材を主体とする。  

4 研究の概要   

本研究では，材料の組合せが20パターン以上の改良体を試作して，各供試体について減衰性能性を三軸試  

験により，強度を一軸圧縮試験により確認した。本研究で用いた三軸試験機は，10Hzの繰返し載荷が可能で  
あり，1／1000mmもの微小変形が測定できる特徴を有している。なお，植栽機能については，本実験で得ら  
れた減衰性能の高い改良体を対象に，今後に植栽実験を実施する予定である。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書8－2〕  

部科校名：短期大学部（船橋）  氏名：酒句 教明  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

新たな地盤材料として開発した植栽用減衰ブロックの役割は，建物の周りの地盤中に埋め込んで地震動を  

低減するのに加えて，植栽基盤として機能させることである。そのため，次の特性を有するように材料の開  

発を試みた。a）地震動に対してより大きな低減効果を得るため，小さな変形の範囲においても大きな減衰を  

こと，b）植栽用として保水性とポーラスを有すること。  

発した地盤材料の調（配）合に用いた材料の特徴は以下の通りである。植栽基盤の機能を考慮して，混  

合材には木片チップを中心とした。この木片チップは，建設廃木材をクラッシャーなどで破砕して生産され  

るもののうち，アスペクト比4～25程度のものである。ゴムチップは廃タイヤを砕き，細かく粒状に製造し  

たものを使用した。再生微粒分は良質の再生骨材を製造する過程で発生する粒径5mm以下のものを使用し  

た。これらの材料のうち，木片チップはリサイクル材として68％程度，ゴムチップはマテリアルとして18％  

程度活用されているが，再生微粒分についてはリサイクル材としてほとんど活用されていないのが現状であ  

る。つなぎ材としては，普通ボルトランドセメントとアスファルト乳剤及びこれらを固化するのに必要な水  

を用いた。アスファルト乳剤はノニオン系の乳化剤で，常温で固化する特性を持っており，今回は施工の簡  

易性を想定して採用した。   

試験の概要は次の通りである。一軸圧縮試験は，100kNのアムスラー万能試験機を用いた。試験方法とデ  

ータ整理方法については，地盤工学会発行の土質試験の方法と解説に準じて実施した。繰返し三軸試験の試  

験方法も同様に，地盤工学会発行の土質試験の方法と解説に準じた。試験機は，同解説書に示された「標準  

的な繰返し三軸試験機の一例」とほぼ同じ構成である。荷重計は通常の土質試験を対象とする程度の容量，  

変位計には微小ひずみを計測できる非接触型（高感度タイプ）と大変位を計測できる差動トランス型を併用  

した。試験方法や試験結果の整理については，同解説書の記述を忠実に反映させるように心掛けた。   

実験条件は次の通りである。植栽用減衰ブロックの設置深さを最大で約5m程度と想定し，初期の拘束圧  

は30kPaとした。ただし，一部については，つなぎ材の影響を調べる目的であることと，変形しにくい材料  

を取り扱うため，データの採取を優先し，軸応力150kPaと側圧100kPaのKO圧密とした。また，地下水  

以浅の施工を想定して不飽和状態での載荷，載荷速度は地震波を前提としているので1～10Hzを採用した。  

本研究で得られた主な知見は以下のとおりである。  

（1）一軸圧縮強度試験の結果より，強度は混合材の種類と混合割合及びつなぎ材の種類に大きく依存するが，   

地盤材料としての強度は確保できることが分かった。また，つなぎ材にアスファルト乳剤を用いる場合   

には，養生日数と強度の関係を把握することが重要であることが分かった。  

（2）つなぎ材として普通ボルトランドセメントを添加すると履歴減衰が期待できないことが分かった。これ   

に対してつなぎ材にアスファルト乳剤を用いると，大きな履歴減衰が確保でき，混入量が増えると履歴   

減衰の値が上昇することが分かった。  

（3）本研究で目的とする植栽用減衰ブロックに適する材料の組合せは，骨材として木片チップと再生微粒分   

の組合せ，つなぎ材にはアスファルト乳剤が良いと言える。  

（4）廃材の木片チップ，ゴムチップ，再生微粒分を用い，植栽用減衰ブロックを開発するために，一軸圧縮   

強度試験および三軸圧縮試験を行い，ある程度の強度を示し高い減衰性能を有する地盤材料を製造でき  

る可能性を見出した。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20  年 4  月 21 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  洪 秀徴  

所属・資格  理工学部・助手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目   

Ⅹ線天文衛星による突発天体の観測的研究  

3 研究の目的   

この宇宙では1日に1回程度、わずか数秒の間に全宇宙の明るさを足し合わせたよりも明るく、Ⅹ線やガ  

ンマ線で輝くガンマ線バーストとよばれる宇宙最大の爆発現象がおきている。この爆発の起源については、  

発見以来30年以上の間未解明となっている。本研究では、ガンマ線バーストのⅩ線ガンマ線領域での放射  

機構を明らかにし、ガンマ線バーストの起源を解明することが目的である。  

4 研究の概要   

現在活躍中の日本のⅩ線天文衛星「すぎく」に搭載されている硬Ⅹ線検出器の広帯域全天モニター部を使  

うことで、ガンマ線バーストについて今までの観測よりも統計が良く広帯域のⅩ線ガンマ線観測が可能とな  

る。「すぎく」衛星が検出するガンマ線バーストの多くは到来方向が分かっていないため、十分なデータ解析  

が出来ていない。これらのデータについて有効なデータ解析を行うために、コンピュータシミュレーション  

などを用いて、方位角、天頂角方向の位置決定手法について調査した。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［実績報告書8－2〕  

部科校名：理工学部  氏名：洪 秀徴  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

ガンマ線バーストは宇宙のどこで起こるのかは全くランダムであり、たった数秒から数  

十秒の間しかこの現象が続かないため観測が非常に難しい。現在活躍中の他のⅩ線衛星は  

宇宙全体のごく一部の領域しか観測できないため、偶然ガンマ線バーストが観測できるの  

を待っているだけである。我々が開発してきた「すぎく」衛星の広帯域全天モニター部（W  

AM）は、ほぼ宇宙全体を観測することが可能であり、いつどこで起こるか分からないガ  

ンマ線バーストの研究に最適である。我々の検出器は50keVから5MeVまでの非常に広  

いエネルギー帯域を観測することができ、特に、今までほとんど観測が行われてこなかっ  

た、300keVから5000keVのエネルギー帯域を観測することができる。観測者の系で、  

ガンマ線バーストが最もエネルギーを放出しているエネルギー帯域がこの数100keVから  

数MeVのエネルギー領域であり、ガンマ線バーストの放射機構を探る上で最も重要な帯域  

である。しかも過去、現在、そして近い未来に予定されている他の検出器などと比べても  

圧倒的に大きな有効面積をもっており、このエネルギー帯域での観測ではWAMがもっと  

も有利である。  

過去の研究で、観測されたガンマ線バーストのエネルギースペクトルにはピークがある  

ことが知られている。多数のガンマ線バーストについて、この最も放射が強いピークエネ  

ルギーを調べてみると、数十keVから数百keVに分布しており、300keV付近にピーク  

を持つ天体が多いと言われている。しかし、今までの観測では、数100keV付近に十分な  

有効面積をもつ検出器が存在しなかったため、数100keV以上のエネルギー帯域での放射  

や、その時間変動などについては十分調べられていないのが実情である。実際、ガンマ線  

バーストのMeV領域での放射については数例観測があるのみであり、よく分かっていな  

い。WAMを使えば、今までより統計のよいデータから数100keVからMeV領域付近で  

の放射機構がどうなっているのかを初めて明らかにすることができると期待される。我々  

の検出器はすでに年間140イベントのペー スでガンマ線バーストを発見しており、MeV領  

域の放射を持つイベントも多数見つかっている。WAMの巨大な有効面積があれば、数100  

keV以上における時間変動について細かい解析を行うことも可能である。  

WAMの唯一の問題は、ガンマ線バーストの発生方向が分からないことである。WAM  

は重量を削減するため非常に特殊な形状をしているため、ガンマ線の入射方向に依存して  

検出器の応答が変わってしまう。そのため、ガンマ線バーストの発生方向を知ることが極  

めて重要となる。ごく一部のガンマ線バーストは複数の衛星によって検出されることがあ  

るため、位置が決定されるものもある。今まではこのごく一部の位置が決定されているイ  

ベントしか解析できなかった。本研究では、今まで位置が分からないために解析ができな  

かった大量の観測データを解析できるようにすることが最終目標となる。そのために、W  

AMで得られるデータを活用して、ガンマ線バーストが起きた位置を数度の精度で推定で  

きるようにすることを目指した。  

「すぎく」衛星で一日に得られる観測データは数100MBから数GBにもなる。ガンマ  

線バーストをはじめとして、いつどこで起こるのか分からない のが突発天体現象であるた  

め、毎日得られる観測データを全て解析する必要がある。膨大な量の観測データを解析す  

るため、大容量のデータ蓄積装置とデータ解析専用のコンピュータを用意した。そして、   



［実績報告書8－3〕  

部科校名：理工学部  氏名：洪 秀徴  

研究の結果（っづき）  

外部の共同研究者達と協力して、日々の簡単なデータチェックや他の衛星と同時に見つか  
ったガンマ線バーストの解析などを行った。十分な精度のデータが得られた場合はスペク  

トル解析を行い、その結果を世界中のガンマ線バーストの研究者たちに公開してきた。こ  
のガンマ線バースト研究者のコミュニティの情報はインターネット上で一般に公開されて  

い る た め、 誰 で も 確 認 で き る よ う に な っ て い る  

（b洗p：／／gcn．gs免．nasa．gov／gcn3aァc払ive．払七ml）。  

次に、さまざまな状態での検出器の応答を調べる必要があるため、モンテカルロシミュ  

レーションを行う環境を構築した。ガンマ線と検出器の応答をシミュレーションで調べ、  

その結果と衛星軌道上で得られた較正試験の結果とを照らし合わせながら検出器の精確な  

応答関数が作成できる環境を構築した。その結果、大部分は実用上問題とはならないレベ  

ルで、WMで得られるエネルギースペクトルが再現されるようになった。   

WAM単独で突発天体の位置決めを行うため、個々のセンサを使いそれぞれの光子のカウ  

ント比から方向を推定できないか調査した。具体的には、ガンマ線バーストが発生する方  

向に応じてWAMの有効面積が変化するのだが、近似的には二つの面のカウント比がcos  

関数と見なせると仮定して逆三角関数から到来方向を推定した。位置が確定しているガン  

マ線バーストの実データや、シミュレーションから作成した擬似データを使い、この方法  

で位置を推定してみると、方位角については10度程度の精度で正しく位置が推定できた。  

しかし、天頂角方向についてはまだ正しく位置が推定できていない。これはⅥAMの特殊  

な形状が影響していると考えている。今後はこの事法をもっと改良して天頂角方向の位置  

についても10度程度の精度で正しく推定できるようにしていく予定である。最終的には、  

天頂角、方位角ともに10度程度での位置決定を目指している。 10度の精度で位置が決  

定すれば、WAMのデータをスペクトル解析する時に、特に問題とならない精度の応答関  
数が作成できるようになる。また、W旭で天頂角方向の位置が決定できなかった場合を  

考慮して、他のガンマ線バースト観測衛星のデータと組み合わせて位置を決定する方法も  

検討してみた。現在、複数の衛星のデータを組み合わせることで、数十度という大きなエ  
ラーで大まかに位置が決まっているイベントがいくつもあるが、これにWAMが単独で決  

めた方位角のデータを組み合わせると、位置決定のエラーを数度程度にできる可能性があ  

ることが分かってきた。   

今後は、天頂角方向の位置推定方法の改良などを行い、位置決定方法の確立を目指す。そ  
の後、WAMが今までに観測した全データを総ざらいして、今まで見落とされてきたもの  

も含めて突発天体現象と考えられるイベントを解析する。確立した突発天体の位置決め手  
法を用いて、WAMが今までに観測した全データの中から、位置が未決定のイベントにつ  

いて到来方向の決定を行う。位置決定が可能となると、個々の入射方向に対応する応答関  
数が作成できるようになり、WAMでのみ受かっているイベントにってもスペクトル解析  

が可能となる。最後に、全てのイベントについてスペクトル解析を行い、数100keVから  

MeV領域での放射について、スペクトルの特徴やその時間変動について調べる。また、国  

内外の研究会に参加して、ガンマ線バーストの研究者と議論を深めることで、ガンマ線バ  

ーストの硬Ⅹ線から軟ガンマ線領域での放射機構について明らかにしてゆく。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4月  9日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  生産工学部・助手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   1 種 目  

2 研究課題   

芸術的要素を公共空間に設置する事業の企画・運営・管理の実態把握に関する研究  

3 研究の目的   

日本全国で、パブリックアートと呼称される芸術作品を公共空間に設置する事業が行われている。これら  

の事業は「まちづくり」や「まちおこし」の為に行われてきた。また近年では、これらの芸術作品を公共空  

間に設置する事業は、屋外公共空間だけではなく、屋内公共空間において「施設整備」などにも応用・活用  

されるようになってきた。例としては、東京都の都営地下鉄12号線（大江戸線）や神奈川県のみなとみらい  
線に於けるパブリックアート設置による施設整備が挙げられる。   

海外の手法を取り入れてきた日本に於いて、維持管理の方法が遅れており、作品の破損、汚れ、落書きな  

どが放置され、管理がされていない公共空間における芸術作品が増えてきているのが現状である。これから  

の課題として、パブリックアートを増やすだけではなく、パブリックアートの統一された情報のデータベー  

ス化を進め、企画・運営・管理の手法を明確にする必要があると思われる。  

4 研究の概要   

芸術作品設置事業における設置作品の維持管理不足は、それらを管理する行政機関や企業等内の財政難に  

よる場合と、それらの企画部署移動や人事異動によって、芸術作品設置事業の管理者や所有者などの情報の  

引き継ぎがうまく行われていないことが考えられる。また、行政機関等では作品の設置場所によって管理部  

署が異なるため、各部署が情報を把握しきれていない状況が見られる。芸術作品設置事業の情報の引き継ぎ  

をスムーズに行い、設置後の維持管理を行うためには、これらの芸術作品設置事業情報を記録したデータベ  

ースを作成し共有する必要があると考えられる。   

そのため本研究では、日本国内及び諸外国の芸術作品設置事業の現状を文献調査、アンケート調査、現地  

調査等により多角的に分析し、公共空間への芸術作品設置事業に於ける企画・管理・運営に必要なデータベ  

ースとはいかなるものか、またそれを使用して運営していくにはどのような手法が必要かを探る。また、実  

際に作品を実験的に制作し、作品制作過程において必要とされる情報（データ）の確認調査を行う。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書8－2］  

氏名：田中 遵  部科校名：生産工学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

本研究より芸術的要素を公共空間に設置する事業の扱いにおいて、単に芸術作品を装飾品として公共空間   

の中に置くという考えで設置するのではなく、地域特性や空間特性を理解した上で設置しなければ混乱した   

景観や空間を整える力はないことがわかった。そして、公共空間に設置されてきた芸術的要素を持つ設置物   

の実態を把握し一貫した管理方法を探るためには、国内全域を見回すとともに地域性を重視した企画・運営・   

管理方法が必要とされることがわかる。地域の特性を重視せず、独創性だけでデザインを主張することは景   

観だけではなく文化の破壊にも繋がりかねない。これを防ぐには関係者が「芸術的要素を公共空間に設置す   

る事業」に対する意識を高めることを含め、全国各地の風習や自然環境の特徴はもちろん民俗学的芸術感を   

も理解した上で個性豊かな環境創造に向けた計画をすることが必要と考えられる。また、公共空間への芸術   

作品設置事業は、時代背景や設置目的そしてそれらの諸問題に対する解決策により必要事項が異なってくる   

こともわかる。そのため、それらの事業は、最初の計画段階より目的・方向性・作品設置によって成る付加   

価値を把握し、そして芸術の力を理解した上で問題点を解決する方向に進まねばならないことがわかった。  

また、日本では行政機関内に設けられる芸術作品設置事業を行う委員会は、美術、都市計画、造園、建築   

等に関する専門家、行政機関関係者、場合によっては民間の資金の出資者により構成されるのが一般的であ   

る。しかし、行政機関内には美術の専門家が存在せずとも設置事業の運営主体は行政機関となっていること   

が多く見られる。このことより、行政機関関係者が美術に関する知識が少ない場合、設置事業の運営が専門   

的に行われない可能性が考えられる。また、文化行政を行う行政側の人事異動による記録の伝達の方法にも   

問題があることが判明した。  

そして、都市空間では、建築家が新しい提案を行い新しいデザインの建築物が増えていく状況がある。建   

築家に限らず作家は個体のデザインに対しては提案をしていくが、周辺環境を配慮したデザインをすること   

は個体に対しての創造性・芸術性等が薄れていくと考えていると思われる。それが今の日本の町並みを乱し   

公共空間の貧しさを生み出している理由の一因と考えられる。しかし、人々は町にサイン、看板、彫刻等の   

芸術的要素が氾濫し汚いと感じる。そして、洒落ていてデザインが良い住んでみたい町を選びそして望む感   

覚を持っている。これから分かるように、人々から美意識や環境への配慮がなくなったわけではなく「私的   

芸術要素」・「公的芸術要素」・「共的芸術要素」が混在していること、そしてそれらの把握が必要だとい   



［実績報告書8－3］  

部科校名：生産工学部  氏名：田中 遵  

研究の結果（つづき）  

うことに気がついていないだけと思われる。これら現状を踏まえ周辺環境等を含めた上で新しい提案や計画   

が進められるような思考能力を持っことが求められる。  

日本国内の芸術的要素設置事業において各地域の特色を生かした芸術作品設置や目的を達成するために多   

岐に渡る設置方法が存在することがわかった。そして、諸外国の芸術的要素設置例を見ても多岐に渡る設置   

方法があることがわかる。スペインのサン・セバスチャン市の海岸線に設置されたエデウアルド・チリダ   

（Eduardo・Chillida／1924一）の作品「風の櫛（WindCombs）、1977」の設置費用はサン・セバスチャン市   

が負担しているがコールテン鋼である素材は海から吹き付ける自然の北西風による風化に作品を委ねて補修   

を考えていないという特徴を持つ作品が存在し、維持管理が必要とされていない。  

そして、本研究では経済的側面に重点を置かず、それぞれの地域特性、空間特性を生かした公共空間にお   

ける芸術的要素の企画・運営・管理についての研究を目的とした。これは、各設置事業の予算の支出方法が   

地域の財政により違い比較の対象にならないことが要因となった。そして、これらの事由の他に、芸術的要   

素設置事業自体の為に予算を組むことはほとんどみられないことが挙げられる。これは、国（政府）の芸術   

政策の貧しさが要因となっていると考えられる。  

新潟県十日町市の「大地の芸術祭・越後妻有アートトリエンナーレ」では、新潟県内における経済波及効   

果が消費支出において、2000年に行われた第1回目では9億7200万円、2003年に行われた第2回目では12億2500   

万円、2006年に行われた第3回目では43億5400万円と推定されている。この経済波及効果は実際に「ほくほく   

線」と呼ばれる北越急行株式会社を廃線の危機から助け出すことに成功しており、地域特性を生かした芸術   

性の使用方法を正しく導けば町づくりに対して利点を引き出すことが可能であると考えられる。  

今後は維持管理のされない芸術作品設置事業を増やすのではなく、これらを解決する為に、人事異動   

の多い行政機関内に芸術的要素設置事業の責任者を置くのではなく、商業ベースに偏らない指定管理者   

制度、NPO法人などによる管理方法を施策することが必要であると考える。そして、芸術文化を進めて   

行く上で理念を持ち、事業自体に執念を持ち、全体統括力を持つ総合コーディネーターまたは拠点基地   

が必要であると考えられる。そして、それらの統一された情報のデータベース化を進め、現在設置され   

ている芸術的要素の維持管理問題に早急に対処する必要があるととともに、それらの一般に公開された   

データベースは町づくりや地場産業の活性化への広報活動としても効果を上げて経済的な波及効果の   

拡大をもすることを理解しなければならないと考える。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  3月  17日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  小  

所属・資格  生産工学部・ 助手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題  

抗CRP抗体のペプシン消化によるLatex試薬の非特異的反応の検討  

3 研究の目的  
血中タンパク質であるCRPは、炎症・組織の変性・壊死が生じると血中の濃度が上昇する特徴を持ち、炎症・  

腫瘍マーカー・心筋梗塞の予知マーカーとして広く用いられている。そして、より高感度に新しい臨床的意  
義を確定するため、CRP微量定量が必要とされている。CRPを高感度に測定する目的としてラテックス粒  

子表面にアミノ酸スペーサー分子を介した化学結合法による抗CRP抗体感作ラテックス試薬を作製し、肝疾  

患および糖尿病患者のCRP濃度の測定を行なった。その両疾患においてCRP値の相関性が得られ、新規な  

臨床的意義が示唆された。しかし、実検体を用いた測定において、現状のCRP値と大幅に異なる値を示した。  

本研究では、抗体をペプシン消化し、F（ab，）2抗体による試薬の作製を行い、さらなる感度の向上と測定値の  

信頼性を得ることを目的とした。  

4 研究の概要  
抗CRP抗体にペプシンを加えy（ab，）2とFc部分に分解した。その後、ゲルろ過クロマトグラフィーを用いて  

F（abり2抗体の精製を行った。次に、アミノ酸スペーサーと得られたぎ（ab，）2抗体をカルポジイミド法にてLatex  
粒子に結合させた。作製した試薬によるCRPの測定は、試薬に結合した抗体と検体中の抗原の抗体抗原反応  

により生じる凝集速度を測定することにより求め、近赤外分光測定法による透過光を計測する全自動免疫血  

清検査システムを用いて、吸光度（近赤外領域950nm）の測定を行った。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の均・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［実績報告書8－2］  

氏名：小 森 谷 友 絵  部科校名：生産工学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

実験方法  

・IgG抗体のペプシン消化   

まずIgG抗体1mgをpH7．0の酢酸緩衝液にて透析を行った。その後pHを4．2に調整しPepsinO．1mgを  

加え、37℃で2時間インキュベー卜した。経時的にサンプリングを行い消化時間の検討を行った。サンプ  

ルはSDS－PAGEにてタンパクのバンドの確認を行い、F（ab，）2型抗体を作製した。  

・F（ab，）2型抗体の精製   

Superdex200を用いてゲルろ過を行った。各フラクションを分取し、12．5％のSDS－PAGEにて確認を行   

い、F（ab，）2型抗体を得た。  

・Aminoacidspacerによるラテックス試薬の作製   

1％カルポキシル基修飾ラテックス懸濁液に WSC（Water soluble carbodiimide）溶液と NHS  
（N－Hydroxysuccinimide）溶液を撹絆しながら順に加え、298Kで30分撹絆しラテクッス表面のカルポキ  

シル基を活性化させた。活性化後pH6．5，0．05MMES緩衝液で洗浄し、その後にMES緩衝液で1．33×10－4  
mol／mlに調製した各スペーサー分子グリシンを加え310Kで1時間擾拝し結合させた。再び、WSC溶液と  

NHS溶液を順に加え撹絆し、スペーサー分子のカルポキシル基を活性化させた。擾拝後遠心分離し、上澄  

みと沈殿に分けた。沈殿はMES緩衝液で洗浄した。その後、抗CRP抗体（IgG型、F（ab，）2型）溶液を加   

え、310Kで30分撹拝し結合させた。結合後遠心分離し、上澄みと沈殿に分けた。上澄みは後の操作でラ   

ッテクスへの抗CRP抗体結合量の定量に使用した。沈殿は同じMES緩衝液2mlに懸濁し、粒子洗浄のた  

め一回結合後遠心分離した。遠心分離後同じMES緩衝液1mlに懸濁し、変性BSAを1ml加え298Kで30  

分撹拝し、ラテックス粒子表面の抗CRP抗体未結合部位のブロッキングを行った。ブロッキング後、pH8．2，  

0．1MTris－HCl緩衝液に懸濁し未反応活性化カルポキシル基を加水分解した。加水分解後粒子洗浄のため  

同じTris－HCl緩衝液に懸濁して二回遠心分離した。最終的にTris－HCl緩衝液2mlに懸濁したものを抗CRP  

抗体化学結合ラテックス試薬とした。  

・ラテックス試薬の評価   

作製したラテックス試薬をCRpと反応させ、近赤外比濁法（LPIA法）でその凝集反応速度を測定した。  

測定には全自動免疫血清検査システムLPIA－500を用いた。測定キュベット内に、抗原CRP標準液30〃1、  

反応緩衝液230〃1、ラテックス試薬40〃lを分注し、12秒毎に10分間波長950 nmの吸光度変化を測定   

し、スペーサーの異なる感作ラテックス試薬の平均反応速度から検量線を作成した。それをもとに抗体に  

よる反応性の比較を行った。  

・臨床検体による試薬の評価   

臨床検体は、日本大学医学部駿河台病院との共同研究により供与された正常者・肝疾・糖尿病患疾患か  

ら採血した血清を用い、上記と同様の方法で測定をした。上記患者の血清サンプリングは、日本大学医学  

部駿河台病院の倫理委員会において承諾され、各患者においてインフォームドコンセントを得ている。   

CRP値の測定には、上記と同じ測定装置を用いた。CRPが高濃度の患者血清はBSA（1％）を含んだリ  

ン酸緩衝生理食塩水にて適宜希釈を行った。この測定結果からIgG型抗体とF（ab，）2型抗体の比較を行い、  

試薬の安定性や擬陽性の検討を行った。また、正常者と疾患患者のCRP値とを検討し、微量定量の臨床  

的意義を検討した。   



［実績報告書8－3〕  

部科校名：生産工学部  氏名：小 森 谷 友 絵  

研究の結果（つづき）  

藍星   

IgG型抗体とF（ab，）2型抗体で作製したラテックス試   

薬を用いて臨床検体を測定した結果をFig．1に示し   

た。測定した検体数は、200検体であり、市販されて   

いるLatex試薬で測定したCRP濃度と我々が作製した  

IgG型抗体LatexとF（ab’）2型抗体Latexを比較した。   

その結果、IgG型抗体とF（abり2型抗体のLatex試薬に   

よるCRP濃度が異なる検体があり、F（ab，）2型抗体で作   

製した試薬の方が通常のLatex試薬と相関が得られる   

ことがわかった。抗体Fc部分は、血中のリュウマチ因   

子と非特異反応を示すなどが知られ、そのためこのよ   

うな差が生じたと考えられる。   

また、我々作製した試薬は、高濃度（40〃g／ml以上）   

おいて、市販試薬のCRP値と解離がみられ、今後の幅   

広測定範囲を持つ試薬の開発が必要と考えられる。  

さらにF（ab，）2型抗体による試薬を用いて健常者、慢   

性肝疾患患者、糖尿病患者（炎症なし）の血清CRP   

値測定を行った結果をF短．2に示した。健常者とそれ   

ぞれの検体のCRP値を比較した。検体数は、健常者n   

＝27，肝疾患患者n＝31，糖尿病n＝53と少ないがそれぞ   

れの疾患において健常者より高いCRP値が示された。   

以上の結果よりLatex試薬に用いる抗体はF（ab，）2型抗   

体が適していること、肝炎や糖尿病の疾患において   

CRPを測定することは臨床的に有効で  

あり、合併症や治療経過観察に利用できるのではと   

考えられる。   
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注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4月  9日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  丸 茂  喜 高  

所属・資格 生産工学部・ 専任講師  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題  

新しいコミュータ開発のための二輪車の運動制御に関する研究  

3 研究の目的   

交通事故・環境問題・エネルギ問題・交通渋滞など，現在の自動車が抱える社会的な問題に対して，二輪  

車をベースとした新しいコミュータ開発を実現するために，従来の二輪車の短所であった予防安全性能向上  
をねらいとした運動制御を行う．特に，二輪車に乗車するライダが，認知・判断・操作の過程においてエラ  
ーを犯した場合でも，自律的に安全な状態に復帰する運転支援システムの可能性について検討を行う．  

4 研究の概要   

本研究では，コンピュータシミュレーションにより，二輪車の車線維持支援システムの可能性について検  
討した．二輪車の運動を再現するシミュレーションモデルの作成を行い，そのモデルを用いてモデルベース  

制御である最適制御理論を車線追従制御系に適用した．ライダの運転操作を模擬したライダ操縦モデルを用  
いて，簡易的なシミュレーションにより，その制御効果を確認した結果，ライダの操作と干渉することなく，  
車線維持支援が行われることを確認した．  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の◎・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい0   



［実績報告書8－2］  

氏名： 丸茂 喜高  部科校名： 生産工学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

本研究では，コンピュータシミュレーションにより検討を行うため，まず二輪車の運動モデルの構築  

を行った．従来の二輪車の運動は，車両に固定した移動座標系で記述されたものであり，そこで用いら  

れている状態量としては，車両の横速度，ヨーレイト，ロールレイト，操舵角速度，ロール角および操  

舵角の6つが採用されていた．本研究では，車線維持支援を目的として，目標とする車線に車両を追従  

させる制御を行うことから，地上に固定した絶対座標系に変換した．変換後は，前述の6つ状態量に，  

車両の横変位，ヨ一角の2つを加えた計8つの状態量で，運動モデルの定式化を行った．   

得られた運動モデルに基づき，目標とする車線へ追従させる制御系の設計を行った．二輪車を目標車  

線に追従させる問題は，従来車両モデルに基づかない制御理論が用いられており，二輪車は四輪車と比  

較して傾斜する自由度を持っことから，方向制御の他に直立制御を行う必要があった．しかし，前述の  

運動モデルをベースとする状態フィードバック制御を適用することにより，方向制御に関して評価する  

ことで，直立制御が必要ではないことが考えられる．そこで，状態フィードバック制御である最適制御  

理論を車線追従制御系に適用して，制御系の設計を行った．このとき，最適制御理論における評価関数  

としては，目標とする車線と二輪車の横変位との偏差および制御入力である操舵トルクを評価するもの  

として，直立制御に関連するロール角に関しては評価関数には組み込まないこととした．   

次に，車線維持支援システムとしての効果を確認するために，ライダの操縦を模擬するライダ操縦モ  

デルについて検討した．ライダ操縦モデルは，車両前方の注視点における目標コースとの偏差と，ロー  

ル運動を安定化させるようにアルゴリズムを構築した．このモデルを用いて，車線維持支援が行われず，  

ライダの操縦のみの場合と，ライダの操縦に加えて車線維持支援があった場合について，時系列シミュ  

レーションを行い，車線維持支援システムの効果について確認した．車線維持支援システムがあった方  

が，ない場合と比較して，外乱入力時に車両の横偏差が低減することを確認した．さらに，ライダが入  

力すべき操舵トルクの量が，支援が行われた場合の方が，行われない場合と比較して，低減することが  

わかった．すなわち，ライダの操作量が低減し，かつ車線維持性能が向上することが確認された．   

実際の車両適用にあったっては，全状態量をフィードバックすることは不可能であるので，実在する  

センサから取得された信号を元に，状態量を推定する必要が生じる．ここでは，実際にセンシングする  

物理量として，車両のヨーレイト，ロールレイトおよび横変位を観測できるものとし，カルマンフィル  

タ理論を適用して状態推定器を設計した．設計された推定器を用いて推定された状態量に基づき，状態  

フィードバックを行うLQG制御理論を適用して，前述のシミュレーション条件でシミュレーションを  

行い，その効果について検証した．その結果，カルマンフィルタにより状態の推定が良好に行われ，推  

定された状態量に基づいてフィードバック制御を行うことで，前述の状態推定がない場合と同様の効果  

を得られることを確認した．   

今後の課題としては，現在，制御対象と制御系設計に用いているモデルが同一であるため，制御対象  

として，実験車両を用いることや，実際の車両を詳細に再現した多自由度モデルによる実用性の検討，  

および人間が乗車した際の，人間の操縦と制御系の干渉問題などを検討することがあげられる．   



不題番号 r ′㌦） 
【別紙様式 8】   

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4月  15日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格 工学 部土木工学科・助手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  ／一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題  

連続繊維シートによるU字補強RCはりのせん断耐荷性状に関する検討  

3 研究の目的   

近年，既存鉄筋コンクリート（以下，「RC」）構造物の補強方法として，部材の軽量化，施工時の人的省力  

化の点で優れている連続繊推シートの接着工法が用いられている．このうち，連続繊維シートを用いたせん  

断補強に関しても，既往の研究や各種委員会等において多くの検討がなされており，連続繊維シート補強後  

のせん断耐力の評価法が示されている．しかしながら，土木学会指針では，シート端部の定着を前提として  

いるため，3つの破壊モードの内，特にU字形補強の際に生じ易いシート剥離破壊が現行の指針ではこの耐  
荷力の算定ができない現状にある．そこで，本研究課題では，シー トによるせん断補強としてU字形補強を  

施したRCはりのせん断耐荷力に及ぼすシートの付着・剥離挙動の影響について検討することを目的とした申  

4 研究の概要   

本研究では，連続繊維シートとして炭素繊維シート（以下「シート」）を取り上げ，シートによるRCはりの  

せん断補強効果に関する実験的検討を行なう．本実験では，せん断破壊先行型のRCはりと一軸引張試験供  

試体を作製することを考えている．供試体は，鉄筋コンクリートであるため，  
これら材料を調達して実験室内で作製する予定である．これら供試体にシートを貼付し，ひずみゲージより，  

シートの引張性状を計測し，分担力の検討を行なう．また，シート補強量がその耐荷性状に及ぼす影響の究  
明と，はり供試体においては，斜めひび割れの発生が予測される箇所のシートのひずみ分布よりその平均ひ  

ずみを求め，これと周辺のひび割れの進展状況より，せん断力に対するシートの荷重分担性状を評価する．  
さらには，供試体寸法がシートの分担力，付着・剥離挙動に及ぼす影響，すなわち，寸法効果の詳細な考察  

も行なうものである．  
5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  
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部科校名：：エ黎藩学  氏名：子田 康弘  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

RCはりをせん断補強する手法のうち，連続繊維シートをU字型に接着する手法の設計法は未だ確立さ   

れていない．そこで本研究では，U字型シートによるせん断補強効果の簡易な評価手法の構築を行なっ   

た．本手法の特徴はシートはく離の進展によって破壊に至るRCはりをモデル化し，その際のシートの   

分担せん断力をせん断スパン間に位置する各シートの平均ひずみから算出する点にある．シート全はく   

離時の平均ひずみは，U字型シートをモデル化したRC部材の一軸引張試験の実施により導出した平均応   

力ー平均ひずみ関係より算出した．ここで示した手法により算出されたU字型シートのせん断補強効果   

は，U字型シート補強RCはりの載荷試験の結果との比較により，妥当な精度で評価可能であることを明   

らかにした．  

本研究より得られた結論を以下に示す．   

（1）u字型シートの斜めひび割れの開口に伴うシートはく離性状を一軸引張試験に基づいてモデル化し   

た結果，シート全はく離時におけるひび割れ開口変位は，ひび割れ位置とU字型シートの自由端部の距   

離が短い程小さくなり，この現象はシートのはく離領域に依存した．また，シート補強量比が大きい程，   

ひび割れ発生時およびシート全はく離時の変位が小さくなるが，シート補強量比の増加に比べ，耐力の   

増分はわずかなことが分った．   

（2）一軸引張試験におけるシートの平均応力ー平均ひずみ関係と界面はく離破壊エネルギーより，シー   

ト全はく離時の平均ひずみを算出する手法の提案を行った．   

（3）提案手法により得られるシートの全はく離時の平均ひずみと佐藤らにより提案されているせん断   

スパン間におけるシートの平均ひずみ分布とを組み合わせることにより，RCはりにおけるU字型シート   

の分担せん断力を算出する手法を示した．その手法がU字型シートの分担せん断力を妥当な精度で評価   

できることを，本研究および既往の研究における載荷試験結果との比較により検証した．   

（4）u字型シートによる分担せん断力は，シートの付着面積とシート厚さの相互関係で決まることが分   

った．また，間合型シートとの比較から，シート補強量比が小さい範囲では開合型の70％程度の補強効   

が期待できるものの，シート補強量比が増加すると，U字型シートの分担せん断力が頭打ちとなり，   



［実績報告書8－3］  

部科校針‡誓轡  氏名：子田 康弘  

研究の結果（つづき）  

果補強効果が急激に減少した．   

（5）提案手法を用いてU字型シート補強RCはりのせん断耐力を評価した結果，U字型シートによるRC   

はりの補強効果として，破壊モードをせん断破壊から曲げ破壊に移行させるシート補強量比が算出可能   

であることを示した．ただし，無補強時の曲げせん断耐力比が低い場合には，（4）に示す通り，U字型シ   

ートの補強効果が頭打ちとなり，それ以上シート補強量比を増加させても，曲げ破壊には移行できない   

ことを明らかにした．  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



監別紙様式 8ヨ  

注：課題番号を記入してください。  

平成‾至9年庶 学術研究助成金票緯報告書  

平成  20年  4月 15日  
日 本 大 学 総 長  殿  

村山 嘉延  氏  名  

所属・資格  電気電子工学科。専任講師  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
▲般研究（個人）／〟般研究（共同）／総合研究   奨励研究／  

卵子品質が初期胚透明帯形状と弾性率の経時変化に及ぼす影響について  

3 研究の目的  

受精後の初期胚発育における卵子の膨張に伴い、透明帯の形態変化及び弾性率の経時変化をバイオメカニク  

ス的に解析して卵子の分裂能を非侵襲的に数値化することにより、定量的な卵子の品質（正常性、発育能力、  

子供への発生能力）を評価する手法を開発する。  

4 研究の概要  

（1）卵子透明帯の形状及び弾性率を経時的に評価するシステムを確立する。（2）形状及び弾性率の経時変  

化から卵子の品質を数値化する手法の確立。（3）次に、8細胞期の割球数を2あるいは4個減らすことによ  

り拡張期胚盤胞（EPB）の品質を人為的に制御しグレれ ドの異なる胚盤胞期卵子を作成する。これらの卵子の  

品質指標を測定し、細胞数（ICM，でE数）並びに子供への発生率との相関を調べることで、弾性率を指標とし  

た卵子の品質評価付けを行う。（4）‡CSI法、StJZI法、その他‡VF法により人工授精した卵子の品質評価  

5 研究組織（共同研究。総合研究のみ該当します）  

。研究代表者  

。研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告審8－2コ  

部科校名：工学部  氏名：村山嘉延  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してくださいミ。）   

＜実験1＞  

塩化ストロンチウムを用いて人為的活性化処理を施したマウス卵子の単為発生におけるヤング率の変  

化を調べた。卵子および胚はMⅡ、前核期（pぎOn㍑Cleま：PN）、2ee払および桑実胚（compactionmoでula：  
C鮎［）の各発生ステージにおいてヤング率を測定した。  

結果：マウス単為発生卵におけるヤング率の変化について、マウス狙Ⅱ期卵子のヤング率は12．9土7．1kPa  

だったが 、活性化にともない 椚首期には 22．9土臥6kPa と有意に増加した。しかし、2 cell  

（15．1土1．7kpa）、CM（19．0土6．O友野a）と発生が進むにつれてPN期の卵子に比べて有意に減少した。   

＜実験2＞  

マウス裸化卵子の体外成熟およびそれに続く単為発生の各ステージにおいてヤング率を測定した。  

COCsをも0．1％ヒアルロニダーゼ添加d岨EMにより卵丘細胞を裸化し、3mg／mlBSA添加αMEM培  

地中で37℃、5％CO2、95％aiぎの条件下で体外培養（‡VM）をおこなった。GV期から、卵核胞崩壊  

（gefminalvesiclebぞeakdown：GV召D）、第1減数分裂中期（metaphaseI：MI）、第1減数分裂後  

期（anap壬IaSe‡：A‡巨終期（七eまopb．ase‡：でり、およびMⅡまでの各成熟過程におけるヤング率の測  

定は、‡Ⅵは過程でそれぞれ行った。ステージが明確ではない卵子は、測定後賃oechs七33342で核を染色  

することにより減数分裂のステージを調べた。  

結果：マウス体外成熟におけるヤング率の変化を表2に示した。マウス卵子のヤング率は卵成熟過程に  

おいて有意に減少した（GV期 vs．鎧Ⅴ義刀一朗二‡期、ÅⅠ－T‡期、］済証期：16．5土7．5kPavs．13，1土5．眩Pa、  

11．3土6．OkPa、10．5土6．6kPa）。  

＜実験3＞  

マウス卵子のGV卵子採卵時における卵丘細胞の付着状態が違う卵子の硬さを調べた。未成熟卵子に付  

着している卵丘細胞の状態に応じて、卵丘細胞が緊密に接着しているもの（＋）、卵丘細胞が一部剥離  

しているもの（土）、および卵丘細胞の付着が殆ど見られないもの ト）の3区に分けて測定した。  

結果：マウス卵子の未成熟卵子採卵時に卵丘細胞の付着程度が違う卵子の硬さの比較を表3に示した。  

採卵時の卵丘細胞付着状態によるGV卵子の硬さによる差は見られなかった。   

＜実験4＞  

マウス卵子の成熟の違いによるM韮卵子の硬さの違いを調べた。過剰排卵処理によって得られた体内成  
熟（invまvo）由来卵子およびGV期に採卵し、体外成熟（inviもぎ0）由来卵子を、ヒアルロニダーゼ処理  

後に硬度測定を行った。  

結果：体内成熟および体外成熟由来卵子のヤング率比を比較した結果を表4に示した。体外成熟由来卵  

子のヤング率はi8．5土8．9iこPaであったのに対し、体内成熟由来卵子のヤング率は28．8土11．OkPaであり、  

体外成熟卵子のほうが優位に高い値を示した。   

卵子の周りを取り囲んでいる卵丘細胞は、卵子の細胞質成熟をコントロールし、その機能が排卵を誘起  

し、かつ受精に際しても重要な役割を果たす。しかし、未成熟卵子であるGV卵子に、核置換および精  

子や遺伝子の細胞質内注入といったマイクロマニビュレションを行う際には、卵丘細胞が操作の妨げと  

なるので、卵丘細胞を剥ぐことは避けられない。卵丘細胞を裸化したGV卵子は、卵成熟や、それに続  

く胚発生に影響を及ぼす危険性を考慮する必要がある。卵子が正常に成熟したかを判断するときに、核  

の成熟はその形態から容易に判断することができるが、細胞質の成熟を顕微鏡下で観察することはでき  

ない。   



［寮緯報告書8－3コ  

氏名：村山嘉延  部科校名：工学部   

研究の結果（つづき）   

卵子成熟の指標となるものの一一つに、卵子一卵丘細胞複合体（ct皿ulus－00CⅥもecomplex：COCs）の形態評価  

があるが、卵操作のために卵丘細胞を剥離した後に‡VMを行った卵子は、さらにその成熟を判断することが  

困難となる。本研究において、ストロンチウムを用いて活性化処理を施したマウス卵子は、通常受精と同じ  

ように透明帯硬化が起きているという結果が得られたが、卵丘細胞を裸化して‡VMを行った卵子は、形態学  

的に成熟卵と同様であっても、実験1と同様に活性化処理をおこなっても透明帯硬化が起こらなかった。こ  

のことから、卵丘細胞裸化卵子の王VMでは、細胞質ならびに透明帯の成熟が不十分なのではないかと考えら  

れる。  

実験2においては、卵成熟に伴い卵子硬度が軟化するということが力学的に明らかになった。卵巣から採取  

された未成熟卵子は、第1減数分裂前期で停止しているが、体外で成熟培養を行うことにより、減数分裂が  

再開し、第2減数分裂中期まで進む。この過程で、緊密に密着していた細胞質と透明帯は、卵成熟に従って、  

透明帯と細胞質の間に囲卵腔が形成されていき、その腔に第1極体を放出することにより卵成熟を完了する。  

この囲卵腔形成の過程に伴い、体外成熟が進むにつれて卵子硬度が低下したと考えられる。   

透明常に穴を開ける‡CSIや授精開始時間を明確に調べることができない‡VFと比べて、単為発生は活性化  

開始時聞から活性化の経過を追うことができるという利点がある。動物種によって最適な活性化方法を施す  

ことにより、通常受精を模倣することができるので、MTSを用いて発生過程の卵子硬度を明らかにすること  

が可能である。今回実験1において、マウスにおいて最適な活性化方法であると言われている塩化ストロン  

チウムを用いて活性化処理を施し、マウス単為発生卵におけるMⅡ期からCM期までの硬度変化を明らかに  

した。この結果は、マウス受精卵における発生過程の硬度変化と同様の結果となったことから、単為発生に  

おいても通常受精と同様に表層粒反応が起こっているということを、従来行われていた蛍光染色法を用いな  

くても明らかにすることができた。活性化の度合いを調べるために表層粒を染色するぎ汀C－LCA蛍光標識染  

色法は、卵子を固定しなけれぼならず、さらには手間もかかる。それに比べてMでSは、簡単に卵子を生き  

たまま測定でき、測定後にも培養を続けることができる有用なシステムである。  

本実験から、マウス卵子のヤング率は、ⅠVMにおいて卵成熟が進むにつれて低下することがわかった。また、  

ストロンチウムを用いた人為的活性化において、活性化卵子（2前核1極体が確認された卵子）のヤング率  

はPN期にピ｝クに達することから、通常受精と同様に表層粒放出反応が起こっていることが考えられ、卵  

子のヤング率を定量化することにより活性化の割合の指標とできると考えられた。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20 年 3 月 14 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  

高木 秀有  

工学部・助手  

下記のとおり報告いたします。   



［実績報告書8－2］  

氏名：  高木 秀有  部科校名： 工学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，も000字以上記入してください。）   

1．研究結果   

本研究補助金によって，高温用計装化押込み試験機を用いたAl－Mg固溶体合金の高温力学特性評価が  

行われた．以下に主な結果を示す．  

① 一定押込み歪み速度試験が実現できるような負荷条件を制御可能なプログラムを作製した．その結   

果，図1に示すように，押込み歪み速度はある時間経過すると一定値をとる．  

②、三予定押込み歪み速度試験に関する理論式を導出した．導出された押込み歪み速度ょおよび代表応力  

グに関する理論式を以下に示す．この結果軋 本実験によって，押込み歪み速度だけでなく，代表  

応力もー定になることを示している．  

］・ げ＝β［意｛トexp（朝一－ ］1′”  £＝豊＝÷［  トexp（一加り   

③ AトMg固溶体合金に対して一定押込み歪み速度試験が行われた．その結果，図1の押込み歪み速度  

の結果と同様に，代表応力も一定となることが明らかとなった．図2に一定となった押込み歪み速  

度と代表応力の関係を示す．図中の実験データは∴各々の試験温度において一本の直線で近似する  

ことができ，この直線の傾きから応力指数〃を求めることができる．この試験から得られた結果  

（〃＝3．1）は，従来の試験法である引張試験から得られた結果（乃＝3．2）とよく対応する．  

④ ③の結果とクリープの活性化エネルギーの結果を考察すると，本合金の律速機構は転位が溶質雰囲  

気を引きずりながら運動するすべり律速であると考えられる．  
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さらに，有限要素解析が行われ，以下のことが明らかとなった．  

⑤ 導出した理論式とFE解析か得られた結果はほぼ一致した．これは，導出された理論式が適切であ  

ることを示している．  

⑥ FE解析から得られた庄子直下領域における相当塑性歪み速度言と相当応力庁の等高線マップを検  

討した結果，それぞれの分布は，押込み変位の増加とともに幾何学的相似性を維持しながら拡がっ  

ていくことが明らかとなった．また，ControIVblumeという範囲を定義し，その範囲内の相当応力房  

の平均値は3．96MPaとなり，これは，理論式から予想される値（5．50MPa）に大体等しいことが  

わかった．   



［実績報告書8－3〕  

部科校名： 工学部  氏名： 高木 秀有  

研究の結果（つづき）  

⑦ 以上の，理論解析，実験，そして，FE解析から，庄子下において擬定常変形状態が実現されてい  

ることが示された．このことは，本試験法を用いて材料の定常変形状態における力学特性を評価で  

きることを示している．  

2．今後の展開   

微′ト単純形状の試料から材料の高温力学特性を評価したいという要請から，我々は高温用計装化押  

込み試験機を開発した．この試験機は，様々な試験を行うことができ，本研究の結果はもとより，これ  

までに行われた様々な研究（一定荷重押込みクリープ試験，荷重急変試験など）からクリープの高温力  

学特性値を評価するための強力なツールとなりえる．これらの結果は，本試験法を用いて多くの試料を  

用意することが困難である新規材料や傾斜機能材料，溶接部等の特定領域の高温力学特性が評価できる  

可能性を有していることを示している．   

今後は，上記のような研究を推し進めるとともに，有限要素解析によって圧子下の変形状態の解析に  

力を入れる．さらに，これまでにない高温用計装化押込み試験機を用いた研究を行っていく．そして，  

産業界，特に，材料開発，材料評価および品質管理などの分野に対して大きく貢献していきたい．   

阜し該当研究内容の発表冷夏  

H・1もkagiandM．Fttiiwara：CreepCharacterizaitonofPower－LawMaterialsthroughPseudo－SteadyIndentation  

Tもsts，MaterialsScienceForm，Vbls561－565，2063－5066．  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 8】  

注：課篭番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20年4月25日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏 名購 

所属・資格  医学部・助教  

下記のとおり報告いたします。   

く野一般研究胸刃／一般研究（共同）／総合研究  注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  

2 研究課題  
メタポリツクシンドロームにおけるmLコレステロールと冠動脈硬化進展抑制との関係  

3 研究の目的   

本研究の目的はスタテン投与とメタポリツクシンドロームの予防の基本である生活習慣の改善（適正体重への是  

正、禁煙、運動、および食事療法）によるmL－Cの増加が冠動脈硬化進展抑制に及ぼす効果を検討することであ  

る。本研究で予想される結果は低HDしCが強い冠危険因子である日本人にとってはスタテンと生活スタイルの改善  

による犯しCの増加は冠動脈硬化進展を抑制し、冠動脈疾患予防に有用であることが確認されることである。  

4 研究の概要  
対象：冠動脈形成術後に血管内超音波（ⅠVUS）を行ない、メタポリツクシンドロームの診断基準を満たした安定型虚  

血性心疾患100例。方法：上記対象患者にに脂質低下薬：HMGCoA還元酵素阻害薬の投与を行う。投与6ケ月後  

に再度ⅠVUSを施行し冠動脈プラーク容積の変化率を算出する。岸i、生活スタイルの改善として適正体重への是  
正、禁煙の徹底、運動療法、およぴ、AmericanCo11egeofCardiology／AmericanHeartAssociationガイドライに従っ  

た食事療法の指導も合わせて行なう  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  ll  

※ホームページ等での公開の（①否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［実績報告書8－2〕  

氏名：谷 樹昌  部科校名：医学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

Ninetyeligiblepatientswereenrolledtothestudy．Duringthecourseofthestudy，ibursu句ectsdropped   

outbecauseofthedevelopmentofmyalgiaandtwosubiectsrefusedconsentfbrasecondexaminationofthe   

COrOnaryarteriesa魚er6months．Thus，thestudywascompletedin84patients・Noseriousadversereactionsto   

pravastatinorotherdrugswereobservedinanyofthepatients，andnocoronaryeventsoccurredduringthe   

Studyperiod．MeanPraVaStatindose：12．5±3．2mgklay・   

Laboratoryprofileo11tCOmeS†andassociationofanincreaseinmIJdlOlesterollevelwithlifbstyle   
modi重cation  

AsigniBcantdecreaseoftheserumtOtalcholesterol，LDLcholesterolandnon－HDLcholesteroIwere   

Observedby－7．3土18．4％（P＝0．0002，VS．baselinevalue），－11．3j＝20．9％b＜0・0001，VS・baselinevalue），and   

－12．1土22．2％（P＜0．0001，VS．baseli11eValue），reSPeCtivelyinthestudysu句ects．  

TheserumHDLcholesteroIwassign捕cantlyincreasedby4．81士11・2mg／dL（13．5土28．4％，P＝0．004，VS．   

baselinevalue），inthepatientsatthe6－mOnthfbllow－uPeXamination．Thedistributionofthechangesinthe   

SerumHDLcholesterolisshowninFigure3．ItisclearthattherateofchangeintheHDLcholesterollevelis   

distinctlyhigherthantheconventional1yreportedratesofincreaseoftheserumHDLcholesterollevelwith   

Statins，includingpravastatin．Itwas，therefbre，COnSideredthattheelevationoftheserumHDLcholesterollevel  

inducedbypravastatinwasenhancedbythelifbstylemodincations．AsshowninFigure3，therewasapositive   

COrrelationbetweenthechangeinHDLcholestero11evelandlifbsty1emodiBcationscore（SPearSOnr＝086，   

p＜0．0001），SuggeStingthatactiveli免stylemodi薫cationincludingsmokinghabit，bodyweightmanagement，aJld   

regularaerobicexercise，iIICreaSedtheserumHDLcholesterollevels．  

TheratioofLDLcholesterol：HDLcholesteroIwasalsoslgniBcantlydecreasedby－17．7土29．9％  

（P＜0．0001，VS．baselinevalue）．Therewerenosigni薫cantchangesintheserumlevelsoftriglycerides．The   

SerumlevelofapolipoproteinA－1wassigni重cantlyincreasedby14．0土18．3％（P＜0．0001，VS．baseline   

Value，），WhiletheserumlevelsofLp（a）andapolipoproteinBandtheratiooftheapolipoproteinB：   

apolipoproteinA－1weresignificantlydecreasedby－12．4土48．3％（P＝0．002，VS．baselinevalue），－6．4士20．1％  

（p＝0．0001，VS．baselinevalue），aJld－14．6土19．3％（p＜0．0001，VS．baselinevalue），reSPeCtively．   

VblumetricAnaIysesoftIleIVtJSParameters  

TheaveragelesionlengthwaslO．5士8．5mm．Theplaquevolumewassigni重cantlyreducedby12．6土   

20．2％，舟om38．5mm3（22．7－66．3mm3）atbaselineto33．5mm3（19．8－58．2mm3）atthe6－mOnthfbllow－uP   
examination（vs・baselinevalue，P＜0．0001）．Thelumenvolumewassignificantlyincreasedby9．9士22．3％，舟om   

43．6mm3（27．3－68．8mm3）atbaselineto50．2mm3（31．9－73．32mm3）atthe6－mOnthfbllow－uPeXamination（vs．   

baselinevalue，P＝0．005）．Thechangeinthetotalvesselvolume舟om88．5mm3（53．9－134．6mm3）atbaselineto   
89．7mm3（56．6－118．Omm3）atthe6－mOnthfo1low－uPeXaminationwasnotstatisticallysigniilcant（VS．baseline   
Value，p＝0．29）．   

tJnivariateandmtJltivariateregressionanalysestodeterminepredictorsofcoronarypIaqueregression  

Based on the determination oftheir signi薫cancein the univariate regression analysis，4variables（BMI，AHDL  

Cholesterol，ALDLcholesterol丑IDLcholesterol，andAapolipoproteinA－1wereenteredintoamultivariateregression  

analysis・TheresultsofthemultivariateregressionanalysisshowedthattheAHDLcholesteroIwasanindependent  

Predictorofthechangeofthecoronaryplaquevolume，SuggeStingthattheelevatedserumHDLcholesterollevel  

WaSCloselyassociatedwithregressionofcoronaryatherosclerosis．   



［実績報告書8－3］  

部科校名：医学部  氏名：谷 樹昌  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年 4月  2日  
日 本 大 学 総 長  殿  

中井俊子  氏  名  

所属・資格   医学部・助教  

下記のとおり報告いたします。   



［実績報告書8－2］  

部科校名：医学部  氏名：中井 俊子  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

心臓再同期療法（CRT）の適応となる重症心不全の基礎疾患として、拡張型心筋症を代表とする非虚血  

性心筋症と陳旧性心筋梗塞による虚血性心筋症に大きく分けられる。いずれにおいても、心筋の壊死・  

変性・線維化などにより不整脈の基質が形成され不整脈を発生する可能性があり、その患者の生命予後  

を左右する重要な因子となり得る。そこで、今後心不全治療に重要な位置を占めるCRTが不整脈に及  

ぼす影響の有無を検討することを目的とした。   

近年、重症心不全に対する心臓再同期療法（CRT）の有効性が示され普及しつつあるがCRTと不整脈  

発現の関連については明らかでない。一方、TV抱veAlternanS（TWA）による突然死の予知に対する有  

用性が示されている。今回、我々は、CRTを導入した症例についてCRTがTWAに及ぼす影響につき  

検討し、また、CRTが心室性不整脈に及ぼす影響を2症例で検討したので報告する。   

方法：連続16例のCRTあるいはCRT－Dを施行した症例において、AAIモード、右室（RV）ペーシング、  

両室（BIⅥペーシング下においてTWAを施行した。TWÅ陽性基準はalternansvolta酢＞1．9〃Ⅴおよ  

びalternanSratio＞3が1分間以上持続する場合とした。結果：TWA陽性率はAAIモードでは57％、  

RVペーシングでは60％、BIVペーシングでは73％であった。   

症例1：64歳、男性。OMI後の低心機能のため心不全を繰り返していたため、CRTを導入した。CRT  

開始後、約半年後より CRTの効果がみられ、状態は安定している。ペースメーカーチェックの際に自  

己心拍の状態にすると、心室性期外収縮（PVC）が頻発し、BIVペーシングにて消失することが確認され  

た。また、TWAの解析結果はAAIモードで陽性、RVペーシング下で強陽性、BIVペーシング下で陽  

性であった。   

症例2：58歳、男性。肥大型心筋症（拡張相）、心室頻拍に対しCRT－Dを導入した。  

CRT開始前にはPVCが頻発しており、Holter心電図上、PVCは約15000回／日記録されていたが、  
CRT開始後、PVCは約3600回／日に減少した。また、TWAの解析結果はAAIモード、RVペーシン  

グ、BIVペーシングいずれの条件においても強陽性であった。   

結語：CRTにより、TWAは高い陽性率を示し、再分極の不均一性の増大をもたらす可能性が示唆され  

た。しかし、この陽性結果と不整脈の出現頻度とは必ずしも一致せず、CRTにおけるTWAの出現機序  

についてはさらなる検討が必要と思われる。今後、TWÅだけでなくQTdispersionなどの解析を行い、  

催不整脈作用につき検討していきたい。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年 4月 9日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  知 久 正 明  

所属・資格  医学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題  

虚血性心疾患に合併した閉塞性動脈硬化症に対するベラプロストの末梢循環改善の検討  

3 研究の目的  

IHDに合併したASOlO症例の短期臨床効果をパイロットスタディーとして有効性と安全性も含め検討する。  

有効性が確立された場合、プラセポとの二重盲比較試験を検討する。  

4 研究の概要  
対象：心臓カテーテル検査または心筋シンテプラムでIHDと診断された、間軟性政行またはABI（上下肢血圧比）が0．9  

以下のASO患者を対象とした。  

方法：ベラプロスト内服前、3カ月、6カ月後にWIQ、PWV、AI値、ABI値、末梢血管超音波による血流の評価を行う。  

安全性の指標として、身体理学的所見、心電図による不整脈の有無、心臓超音波による心機能の評価、血液、尿  

検査を施行し薬剤投与の安全性を観察した。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の（◎一否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［実績報告書8－2］  

部科校名：医学部  氏名：知久正明  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者軋4，000字以上記入してください。）   

2007年4月から臨床試験を開始した。順調に2例目の症例が登録されたが、2症例目が、ベラプロストナトリウム  

120〟g投薬1ケ月後に出血性合併症を併発したため一時、スタディが中止され、安全面の検討を行った。2症例  

目は慢性心房細動を合併していたため、ウーファリンの内服を併用し、PT－INR2．0で良好にコントロールされていたに  

もかかわらず、皮下出血と貧血の進行を認めた。患者の経過を追い、6か月後には無輸血のまま貧血の改善をみ  

た。試験登録には抗血小板剤を併用している場合は更なる注意をして経過観察とし、ウーファリン併用例は本臨床   

研究に登録させないものとして臨床研究を再開したため研究予定が大幅に遅延した。その後は、1例の登録があり、   

予定数の10名まで登録できるまで臨床研究を継続し、2009年3月までに登録完了とする予定である。  

高血圧、高脂血症、糖尿病、メタポリツウ症候群患者の増加に伴い、虚血性心疾患（IHD）に合併した閉塞性動   

脈硬化症（ASO）の増加が予測される。経皮的血管形成術（PTA）が頻繁に施行されるようになり、薬物治療、運動   

療法が軽視されている。動脈硬化の危険因子を予防や閉塞部のバイパスの自然発症に役立っているため、歩行障   

害が動脈硬化の悪循環を招いていると考えられる。ベラプロストナトリウムの効果と安全性が判定できた場合、プラセ   

ポの二重盲比較試験にてASOによる歩行障害が改善されることにより、運動耐用量も増加し、生活の質（QOL）の   

向上と動脈硬化の予防効果を検討することにより、無駄なPTAも軽減され、医療費の面でも貢献できると考えられ   

る。   



ほIl紙様式 8】  
課題番号  奨07－029  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4 11日  

日 本 大 学ぺ総 長  殿  

氏  

所属。資格 医学部卜 助手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
1 種 目   

2 研究課題  

後天性皮膚弛緩症の免疫組織学的検討  

3 研究の目的  
後天性皮膚弛緩症は、皮膚が弛緩して飯壁をつくり、老人横顔貌を呈する稀な疾患である。病理組織学的に  
紅斑期には＼薬皮膠原線維束問の弾力線確龍沿って著明な好中球の浸潤があり、弛緩した皮膚を観察すると、  
好中球はみられず、すでに弾力線練は失われている。皮膚弛緩症の紅斑部と弛緩部から採取した組織を免疫  

組織化学的に検討し，弾性線維の消失機序とその再生過程を解析する。 

4 研究の概要  
症例の紅斑部と弛緩部に対し、それぞれ抗ela＄血抗体、抗CI）68抗体、抗 馳d血・5抗体  

などを用いて免疫組織染色を行う。免疫組織染色後、それぞれの標本の繚影を行い、好申球浸潤と弾性線維  
の消失機序について検討する。研究者は別の症例である血id－demdel由珪dy威岳を経験し、紅斑部と弛緩部  

を免疫組織化学的に検討している。奉症例後天性皮膚弛緩症の紅斑部と弛緩部の弾性線維の再生過程にづい  

ても検討する。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

。研究代表者  

。研究分担者（役割分担）  

いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の（可・  

User
鉛筆



［実績報告宕8－2］  

氏名：高柳（須周） たかね  部科校名：医学部  

6 研究の結果（総合研究 い。）  

後天性皮膚弛緩症の紅斑部（孝麻疹様紅斑）では、肱染色で膠原線絶間に好中球、リンパ球の浸潤が  
みられ、EVG染色で一部弾性線維の消失もみられた。CD68染色、舶P－9染色ではすべて陰性であった。  
抗フィビュリンー5抗体免疫染色では、弾性線維がある部分にほぼ一致して陽性所見を認めた。一方、弛  
緩部ではHE染色では一部真皮内にリンパ球の浸潤がみられ、五VG染色ではほとんと弾性線維が消失し  
てい寸た。また、CD68染色、MMp－9染色においてもすべて陰性であった、抗フィビュリンー5抗体免疫染  
色登鱒、ほとんど陰性であった。   

後天性皮膚弛緩症の組織所見を観察すると、EVG染色での弾性線維の盈と、抗フィビュリンー5抗体免  
疫染色でのフィビュリンー5の畳はだいたい比例しており、この組織所見からは、弾性線維が減少すると  
フィビュリンー5も減少するのか、あるいは、フィビュリンー5が減少すると弾性線維が減少するのかとい  

う因果関係を議論。推測するのは困難と判断した。   

以上より、率麻疹様紅斑では、血d－demdeiastolysisにみられたようなリンパ球、組織球、多核巨細胞  
の浸潤は真皮内にはみられず、弛緩部位においても弾性線終にほぼ比例するような形で一致してフィビ  
ュリンー5もみられず、同じ弾性線維疾患においても弛緩する機序が、後天性皮膚弛緩症とmid一曲mal  
elastoiysisでは発症機序が異なると考えられた。また、フィビュリンー5が、弾性線維の再生過程に関与  
しているとは推測できなかった。   

一方mid－dem扇elastolysisの免疫染色の結果では、紅斑期ではMMp－9などによりエラステンが分解さ  
れ、真皮中層の弾性線経が消失し、弛緩期では、フィビュリンー5の不完全な発現により弾性線維の修復  
不全がみられ、その結果、紅斑出現部位では弛緩をきたすと推察された。マウスの大動脈弾性板は生後  
すぐには抗蝕d由一5抗体で強く染まり、成体ではほとんど染まらないことから、蔦bd払－5はすでに形成  
された弾性線維からは存在しないが、弾性線維の形成には必要であると考えられた。   
今回、弾性線維疾患の一つである後天性皮膚弛緩症における、弾性線雄健復機序の裏づけはできなか  
った。また、M伽貯一9、CD6＄ともに陰性であったことから、エラスターゼなどによる弾性線維の分解は  
裏付けなかった。しかし、血＆dmd81astolysisではひとつの知見を得ることができた。   

弾性線維疾患自体、症例数が少なく、なかなか弾性線練の消失や断裂、および修復の機序について検  
討することが難しいが、今後、同じような症例があれば検討したい次第である。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 9 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  基 彦  

所属・資格 パ 

下記のとおり報告いたします。  

※ホームページ等での公開の（㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は理由書を添付して下さい。   



L実績報告書8【2」  

氏名：古市 基彦  部科校名： 医学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

急性肺損傷（ALI）や急性呼吸促迫症候群（ARDS）は種々の原因により生体に侵襲が加わり、過剰な  

炎症が惹起されることで生じる。ALI／ARDSは肺の炎症と透過性克進を特徴とする。急性発症、両側性  

肺陰影、低酸素血症を呈し、心原性肺水腫ではない病態と定義されている。病態の中心である透過性克  

進による肺水腫は、肺局所もしくは全身性に放出されるサイトカイン、ケモカインなどのメディェ一夕  

により好中球が活性化し、肺微小血管に遊走、活性酸素や好中球エラスターゼなどの組織障害性物質を  

放出し、血管内皮細胞や肺胞上皮細胞が傷害されることで生じる。ALI／ARDSは肺炎や胃液の誤解など  

の肺局所の炎症によるもの（直接的肺損傷）だけでなく、全身性炎症反応症候群（SIRS）の一部として  

発症するもの（間接的肺損傷）が少なくない。   

肺癌などの呼吸器外科手術は確立されつつあるが、いまだに術後合併症、特に肺関連合併症を認めるこ  

とも多い。呼吸器外科手術では陽圧機械肺換気、片側換気での肺の膨張、虚脱による機械的な肺障害。  

切除後の肺の容量の減少による機械的な残存肺の伸展などによる直接的な肺損傷のみならず、全身麻  

酔、手術による身体的ストレスから高サイトカイン血症、全身性炎症反応克進の病態を呈することがあ  

る。肺癌は重喫煙者であったり、肺線維症などを術前より合併していることが多く、術後の合併症とし  

てALI／ARI）Sを発症することがあり、重篤な合併症となり得る。  

ALI／ARDSではTNF－α、IL・1β、IL－6の上昇がみられる。   

また最近では、higbmobilitygroupboxl（HMGBl）は敗血症の発症後しばらくして上昇し、炎症を  

遷延させ病態を悪化させる後期メディェ一夕として注目されている。   

好中球エラスターゼは活性化好中球から放出されるセリンプロテアーゼの一種で、肺結合組織タンパク  

の分解や血管透過性の克進などの作用により、急性肺障害の病態に寄与する。好中球エラスターゼ阻害  

剤であるシベレスタット（ェラスポール⑧）はSIRSに伴うALIの改善に対して適応を取得している。   

本研究では、肺葉切除後の術後経過におけるサイトカイン、ケモカインなどの経過を測定することによ  

り、術後のALI仏RI）Sの発症の予測と、術中術後にシベレスタットを使用することによる術後のSIRS  

病態の改善に対する効果について検討する。   

【対象】  

肺癌で肺葉切除（肺全摘術や2乗切除は除外する）を行う症例  

【方法】  

対照群とシベレスタット群に割り付ける。（無作為）  

シベレスタット群は術中から術後48時間まで、点滴静注にてシベレスタット0．2mg／kg仏を投与する。  

【測定項目】  

術前、術直後、第1病日、第3病日、第7病目の測定  

IL－1β、E一ⅩDP、HMGBl、SIRS測定項目（体温、心拍数、呼吸数、白血球数）  

ALI／ARDS測定項目（FiO2、PaO2）   

【現在までの結果】  

SIRSに伴うAI．Ⅰ／ARDSに対してシベレスタットは肺機能の改善、人工呼吸器装着期間、ICU滞在期間  

の短縮などに、有意な効果を認めている。開胸手術術後には高サイトカイン血症、SIRSを認めている。  

シベレスタット群で術後のIL－1β、E－ⅩDPの値の早期改善が見込まれている。  

今後、症例を重ね検討を加え、全国規模の学術集会に発表する予定。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20 年 3 月 28 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  

布村  聡  

医学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  ／一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題  

オキシステロールによるマスト細胞アポトーシス誘導機構の解析  

3 研究の目的   

オキシステロールは、肥満やⅠⅠ型糖尿病などの生活習慣病に篠患している人で顕著な増加が認められ  

る酸化型コレステロールであり、高いアポトーシス誘導活性を有している。，オキシステロールによって  

免疫担当細胞の細胞死が誘導されると、生体防御機能の低下を招き、感染症に篠患しやすい状態に陥っ  

ている可能性が考えられる。本研究では、感染防御機構のフロントラインを担う細胞としてマスト細胞  

に着目し、オキシステロールによるマスト細胞へのアポトーシス誘導機構と細菌感染に対するマスト細  

胞の防御機能について検討する．  

4 研究の概要  

マスト細胞をオキシステロール（25－Hydroxycholesterol，22R－Hydroxycholesterol，24S－  
Epoxycbolesterol）存在下で24～48時間培養し、フォスファチジルセリンの細胞外露出などをアポト  

ーシスの指標としてFlowCytometryにより解析を行い，オキシステロールのマスト細胞に対するアポ  
トーシス誘導能の有無を解析した．さらに，オキシステロール負荷によるアポトーシスが小胞体ストレ  

ス誘導型であるのか否かを明確にし，アポトーシス誘導機構についてさらに詳細な解析を行った．  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書8－2］  

氏名：布村 聡  部科校名：医学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してくださいむ）  

オキシステロールのアポトーシス誘導能   

C57】∋L6／才マウス由来の骨髄細胞をIL－3存在下で4週間以上培養し、高純度の培養マスト細胞（95％  

以上の細胞が c－kit陽性でFcERI陽性）を調製した。事 マスト細胞を各種のオキシステロール  

（25－Hydroxycholesterol，22R－Hydroxycholesterol，24S－Epoxycholesterol）存在下で24～48時間培養  

し、フォスファチジルセリンの細胞外露出などをアポトーシスの指標としてFlowCytometryにより解  

析を行った結果，すべてのオキシステロールがマスト細胞のアポトーシスを誘導することが明らかにな  

った．これらのオキシステロールのうち，24S－Epoxycbolesterolが最も顕著なアポトーシス誘導能を持  

っていることを確認し，このオキシステロールがアポトーシスの特徴的な現象であるミトコンドリア膜  

電位の低下やcaspase3／7の活性化を誘導することも明らかにした．  

アポトーシス誘導における小胞体ストレスの関与   

オキシステロールは、特異的なトランスポーターにより小胞体に輸送される特性を持ち、平滑筋細胞  

では小胞体からのカルシウム放出を誘導することが知られている。これらの知見から、小胞体に蓄積し  

たオキシステロールが小胞体ストレスを誘導している可能性が考えられたため，オキシステロール負荷  

によるアポトーシス誘導機構における小胞体ストレスの関与を解析した．小胞体ストレスの誘導剤であ  

るタブシガギンで処理したマスト細胞では，小胞体ストレス誘導遺伝子の一つである節p狗の発現  

誘導が検出されたが，オキシステロール処理したマスト細胞では，節p狗の発現誘導はほとんど認  

められなかった．また，小胞体ストレスによって活性化されることが知られているcaspase12に対する  

特異的阻害剤による前処理を行なってもアポトーシスに対する抑制効果は認められなかった．以上の結  

果から，オキシステロールのマスト細胞へのアポトーシス誘導には，小胞体ストレスは関与していない  

可能性が強く示唆された．  

リポタンパク受容体発現とア叛こついて   

最も強力なアポトーシス誘導能を示した24S－Epoxycb、01esterolに関してさらに詳細なアポトーシス  

誘導機構の解析を行ったところ，24S・Epoxycbolesterolは，マスト細胞に発現する様々なリポタンパク  

質受容体の発現を低下させる作用を持っことが明らかになった．Ⅰ∬295427は，LDL受容体をふくむリポ  

タンパク質受容体の発現を克進させる作用を持つ．この薬剤で処理したマスト細胞では，  

24S－Epoxycholesterolによる1）アポトーシスが誘導されないこと，2）リポタンパク質受容体の発現低  

下も抑制されることを明らかにした．この結果は，オキシステロールによるマスト細胞のアポトーシス  

が単純な細胞毒性に依存したものではなく，リポタンパク質受容体の発現制御をふくむ細胞内脂質代謝  

のバランスに変化が生じた結果，誘導される可能性を示唆するものであった．   
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部科校名：医学部  氏名：布村 聡  

研究の結果（つづき）  

本研究は，オキシステロールのマスト細胞に対する細胞死誘導機構を初めて明らかにしたものであり，   

オキシステロールの顕著な増加が認められるⅠⅠ型糖尿病などの生活習慣病に羅患している人では，マ   

スト細胞の細胞死が誘導されている可能性を示唆するものであった．現在，計画の最終目標であるマス   

ト細胞の生体防御機能との関連性を解析するプロジェクトの準備を行なっている段階である．  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   



【別紙様式 8】  
課題番号  奨 07－032  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20 年  4 月 25 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

西田弥生  氏  名   

所属・資格 ⊥  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人）／一般研究（共同）／絵合研究   

2 研究課題  
疾患モデル動物を用いた遺伝子発現解析  

3 研究の目的   

疾患モデル動物（ラット・マウス）を使用した遺伝子発現解析により、脳虚血傷害に関連する因  
子の探索を行う。  
4 研究の概要   

疾心モデル動物において、HighdensityoligonucleotidearrayによるスクリーニングやQuantitative  

ReaトⅥme附C良法などの手法を用いた遺伝子発現解析を行い、さらにins血桓bddi血onや免  

疫染色等によって各遺伝子の発現状態および局在を検討する。   
また、鎚neSpdngやSPSSなどのソフトウェアを用いたコンピュータ解析により、以前の我々  

の研究で得られた、前脳虚血一再潜流モデルラットで脳温と虚血一再潜流によって変化する遺伝子  

群との比較検討等を行うことによって、脳虚血傷害に関連する新たな知見を得る。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを0で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  
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部科校名：医学部  氏名：西田弥生  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者払4，000字以上記入してください。）  

＜発表論文＞  

辿虫辿LエTakahashiY、Sugahara－KobayashiM，lshikawa T（，AsaiS Decreased Expressjon of  

AngiotensinⅡTypeland Type2Receptorsin the Brain A氏er LJOng－Term Administration of  
A血hypertensiveDmgsinStrokeTProneSpontaneously伽rtensiveRat．JPharmacoISci．2008．inpress   

＜学会発表＞  

卑申弥生、高橋泰夫、小林恵、浅井聴．脳卒中易発性高血圧ラット（SH臥sp）脳における降圧剤投与  

によるÅrl受容体遺伝子発現変化．第8回日本抗加齢医学会総会，東京，2008．6開催予定  

＜研究成果の概要＞   

脳卒中易発性高血圧ラット（S琵臥sp）を用いて、降圧剤の投与が脳におけるÅrl受容体の遺伝子発  

現に対してどのような影響を与えるのか、作用機序の異なる3種類の降圧剤（Årl受容体括抗邦・  

ACE阻害奔巨カルシウム括抗剤）を使用して、坤ねnRrPCRぉs呼により比較検討した。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 23日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  医学部・助教  

‾F記のとおり報告いたします。   
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氏名：高橋 泰夫  部科校名：医学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

我々は、ラット肝虚血・再准流モデルを用いて、850個の遺伝子の発現を経時的に測定し、その発現のパター  

ンを解析した。 実験から得られたマイクロアレイ（Rat Toxicology U34array）のデータは、肝虚血再湾  

流後0時間から32時間まで経時的に9箇所のタイムポイントでサンプリング（N＝3）された虚血群とSHAM群  

の遺伝子発現情報である。データのクレンジングを施行後、経時データにたいして線形混合モデルを当ては  

めて、分散共分散構造解析を行い、群間で発現の差のある170個の遺伝子を抽出した。 Trees（階層的クラ  

スター法）やK－Means法（非階層的クラスター法）を用いて発現パターンを解析したところ、170個の遺伝  

子は5個から6個のクラスターに分けられることがわかった。大別すると虚血再還流後に発現が上昇するグ  

ループは次の3つである。虚血再還流後1～2時間の間で発現が上昇するグループ、4～8時間の間で発現  

が上昇するグループ、16～32時間の間で発現が上昇するグループ。 一方、発現が低下するグループは、  

虚血再還流後8時間で発現がわずかに低下するグループと16～32時間の間で発現が低下グループの2つで  

ある。 これらの遺伝子をGeneOntologyから入手した機能情報に照らし合わせてみたところ、変動する主な  

遺伝子の機能は、虚血再還流後の時間の経過によって次のように推移した。 虚血再還流後数時間の早期に  

動くのは、HSP70やHSP27などのHeatShock蛋白、Junやfosなどのシグナリングに関係する遺伝子が中  

心であり、虚血再還流後16時間以降になると、メタボリズムに関係する遺伝子が多く動いていた。 これま  

での我々マイクロアレイ実験から得られたラット脳虚血・再湾流モデルの網羅的遺伝子発現データと対比し  

たところ、虚血再港流後数時間の早期には、HeatShock蛋白、fosなど、肝虚血・再港流モデルと共通の遺  

伝子が関係しており、これらの遺伝子が担う機能は、臓器の種類にもかかわらず、虚血・再港流傷害のイニ  

シエーションに重要であることが示唆された。 また、肝臓では、虚血再還流後16時間以降に発現が変化し  

ていた遺伝子の多くはメタボリズムに関係していた。 これらの遺伝子の多くは、元来肝細胞で発現してい  

るものの、神経細胞で発現していないものであった。 さらに我々は、虚血再還流後16時間以降に低下する  

グループ中に脂質代謝のβ酸化に関係している遺伝子が含まれていることを見出した。 この結果は、肝虚  

血・再湾流ストレスが肝臓の脂質代謝に影響を与えたことを示すものであり、そのメカニズムの解明に新た  

な手がかりを与えるものと、我々は期待している。本研究から得られた結果の一部は、科学雑誌に投稿中で  

ある。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入して〈だきい。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年4月3日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  歯学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでくださ   

い。  磁一般研究胸刃／一般研究供同）／総合研究  1 種 目  

2 研究課題  

破骨細胞前駆細胞の骨吸収関連酵素タンパク発現に及ぼすⅠし1αの影響の解明  

3 研究の目的   

骨吸収を促進する代表的なサイトカインIL－1およびプロスタグランジン（PG）E2が，破骨細胞前駆細  
胞の機能発現，特に骨吸収関連酵素タンパクの発現に及ぼす影響を細胞および分子生物学的に検討する  
こと。また，ヒト正常軟骨細胞のPGE2およびその受容体の産生に及ぼすIL－1の影響を検討すること。  

4 研究の概要  
IL－1αの刺激を受ける骨芽細胞にはラット骨肉種由来の株化骨芽細胞ROS17／2．8，軟骨細胞には市販  
のヒト正常軟骨細胞，破骨細胞前駆細胞にはマウス株化単球／マクロファージRAⅥ唱64．7細胞を用いた。  
IL－lα刺激および無刺激時のCOnditionedmedium（CM）にsolubleRANKL（sRANKOを同量漆如  
した培地で培養したRAW264．7細胞よりRNAを抽出し，あらかじめ作成したプライマーを用いて，炭  
酸脱水酵素（ⅠⅠ型），カテプシンKおよびMMP9の遺伝子発現をリアルタイムPCR法で調べた。これら  
のタンパク発現はELISA法またはWestern blot法を用いて調べた。また，あらかじめsRANKLで  
RÅW264．7細胞を5日間培養後にsRANKL存在下で異なる濃度のPGE2で刺激し，さらに1～3日間  
培養後，上述の骨吸収関連酵素の遺伝子およびタンパク発現を同様に検討した。   
関連実験として，ヒト正常軟骨細胞をIL－1β刺激後，PGE2産生，シクロオキシゲナーゼ（COX）－1，  
COX－2およびPG受容体（EPl～4）の発現も併せて検討した。なお，PGE2産生量はELISA法，COX  
およびPG受容体の遺伝子発現はリアルタイムPCR法，タンパク発現は蛍光免疫染色法で調べた。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の⑳，否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は，理由書を添付して下きい0   
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部科校名：歯学部  氏名：田遵 奈津子  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

破骨細胞形成の初期段階は，骨芽細胞のRANKLと破骨細胞前駆細胞のRANKL受容体（RANK）との  

細胞間相互作用に始まり，その後，マクロファージコロニー刺激因子（M－CSF）の存在下で，破骨細胞前  

駆細胞が前駆破骨細胞に分化・融合して破骨細胞が形成される。申請者は，この細胞間相互作用におけ  

る骨芽細胞の機能に着目し，IL－1αが骨芽細胞による骨形成作用を低下させる一方，M－CSFとPGE2の  

産生増加およびRANKIJのおとりの受容体osteoprotegerin（OPG）の産生低下を介して破骨細胞の形成  

を促進させることを報告したCranabeetal．，IJifeSci75，2004；Tanabeetal．，IJ脆Sci77，2005）。そこ  

で今臥破骨細胞前駆細胞に着目し，骨無機質の溶解に関与する炭酸脱水酵素ⅠⅠ型（CAII）および低  

pH環境下で骨有機質の分解に関与するカテプシンKとマトリックス金属プロテアーゼ（MMP）－9の発  

現に及ばすⅠし1αの影響を調べた。   

その結果，RAW264．7細胞のCAII，カテプシンKおよびMMP－9の発現は，IIJ・1α刺激CM群にお  

いていずれも有意に上昇した。これらの結果から，Ⅰし1α刺激を受けた骨芽細胞の培養上清中には，こ  

れら骨吸収関連酵素タンパクの発現を上昇させる何らかの物質が含まれていることが示唆された。最  

近，Fttjisakiら（Li良∋Sci80，2007）は，RAW264．7細胞の骨吸収関連酵素ンバクの発現は，M－CSFで  

はなくてRANKLによって顕著に上昇することを報告した。しかし，本研究では，IL－1α刺激および無  

刺激群のCMのいずれにもsRANKLが加えられている。したがって，IL－1α刺激CM群で骨吸収関連  

酵素タンパクの発現が上昇したという本研究結果は，RANKL以外の因子がそれらの発現上昇に関与し  

ていることを示していた。   

申請者は，RANKL以外の因子として，骨吸収因子の一つとして知られており，しかもⅠし1α刺激に  

よって産生量の増加が指摘されているPGE2の関与を想定した。そこで，SRANKLの存在下で種々の濃  

度のPGE2でRAW264．7細胞を刺激し，骨吸収関連酵素タンパク発現を調べた。その結果，CAII発現  

は培養1～3日冒にPGE2の濃度依存的に上昇し，カテプシンKとMMP－9の発現も培養3日冒に顕著  

に上昇した。これらの結果から，破骨細胞前駆細胞の骨吸収関連酵素タンパクの発現は，RANKLだけ  

でなく，PGE2によっても上昇することが明らかになった。   

関連実験として行ったヒト正常軟骨細胞を用いた実験では，PGE2産生とCOX－2発現はIL・1βの濃度  

依存的に上昇したが，COX・1発現には変化が認められなかった。一方，COX－2阻害剤であるcelecoxib  

との同時漆加によって，Ⅰし1β刺激によって上昇したPGE2産生はコントロールレベルまで低下したが，  

COX－2発現には変化が認められなかった。PG受容体では，EP4発現はIL－1βの濃度依存的に上昇した  

が，EPlとE‡）2の発現は低下した。また，IL－1β刺激によって上昇したEP4発現はcelecoxibとの同時  

漆加によってコントロールレベルまで低下したが，EPlとEP2の発現には変化が認められなかった。  

これらの結果から，IL－1βは軟骨細胞のPGE2産生増加を介してEP4発現を上昇させることが明らかに  

なった。   

以上の結果から，骨芽細胞や軟骨細胞はⅠし1刺激によりPGE2藤生が促進され，増加したPGE2によ  

って，破骨細胞前駆細胞においては骨吸収関連酵素タンパクの発現が上昇し，軟骨細胞ではEI）4発現が  
上昇することが明らかになった。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年  3月  27日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  歯学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  1 種 目   

2 研究課題   

軟骨細胞の軟骨吸収関連因子の発現に及ぼすIL－1βの影響  

3 研究の目的  

顎関節症は，顎運動時の痺痛，開口障害あるいは顎関節雑音などの症状を伴い，開・閉口や岨囁などの顎運  

動機能障害を主徴とする疾患である。その発症は，曖合性の慢性外傷性因子，外来性外傷，岨囁筋の緊張や  

異常習癖および精神的ストレスなどに起因すると考えられているが，発症のメカニズムには不明な点が多い。  

そこで本研究は，軟骨細胞をIL・1βで刺激することにより，軟骨細胞の動態がどのように変化するのかを細  

胞および分子生物学的に明らかにするために企図した。  

4 研究の概要  

軟骨細胞には，ヒト正常軟骨細胞を用い，培養は，15％ウシ胎児血清，1％insuhnrtransfらrrin－Selenium－Ⅹ  

supplementおよび1％抗生物質溶液を含むDulbecco－smod追edEagle’smedium／NutrientmixtureF－12を  
用いて，370C，5％炭酸ガス存在下で行った。軟骨細胞に対するIL－1β刺激後，骨吸収促進因子である  

prostagrandinE2（PGE2）や律速酵素であるcycIooxygenase（COX）・1，2およびPGE2受容体であるEp（1～4）  
の遺伝子発現をreal－timePCR法で，タンパク発現をELISA法にて調べた。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告書8－2〕  

氏名：合田 有希子  部科校名：歯学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者軋4，000字以上記入してください。）   

顎関節症は，顎運動時の痺痛，開口障害あるいは顎関節雑音などの症状を伴い，開・閉口や呪囁など  
の顎運動機能障害を主徴とする疾患である。その発症は，校合性の慢性外傷性因子，外来性外傷，岨囁  
筋の緊張や異常習癖および精神的ストレスなどに起因すると考えられているが，発症のメカニズムにつ  
いては不明な点が多い。顎関節症の患者の滑液中には，inぬrlellkh（IL）・1，IL－6，腫瘍壊死因子汀NF）・α，  
IL8などの炎症性cytokine濃度が，正常な人の滑液と比較して高値を示すことが報告されており，こ  

れらの因子が軟骨・骨破壊の一端を担っていると考えられている。しかし，顎関節症の患者からの滑液  
サンプルは個体差が大きく，また一人の患者から何回も滑液を採取できないため，発症の機序や経目的  
な病態の推移は，細胞レベルで明らかにすることが求められている。申請者は，これまでIL・1による顎  

関節部の軟骨破壊に着目した一連の研究を遂行し，Ⅰし1αが軟骨細胞の骨誘導因子受容体の発現低下に  

よって軟骨マトリックス形成を阻害すること仏ida et alリL脆Sci75，2004），IL・1βが軟骨細胞の  
matrixmetalloproteinases産生増加とその阻害剤の産生低下によって，軟骨マトリックス代謝を分解系  

に傾けること仏idaetal．，LifeSci77，2005），また，軟骨細胞にIL－1βを刺激すると，IL－1β，IL・6，IL・11  

などのサイトカイン産生が顕著に増加することを報告している仏idaetalリLi鎚Sci79，2006）。しかし，  
これらの現象が，IL・1β単独刺激によって起こるのか，あるいは他のメディェ一夕ーの関与で起こるの  

かは不明である。また，関節炎の発症メカニズムを細胞および分子生物学的に解明する研究は，関節性  
リウマチに視点をおいたものが大部分であり，校合異常を主な要因とする顎関節症に着目し，しかも  

IL・1βによる軟骨破壊の様相と病態の推移を分子レベルで詳細に検討し，解明しようとする研究報告は  

きわめて少ない。そこで今回，関節痛や破骨細胞の形成を促す骨吸収因子の一つとして知られている  

prostagrandinE2（PGE2）が，軟骨破壊にも関わっているのではないかと考え，軟骨細胞のPGE2産生，  

cyclooxygenase（COX）・1，COX－2およびPGE2受容体楳pl～Ep4）の発現に及ぼすIL－1βの影響について  

検討した。   

軟骨細胞（米国Ce11Applications社から購入）の培養は，15％ウシ胎児血清伊BS），1％  
insulin・tranSferrin・Selenium・Ⅹs11PPlementおよび1％抗生物質溶液を含むDulbeccots modiAed  

Eagle’smedium／NutrientmiⅩtureF・12（DMEM好一12）を培養液として用いて，37℃，5％炭酸ガス存在  

下で行う。オーバーナイトで培養した後，軟骨細胞を上記の培養液に0，10または100U／mlのILlβ  

を添加した状態で28日間にわたって培養する。なお，培養回収24時間前に15％FBSを2％FBSに変  

え培養を行う。PGE2のタンパク発現はELISA法で，COX－1，COX・2およびPGE2受容体伍pl～Ep4）  
の遺伝子発現及びタンパク発現は，それぞれreal－timePCR法およびELISA法で調べた。また，PGE2  

を介するautocrine作用を想定してIL－1β単独刺激およびcelecoxiblO－6Mとの同時刺激を比較し，それ  

ぞれの遺伝子発現及びタンパク発現を，real・timePCR法およびELISA法で調べた。  

その結果，PGE2，COX・2およびEp4の発現は，培養後期で濃度依存的に増加し，反対に，COX－1の  

発現には影響がなく，Epl，Ep2の発現は減少した。Ep3の発現は，IL－1βの有無に関わらず検出され  

なかった。IL・1β刺激で増加したPGE2およびEp4の発現はcelecoxibの添加によってコントロールレベ  

ルまで戻った。一方，IL－1β刺激で増加したCOX－2とIIJ・1β刺激で減少したEpl，Ep2の発現はcelecoxib  

に影響されなかった。これらの結果より，Ⅰし1βはPGE2とCOX・2の産生を増加させ，軟骨細胞におけ  

るPGE2産生の増加を介しau．bcrine作用によってEp4発現を促進させることが示唆された。   



【別紙様式 8】  

注二課通番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年  3月 17日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  歯学部・助教  

下記のとおり報告いたします。   



［実績報告書8－2］  

部科校名：歯学部  氏名：表山 和樹  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

転写因子Foxは様々な組織の発生や分化に関わっており、特にFoxc2は骨格形成や心臓形成に重要で  

あることがノックアウトマウスの解析から明らかにされている。また、トランスジェニックマウスの解  

析では、Foxc2は白色脂肪細胞を抑制して褐色脂肪細胞を増加させる事も報告されており、脂肪分化に  

も重要な役割があることが示唆されている。 しかし、いずれの場合も詳細な分化調節メカニズムは解明  

されていない。   

て、Foxc2とFGF8が何らかの相互作用があることがノックアウトマウスの解析から示唆されてい  

。そこで、骨芽細胞への分化能を有することが知られているラット頭蓋冠由来細胞株ROB－C26に発  

現ベクターを用いてFoxc2を強制発現させたところ、FGF8のmRNAおよびタンパク質の発現量が低下  

した。FGF8のROB－C26細胞に対する影響を検討したところ、FGF8刺激によって骨芽細胞分化のマー  

カーであるアルカリフォスファターゼ活性が上昇した。転写因子Runx2は骨芽細胞や軟骨細胞の分化を  

促進することが知られているが、FGF8刺激によって濃度依存的にRunx2の発現量は増加した。したが  

って、Foxc2はFGF8を介して骨芽細胞分化を調節することが示唆された。   

一方、マウス筋芽細胞C2C12にFoxc2を強制発現したところ、筋管が形成されて筋芽細胞分化が促進  

された。筋芽細胞は、心筋細胞、骨格筋細胞、血管平滑筋細胞などに分化するので、それぞれのマーカ  

ー遺伝子のmRNA発現を検討したところ、特に骨格筋細胞マーカーであるalphaトactinmRNAの発現量  

が強制発現によって増加した。筋芽細胞分化を促進する転写因子、MyoDのmRNAおよびタンパク質の  

発現畳もあわせて検討したところ、両方とも発現量が増加していた。Foxc2がMyoDを介して筋芽細胞  

分化を促進していることが示唆されたので、クロマチン免疫沈降法を用いてFoxc2が直接MyoDプロモ  

ーターに結合しているかどうかを検討した。Foxc2はPAトⅠプロモーターに結合するという報告があるの  

で、PAI－Ⅰプロモーターをポジティブコントロールとして用いたところ、Foxc2はPAトⅠプロモーターに  

は結合するが、MyoDプロモーターに対する結合は認められなかった。また、Foxc2を強制発現させた  

C2C12細胞においても、FGF8のmRNAおよびタンパク質の発現量は低下していた。FGF8のC2C12細  

胞に対する影響を検討するため、FGF8を添加した培地で長期間培養を行った。その結果、FGF8濃度依  

存的に筋管形成が抑制されて筋芽細胞分化が阻害された。このときのMyoDの発現量をウエスタンブロ  

ツティング法で検討したところ、FGF8濃度依存的にMyoD発現量は低下していた。転写因子Handl（Heart  

andneuralcrestderivativesexpressedtranscriptl）がMyoDの発現を抑制することが報告されているので、  

Handlの発現量をウエスタンブロツティング法で検討したところ、FGF8濃度依存的にHandlの発現量  

は増加した。以上のことからFoxc2がFGF8を介して筋芽細胞分化を調節することが示唆された。   

さて、骨芽細胞や筋肉細胞などは間葉系幹細胞から分化することが知られているが、培養細胞を用い  

た本研究からFoxc2はFGF8の発現を調節することによって骨芽細胞や筋肉細胞の分化を調節すること  

が示唆された。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年  3 月 25 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  太  

所属・資格  歯学部・助教  

下記のとおり報告いたします。   



［実績報告書8－2〕  

氏名：小峰  太  部科校名：歯学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者払4，000字以上記入してください。）  

下顎第一大白歯に対するオールセラミッククラウンによる修復処置を想定し，3種類のテーパー角  

（60，120，200）の支台歯形成済み金型（SUS303）を試験に供した（n＝8）。支台歯金型の支台歯  

辺線形態はラウンデッドショルダー，支台歯の軸面高さを4mmとした。   

文台歯金型をカスタムメイドトレー（Tray Resin；Shofu，Kyoto，Japan）と付加型シリコーン印象  

秩対akel；KerrUSA，Romulus，MI，USA）にて連合印象採得し，その印象に真空控絆された超硬質石  

育三感（NewFujiRock；GC，Tokyo，Japan）を注入し作業模型を製作した。製作した作業模型は，CADシス  

テ 

ステム上で異なる3種類のコービングのセメントスペース（10日m，30pm，60日m）と一定なコービング  

厚さ（0．5mm）を設定した。CADで加工されたデータをCAMシステム（Cercon Base；Degudent）に転  

送し，酸化ジルコニウムセラミック（ZrO2）コービングが機械加工された。その後，機械加工された計  

72個のZrO2コービングは焼結用専用ファーネス（Cercon Heart；DeguI）ent）にて焼結された。   

内面適合については支台歯とコービング内面の間隙，すなわち内面間隙量で評価を行なった。内面間  

隙量の測定は，セメントスペースレプリカテクニックを用いた。色調の異なる2種類の適合試験用シリ  

コーン材（Fit CheckerおよびBite－Checker；GC）を用い，支台歯とコービング内面の間隙をセメント  

スペースレプリカとして再現した。レプリカ試料は，頬舌方向で割断され内面間隙量測定用試料とした。  

なお，試料の測定は試料割断面の計35点行い，得られたデータの平均値を内面間隙量とした。一方，  

辺縁適合は，支台歯フィニッシュラインとコービング外縁の垂直的距離を辺縁間隙量とし評価を行なっ  

た。ZrO2コービングを対応する文台歯金型にごく少量の仮着材（Temporary Pack；GC）で固定し，辺縁  

間隙量は支台歯金型のフィニッシュラインとコービング外縁間を支台歯金型歯軸に対し垂直方向から  

全周60点測定し，その測定値の平均値を求めた。内面および辺縁間隙量の測定には，倍率250倍の走  

査レーザー顕微鏡（1LM21W；LasertecInc，Yokohama，Japan）から得られた画像を高度画像解析分析  

システム（SALT；MitaniCorp．，Fukui，Japan）を用い測定を行った。得られた内面および辺縁間隙量  

の中央値は，クラスカルクオリスの検定とボンフェローニの不等式による修正の後ウイルコクソンの順  

位和検定を用い統計学的検討が行なわれた（P〉0．05）。   

内面および辺縁間隙量の中央値はそれぞれ，54．0～128．1日mおよび27．4～77．8日mであった。テーパ  

ー角60，セメントスペース10日mのZrO2コービングの内面および辺縁間隙量は，他のグループに比較  

し有意に大きい健を示した。テーパー角60 と200 間において，設定された3種類のセメントスペース  

に関係なく，内面間隙量に統計学的有意差が認められた。一方，辺縁間隙量は全ての支台歯テーパー角  

において，セメントスペース60日mのグループはセメントスペース10いmのグループより有意に′J、さい値  

を示した。   

今回の研究の範囲内において，今回得られた結果から以下のことが示唆された。1）zro2コービング  

の内面間隙量は，支台歯テーパー角の増加に伴い，減少すると推測される。2）コンピューター上でデ  

ザインされたセメントスペースは，ZrO2コービングの辺縁間隙量に影響を及ぼす可能性がある。3）今  

回の研究で得られた内面および辺縁間隙量は，臨床的許容範囲内を示した。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年  4月  11日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  歯学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目   

2 研究課題  

口腔内物体認知能の調査・検討一義歯装着者および高齢者を想定して－  

3 研究の目的   

捕食から食道への食塊の移送に至る過程においては、舌と口蓋の鋭敏で正確な感覚機構が、重要な役割を  

担っていることが知られている。近年、高齢者の増加および摂食嚇下障害に対する関心の高まりにより、口  
から食物を摂取することの重要性が再認識されている。そこで、本申請の研究では、詳細かつ安全に口腔内  

物体認知能を検討する目的で，被験体に寒天製の球体を用いたcross－mOdaltest（2種類以上の感覚入力試験）  
を行い，口腔内感覚と手指感覚によるサイズ認知の比較検討を行なった．  

4 研究の概要   
口腔内物体認知能を安全に検討するため、複数個の／」、豆および生米を寒天内に埋入して被験体を作製した。また、7種類のアクリル  

球（直径3．2mm～12．Omm）をシリコーン印象材にて精密印象採得後、歯科用寒天印象材を注入して被験体を作製した。それぞれの被験  

体を被験者の舌背上に置き、口腔内で試料数または、そのサイズを判断させた。寒天製試料については、視覚入力および指先の感覚入  

力の有無で条件を設定し、判断した球体と同じと思う球体をサンプル中から選択し回答させた。その後、各条件下での正答率、各球体  
の大きさの評価について検討した。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は・理由書を添付して下さい0   



［実績報告書8－2］  

部科校名：歯学部  氏名：李 淳  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

実験計画書に則り、試料の誤喋・誤飲に対する安全性を考慮するため、嚇下可能な試料を利用した実  

験を行なった。   

まず、複数個の小豆および生米を寒天試料の内部に埋入し、被験者にその数を判定させる実験を行な  

った。しかし、小豆および生米の大きさの不揃い、寒天からの水分の吸収による大きさの変化と表面の  

軟化などにより、口腔内物体認知の判定試料としては不適応であると判断された。口蓋床の装着・非装  

着による影響についても試料の特性上、判断しかねる結果となった。   

次に、判定試料を作製するため、アクリル製の球体（直径サイズが、3．2mm，4．Omm，4．8mm，6．Omm，7．5mm，  

9．5mm，12．Omm）を歯科用シリコーン印象材にて印象採得し、歯科用寒天印象材を注入して寒天製の口腔  

内判定用球体を作製した。   

この球体を用いて、CrOSS－mOdaltest（2種類以上の感覚入力試験）を行い，口腔内感覚と手指感覚によ  

るサイズ認知の比較検討を行なった。被験者には，口腔内にあるものと同じ大きさのものを，（1）紙  

上に描かれた実物大の7つの円の中から，（2）口腔内に入れたものと同じ7つのアクリル製球体（実物  

サンプル）を直視しながら，（3）手指で7つの実物サンプルをブラインドで触れながら，（4）実物サン  

プルを見て触りながら，選択させた。その結果、条件（2），（3），（4）の正解率は、条件（1）と比較して有意  

に高かった。また、条件によって各球体サイズを過大評価もしくは過少評価する傾向が認められた。  

これらのことから、比較対象物および感覚入力条件の差異によって、口腔内での物体サイズ認知は変化  

することが示唆された。   

口蓋床の装着・非装着による影響については、データを集計中であるが、口蓋床装着時と比較して非  

装着時のほうが正解率が高い傾向にある。義歯装着の慣れによる影響が考えられるため、義歯装着者と  

の比較について検討する必要がある。  

以上の結果から，口腔内の物体の大きさを弁別する場合，口腔感覚だけではなく，視覚や手指からの  

感覚が加わるとより弁別能が上昇する可能性が示された。   

加齢に伴い様々な原因で欠損する歯を補う有床義歯治療は，口腔内に食物を取り入れ，眼囁し，喋下  

するという機能を取り戻すために有効な手段である。高齢者では，口腔感覚の閥値の上昇，さらに義歯  

装着者においては狙囁および口腔感覚機能低下が誘導されると報告されている。また、要介護高齢者の  

食事時には、介護者が機械的に食物を口腔内に運んでいるのが現状である。   

本実験の結果から、高齢者の摂食指導や摂食介護の実践時等に、口腔感覚に視覚・手指の感覚入力を  

併用することが、より安全な摂食喋下に有効である可能性が示された。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年  3月  17日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  

高見澤 俊樹  

歯学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  ㌢一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題   

被着面の表面粗さがシングルステップシステムの象牙質接着性に及ぼす影響  

3 研究の目的   

近年，そ甲施術時間の短縮を図る目的でシングルステップ接着システムが市販，臨床応用されている。   

この接着システムは，リン酸水溶液と比較して脱灰能が低いことから被着面の粗さあるいは切削時に生じ   

るスミヤ一層の厚さによっては，歯面処理が適切に行われないことが懸念されている。さらに，その接着   

強さに影響を及ぼす可能性もあることから，．、早急な検討が望まれている。そこで，象牙質の表面粗さの違   
いが各種シングルステップ接着システムの象牙質接着性に及ぼす影響を明らかにす畠ことによって，臨床●   

使用術式の確立に資すことを目的とする。  

4 研究の概要  
1）供試シングルステップ接着システム  

I   

G－Bond（以後GB，GC），One－uPBondPlus（以後OB，TbkuyamaDental），tri－SBond（以後TS，KurarayMedical），   
FluoroBondShake－One（以後SO，Sho免1）およびAbsolute（以後AB，Dentsply／Sankin）の計5製品を用いた。   
2）接着強さ試験   

実験に際して，ウシ下顎前歯の象牙質面を露出させた後，SiCペーパーの＃180，400，600，1，20むtおよび2，000  

で研磨を行い，被着歯面とした。粗さの異なる被着歯面に対して，供試接着システムのアドヒーシブを塗布，  

硬化させた。次いで内径4mm，高さ2mmの円筒型白色テフロン型にレジンペーストを填塞した後照射した。  
これらの接着試片を照射後37℃精製水中に24時間保管した後，万能試験機（Type4204，Instron）：を用いて勢  
断接着強さを測定するとともに接着試験終了後の破断面から破壊形式を分類評価した。   

3）接触角の測定   

接着親験と同様に被着歯面を製作した後，アドヒーシブを粗さの異なる被着歯面にマイクロゼペットを用  

いて10pl滴下して，接触角をContact－AngleMeter（CA－DA，Kyowa）を用いて測定した。測定は，液滴の接触角  

を直読するとともに，セシルドロップ法によって，液滴の広がりと高さから計算した。   

4）sEM観察   

被着体の表面粗さの違いによるアドヒーシブ処理面および接着試験を終了した試片の一部について適法に  

従って臨界点乾燥を行った後に金蒸着を施し，FE－SEM（ERA－8800FE，Elonix）を用いて観察を行った。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

e）・否）  いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績幸艮告書8－2］  

氏名：高見澤 俊樹  部科校名：歯学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

シングルステップ接着システムは，その簡便な換作性及び施術時間の短縮が可能であるため広く臨床   

応用されている。しかし，リン酸水溶液と比較して歯質の脱灰能が低いことから，被着歯面の粗さある   

いはスミヤ一層の厚さがその接着強さに影響を及ぼす可能性がある。そこで，象牙質の表面粗さの違い   

が各種シングルステップ接着システムの象牙質接着性に及ぼす影響を検討した。すなわち，象牙質被着  

面の表面粗さを変化させ，努断接着試験を行なうとともに象牙質表面に対するアドヒーシブの接触角を   

測定することによって象牙質被着面に対するアドヒーシブのぬれ性について検討した。また，象牙質処   

理面および接着試験後の破断面についてSEM観察を行い考察資料とした。   

その結果，被着歯面の粗さの違いによる接着強さは，用いたシングルステップ接着システムによって  

異なるものであった。すなわち，接着システムGB，TSおよびSOでは，表面粗さが滑沢になるにつれ，  

その接着強さが向上する傾向を示した。一方，OBおよびABではその接着強さは，表面粗さの違いに影  

響を受けなかった。また，異なる被着歯面の表面粗さに対する各接着システムのアドヒーシブの接触角  

も，製品によって異なる傾向を示し，GB，TSおよびSOでは，被着歯面が滑沢になるにつれ，その接触  

角が小さくなる傾向を示した。一方，OBおよび媚では，その接触角は被着歯面の粗さの違いに影響を  

受けなった。また，接着強さと接触角の相関関係を検討したところ，GB，TSおよびSOにおいて相関関  

係が認められた。   

次いで，接着試験後の破壊形式の分類では，いずれの接着システムおよび条件でも界面破壊が大勢を  

占め，被着歯面の粗さの違いによる破壊形式の違いは認められなかった。接着強さと接触角との間に相  
I  

関関係が認められたGB，TSおよびSOのアドヒーシブ処理面のSEM像では，被着面が滑沢になるにつれ  

∫ スミヤ一層が薄くなるとともに象牙細管の開口が認められた。加えて，破断面のSEM像では被着歯面が  

滑沢になるに？れ，・象牙質からの破壊が増加する傾向を示した。   

以上の結果から，象牙質の表面粗さの違いがシングルステップ接着システムの象牙質接着性に及ぼす  

影響は，製品によって異なることが判明した。このことより，シングルステップ接着システムの臨床使  

用に際しては，使用するシングルステップの接着性能および被着象牙質の表面性状を勘案する必要性が  

示唆された。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成20年4月11日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  小森 規雄  

所属・資格   歯学部・助教  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目   

2 研究課題   

チタンメディカルアパタイトの生体親和性に関する研究  

3 研究の目的   

アパタイト焼結体は一般的に生体親和性には優れているが、臨床では強度的問題があるとされている。申  

請者らは日本大学工学部との共同研究でチタン・メディカル・アパタイト（TMA）という新素材のアパタイ  

トを開発した。本研究の目的はTMAの生体親和性ならびに石灰化促進作用について骨芽細胞を使用して解  

析・検索することである。  

4 研究の概要   

供試材料は試験材料としてTMA、対照材料として生体親和性が高い代表的な金属である純チタンを使用し  

た。使用細胞としてはラット骨肉腫由来細胞株（ROS17／2．8）を選択した。方法としてはTMAならびに純  
チタンをマルチプレート底部に設置させ、細胞と材料が直接接触する条件下で石灰化促進培地にて培養した。  
その後、位相差顕微鏡と走査型電子顕微鏡にて細胞形態を観察し、合わせて細胞数の測定と形成された石灰  
化結節の状態を検索した。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください0否の場合は・理由書を添付して下さい0   



［実績報告書8－2］  

氏名：小森 規雄  部科校名：歯学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者はっ4，000字以上記入してください。）   

［細胞の形態学的観察］  

供試材料とラット骨肉腫由来細胞株（ROS17／2．8）を使用して共培養における細胞形態の観察を  

行ったところ、TMAならびに純チタンとも細胞形態に大きな違いは認められなかった。すなわち、  

位相差顕微鏡による形態観察では多数の生細胞を確認し、とくに両供試材料の周囲に集積して材料  

自体に接するような形で観察された。供試材料自体は光透過性がないため、材料表面上に付着・生  

育している細胞は位相差顕微鏡では観察することができない。そこで次に走査型電子顕微鏡を使用  

して材料表面上での細胞形態を観察した。その結果、両供試材料上での細胞の付着・生育がみられ、  

細胞形態の凝集などもなく細胞が材料表面上で伸展して付着している状態が認められた。   

これらのことから両材料が高い生体親和性を有しており、とくに試験材料であるTMAは代表的  

な生体親和性材料である金属チタンと骨芽細胞に対して同程度の親和性を持つ材料であることが  

推察された。   

［細胞の増殖に与える影響］  

供試材料が細胞増殖に与える影響についてCellCountingKitを使用して7日間まで測定した。  
その結果、TMAならびに純チタンとも経目的に細胞数は増加し、両材料には統計学的な有意差は  

認められなかった（P＜0．05）。このことは顕微鏡による形態学的観察の結果と同様に、TMAの骨  

芽細胞の増殖に与える影響はチタン金属と同程度であることが考えられた。   

［骨芽細胞の石灰化に与える影響］  

供試材料が骨芽細胞の石灰化に与える影響について石灰化促進培地（通常のα－MEM培地に  
5叫mol／1のアスコルビン酸と10mmol几のβザリセロリン酸を添加）を使用して培養し、1％アリザ  

リンレッド染色液にて染色して観察した。その結果、両供試材料周囲における骨芽細胞では染色さ  

れた部位を観察することができた。しかしながら、チタン金属表面上では少数の染色部位を確認す  

ることができたが、TMA表面上では一様に赤色に染色され、明らかな石灰化結節の形成を判別す  

ることができなかった。これはTMAの構成成分がヒドロキシアパタイトの分子構造体にチタン酸  

化物が化学的に結合した化合物であるため、一様にアリザリンレッドによって染色されたと考えら  

れた。すなわち、アリザリンレッドは金属イオンに結合する性質によりカルシウム沈着部を赤色に  

染色するため、TMA表面上を一様に染色してしまったと思われた。そのため、TMA表面上におけ  

る骨芽細胞の石灰化に与える影響については、カルシウムやリンの濃度の測定や、走査型電子顕微  

鏡による石灰化結節の観察を行うなど、他の方法を用いて解析する必要があると思われた。   

TMA表面上における石灰化結節形成能の検討は、これからの臨床応用に向けての基礎的なデー  

タ｝として重要な項目と考えている。材料周囲の細胞は実際に付着している部分はマルチプレート  

底部であり、細胞の付着環境としては材料表面上とは明らかに異なる。現在、TMA表面上におけ  

る骨芽細胞の石灰化結節形成能に関して、有効な解析法について検討しており、本実験を継続させ  

ている。   



【別紙様式 8】  
ニ三∴一∴「  課題番号   

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 11日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  橋爪 智美  

所属・資格 松戸歯学部・助手  

下記のとおり報告いたします。   



［実績報告書8－2］  

部科校名：松戸歯学部  氏名：橋爪 智美  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者軋4，000字以上記入してください。）  

パイエル板、腸管膜リンパ節、孤立リンパ小節を含んだ腸管関連リンパ組織を全て欠損しているリンホ  

トキシン（LT卜α欠損マウスに野生型あるいはLT－・欠損マウスの骨髄を移入したところ、パイエル板、  

腸管膜リンパ節の再構築はみられなかったが、野生型マウスの骨髄を移入したLTrα欠損マウスのみ孤立  

リンパ小節の形成が認められた。また、形成された孤立リンパ小節は組織学的解析によりB220十B細胞領  

域ならびに濾胞樹上細胞（FDC）クラスターが観察された。さらにフローサイトメトリー解析によりCD3＋T  

細胞、÷CD19＋B細胞が認められ、形成された孤立リンパ小節は成熟したリンパ組織であることがわかった。  

一方、野生型マウスの骨髄を移入した野生型マウスの孤立リンパ小節にはB細胞領域、CD19十B細胞は認  

められたが、FDCクラスターは形成されず、CD3＋T細胞も認められなかったことから、未成熟なリンパ組  

織であることがわかった。また、LT－α欠損マウスの骨髄を移入したLT－α欠損マウスには孤立リンパ小  

節の形成は認められなかった。これらのマウスに破傷風毒素のCフラグメントを発現させた組換え型  

5b血∽eノノ∂（r5b血oeノノ㌃Tox C）を経口投与したところ、野生型マウスの骨髄を移入したLT－α欠損マウ  

ス、LT－α欠損マウスの骨髄を移入したLT－α欠損マウス共に糞便中にTT特異的IgA、SblmoDellaLPS特  

異的IgA抗体応答は誘導されなかった。一方、野生型の骨髄を移入した野生型マウスは糞便中に顕著な  

TT特異的IgA、SbhmellaLPS特異的IgA抗体応答を誘導した。これらの結果より、孤立リンパ小節は  

T細胞依存経路、T細胞非依存経路共にSblmo錯］1a抗原に対するIgA誘導組織ではなく、Sblmo〟ellaに  

対する腸管IgA 誘導応答には孤立リンパ小節は関与していない可能性が示唆された。   

次に、胎生期に抗IL－7R抗体で処理することによりバイエル板欠損マウスを作作成し、滋ノ劇0錯ノノ∂に  

対する免疫応答について解析を加えた。その結果、パイエル板欠損マウスは、B細胞領域、FDCクラス  

ター、CD3十丁細胞、CD19＋B細胞を有する成熟した孤立リンパ小節が形成されているにもかかわらず、TT  

特異的な腸管IgA応答、SblmcmellaLPS特異的IgA抗体応答は誘導されなかった。それに対して胎生期  

でのリンホトキシンβレセプターとIgGの複合タンパク投与により作成された孤立リンパ′J、節欠損マウ  

スは正常マウス群と同程度のTT特異的IgA応答、助1mtmel18LPS特異的IgA抗体応答が誘導された。  

一方、パイエル板欠損マウスでは腸管膜リンパ節内のTT特異的IgA抗体産生細胞数が正常マウス、孤  

立リンパ小節欠損マウスに比べ、顕著に減少した。加えて、免疫後の粘膜固有層から分離したCD4＋細胞  

のTT特異的IFNl′産生能はパイエル板欠損マウスでは著しく減少した。これらの結果から、  

r5b血∽eノブ㌃Tox Cの経口投与に対する腸管粘膜免疫応答誘導にはT細胞依存経路、T細胞非依存経路  

共に、パイエル板の存在が不可欠であることが示唆された。   

一方、腸管粘膜免疫応答とは異なり、パイエル板欠損、孤立リンパ小節欠損、パイエル板／腸管膜リ  

ンパ節欠損、パイエル板／孤立リンパ小節欠損、パイエル板／孤立リンパ小節／腸管膜リンパ節欠損マウ  

ス、さらには野生型骨髄移入LTrα欠損マウス、LT一α欠損骨髄移入LT－α欠損マウスで、r免ムMeノノ㌻Tox  

C経口投与により血清中にTT特異的IgGが正常マウスと同程度に誘導され、IgGサブクラスのパターン  

も類似していた。また、免疫後の脾臓から分離したCD4＋細胞のTT特異的IFN－†産生能はパイエル板欠損  

マウス、正常マウスともに同程度であり、遅延型過敏反応もパイエル板欠損マウス、正常マウスともに  

同程度であった。以上の結果から、rSblmcmell㌻ToxCの経口免疫による全身性免疫のTT特異的IgG応  

答誘導においてはパイエル板、孤立リンパ小節、腸管膜リンパ節からなる腸管関連リンパ組織は関与し  

ていないことが示唆された。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 16 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格 松戸歯学部・  助 手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題  

歯の発生過程に於ける未分化細胞（幹細胞）の局在  

3 研究の目的   

未分化細胞（幹細胞）を標識すると言われるBrdUを標識した細胞の歯の発生過程に於ける局在を明らかに  

することを目的とした。未分化細胞の歯胚・歯の中での局在を明らかにすることは，歯の再生医学に於いて  

非常に重要である。BrdU投与実験はラットなどの歯胚に於いて行われているが，局所的な動態のみで，歯の  

交換を含む，脱落歯と残存永久歯などとの関係は行われていない。多生歯性などの多様な動物の実験により，  

普遍的な未分化細胞の分化を明らかにする。  

4 研究の概要   

歯が交換し続ける多生歯性から一生歯性までの多様な歯の発生について比較検討し，未分化細胞を明らか  

にする。実験動物にBrdUを1週間，経口投与し，歯胚発生過程における未分化細胞（幹細胞）の標識を行う。  

BrdU標識された未分化細胞（幹細胞）を免疫組織学的方法によって可視化し，可視化された未分化細胞（幹  

細胞）及びH・E染色から，歯の発生過程に於ける未分化細胞（幹細胞）の局在と動態を明らかにする。歯胚  

の形成初期から萌出時期まで，多生歯性の歯胚や退締する歯胚など，様々な発生段階の歯胚に於ける未分化  

細胞（幹細胞）の局在を明らかとすることにより，歯の再生医療や進化過程の解明に貢献できる。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



【実績報告書8－2］  

氏名：太田（横田） ルミ  部科校名：松戸歯学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

歯の未分化細胞（肝細胞）と言われるものは，歯髄，歯根膜等々に見いだされているが，本実験は歯  

が何世代にもわたり交換する（多生歯性）のメガネカイマンを用いてその存在の恒常性を見いだそうと   

したものである。  

実験結果：メガネカイマンにBrdUを7日間連続経口投与し，3週間経過観察後固定し，BrdU標識   

された細胞の動向を様々な形成段階にある歯胚で観察する計画であったが，3週間の経過観察中に実験   

に用いたメガネカイマンが死亡した。  

この原因の一つには，BrdUの毒性が強く，少量の投与でもワニを死に至らしめるのではないかと考   

えられる。投与量を減少し，経過観察期間の短縮など試みたが同様であった。飼育環境の変化，体重の  

減少や，食欲低下など特に他の死因と考えられる現象も認められなかった。  

このことはメガネカイマンがラットやマウスに対してBrdUの感受性が非常に強いと考えられる。  

死亡した試料を用いて，免疫組織学的検索を行った結果，下図にある如く，歯胚周囲の結合組織，顎   

骨外の細胞にBrdU標識された細胞が認められた。   

しかし歯髄，歯根膜では，機能歯にも次の世代の歯胚にもBrdU標識された細胞を見いだすことが出   

来なかった。 さらに多生歯性の歯胚はヒトでは乳歯胚と同様に，常に交換するために幹細胞を認めにく   

い可能性がある。  

しかし，その後メガネカイマンの入手が困難となり再実験は現時点では不可能であるため，同様の機  

構を持つ実験動物を検索している。   



【別系氏様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 15 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  三浦 浩  

所属・資格 松戸歯学部・ 助 手  

下記のとおり報告いたします。   



［実績報告書8－2］  

部科校名：松戸歯学部  氏名：三浦 浩  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

曲げ試験の結果から、最大トルクの数値が小さいNi－Tifileほど、柔軟性があり、湾曲根管に対しても、  

追従性がよいものと思われる。また、超弾性が優れているのは、4／100テーパーではEndoWave、6／100テーパ  

ーではNRTとEndoWaveであった。   

さらに、疲労破断時間が長かったN仁Tifileのほうが、時間の短かったものよりも、湾曲根管拡大時の負  
荷がかかった状態でも、破断を起こしにくいものと思われた。疲労破断時間試験は4／100テーパーおよび  

6／100テーパーにおいてNRTが優れていた。   

以上のことより、曲げ試験および疲労破断試験の結果から、NRTが、湾曲根管の拡大形成に適しているもの  

と推測された。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 11日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を0で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   奨励研  

2 研究課題  

ワンボトル・ワンステップボンディング材の加水分解安定性  

3 研究の目的   

現在市販されているワンボトル・ワンステップボンディング材と歯質との相互作用の詳細を13c澗R法で検  

討し，相互作用の強さと歯質に対するレジンの接着強さとの関係を明らかにするとともに，ワンボトル・ワ  

ンステップボンディング材中に含まれるは酸性，親水性および多官能性メタクリレートモノマーの加水分解  

安定性を検討する．  

4 研究の概要   

本研究では，クリアフィルトライエスボンドとハイドロキシアパタイトまたは象牙質とを相互作用させ，  

ボンディング材の上澄み液の13cNMRスペクトルを測定し，酸性モノマーと歯質成分との相互作用の詳細につ  

いて検討した．コントロールとして2ステップ・クリアフィルメガボンドにおいても比較検討した。   

クリアフィルトライエスボンドおよびクリアフィルメガボンド2．00g中にハイドロキシアパタイト粉末  

（HA200，太平化学）または切削したウシ歯冠象牙質粉末を0．40gを懸濁し，10分間振盈・撹絆した．その  

後，これらの懸濁液を遠心分離し，ボンディング材上澄み液の13cNMRスペクトルを測定した．なお，NMRの  

測定にはEX270スペクトロメーター（日本電子）を用いた．得られたNMRスペクトルから，クリアフィルト  

ライエスボンドに酸性モノマーとして添加されているMDPのビニ／レ基メチレンカーボンに帰属されるNMRピ  

ークのHEMA分子内ビニ／レ基メチレンカーボンのNMRピークに対する相対強度を求め，その強度変化から歯質  

成分の脱灰により生成されたMDPのカルシウム塩の生成量を算出した．また、歯質に対するコンポジットレ  

ジンの圧縮せん断接着強さ測定においても接着強さの比較検討を行った。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の（◎・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   



［実緯報告書8－2］  

部科校名：松戸歯学部  
氏名：中島（藤田）光  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

クリアフイ／レトライエスボンドのビニル基メチレン領域の13cNMRスペクトルを図1に示した．上段は歯質  

成分添加前，中段はハイドロキシアパタイト添加後，下段は象牙質添加後である．ここで，125，95ppm付近に  

検出されるNMRピークはHEMA分子内ビニ／レ基メチレンカーボンに帰属され，125．65ppm付近に観測されるNMR  

ピークはMDP分子内ビニル基メチレンカーボンに帰属された．   

クリアフィルトライエスボンドにハイドロキシアパタイトまたは象牙質を添加し，両者を相互作用させる  

と，誠DPのビニル基メチレンに帰属されるNMRピークの相対強度は減少し，その減少率はハイドロキ  

シアパタイトで16．3％，象牙質では63．5％であった．これは，MDPが歯質アパタイトを脱灰し，ボンディング  

材に不溶性のカルシウム塩を生成して析出したためと考えられる．  

新鮮ウシ抜去歯のエナメル質および象牙質を被着面（＃1000）とし，トライエスボンドおよびメガボンドを  

指示書に従い作用させた後，コンポジットレジン（クリアフィルAPX）を充填し試験体を作製し，試験体を37℃  

水中に24時間浸漬した後，万能試験機（TG－5K軋ミネベア社）を用いて，クロスヘッドスピード1mm／minの条  

件でエナメルおよび象牙質に対する接着強さを測定した。その結果を図2に示した．クリアフィルトライエ  

スボンドは，クリアフィルメガボンドに比べ接着強さが低い値を示した。これはクリアフィルトライエスボ  

ンドは，クリアフィルメガボンドに比べ脱灰量が少ないため，MDPの脱灰によって露出し象牙質コラーゲンの  

HE丸仏によるプライミング効果が低下したためで，接着強さが弱いことがわかった．  

添加後  
ハイドロキシアパタ   

126  

化学シフト  トライェスボンド メガボンド  

図2 クリアフィルトライエスボンドおよび  

クリアフィルメガボンドの接着さ   

図1クリアフィルトライエスボンドの  
ビニル基メチレン領域の13c NMR  
スペクトル  



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 16 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  績  橋  治  

所属・資格 松戸歯学部・専任講師  

下記のとおり報告いたします。  

一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究  注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  

2 研究課題  

d．ac血叩ね皿Mぬ刀β改良型選択培地の開発  

3 研究の目的  
歯周病原菌の中でA都血m叩Ⅶ鹿皿m血ね那（A∂は特に侵襲（破壊）性歯周炎の起因菌として重要な役割を演じている  

と考えられている。また、全身性疾患との関連も報告されているが、心内膜炎など口腔領域以外からの同菌の分離は検出  
レベルが低率であるところから困難であり、いまだその発症機序は充分に解明されていないのが現状である。故に従来の  

選択培地に比較してきわめて高い選択性と優れた回収率を有するA．a培地の開発が本研究の目的である。  

4 研究の概要  
現在開発したA．aの選択培地のベー スはGCag・arbase（Neisseriagonorrhoeae用）であるところから発育が困難な細  

菌は血液中の阻害物質に影響されることも考えられ、チョコレート寒天培地等も集落の拡大に有用であるのではと考えて  
それについても検討する。それぞれのA．aはyeastを添加したBHIに培養後、0．05M取is・HCl緩衝液（pH7．2）で10  

倍段階希釈して、各種培地に塗抹する。37℃、3～5 日間、5％CO2インキュベーターにて培養後、形成した集落を算定  

する。回収率の他に特に集落の大きさに着目し、その平均的な大きさを計測し、各種培地間で検討する。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

・否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の（  



［実績報告書8－2〕  

氏名：繚 橋  治  部科校名：松戸歯学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

d．∂C血α卿℃eね皿M血刀β（A．∂の選択培地は、これまでに数多く報告されており、それらの選択培地  

のベースはtrypticsoy－Serum、trypticasesoy－blood、tryPticsoy－yeaSteXtraCt、BHI－yeaSteXtraCtな  

どに、血液や血清を添加したものが多い。しかし、血液や血清を添加した培地を作製する場合、操作が  

煩矧こなり、雑菌が混入する危険性が増し、さらには培地作製コストが高くなる。本研究においてnyptic  

soyあるいはBHIを基礎培地としたものでは、A．βの血清型d及びf株において回収率が著しく、また  

機ticasesoyを基礎培地すると血清型d、f株の回収率が向上した。それらを鑑み検討した結果、血  

清型d、f株の発育のためにはK（Potassium）が必要であることが判明した。さらに既存のd．βのため  

の培養培地であるAAGMが基礎培地として優れていることが判明したことから、本研究においてそれ  

を培地のベースとして用いた。次に抗生剤の選択であるが、既存のA．∂の選択培地では、Bacitracinと  

vancomycinが一般的に用いられている。 しかし、選択性を考えた時、さらなる検討を必要とした。そ  

の結果、添加する抗生剤とその濃度はVancomycin200〃g／mlと著しく高濃度にし、さらに  
BacitracinlOu／mlを組み合わせることで選択性と回収率はほぼ満足のいく培地となった。次に臨床検体  

における本改良型選択培地の有用性を既存の汎用されているTSBV培地と比較検討した。歯周炎に羅患  

している76名と歯周的に健常な44名を対象とした。歯周健常者においては、TSBVおよび新しい改良  

型選択培地ともにA．βは検出されなかった。歯周病患者においては、改良型選択培地が25名から、TSBV  

培地では10名からA．βが検出され、明らかにその回収率は優れていた。また、検出した25名サンプル  

中の5名は改良型培地においてA．β菌のみが集落を形成し、目的外菌の発育を完全に阻害した。それに  

比較してTSBVはd．∂菌のみ集落を形成したサンプルはなかった。さらに改良型培地において歯周健常  

者と歯周炎患者それぞれ約30検体において目的外菌が完全に排除された。本培地に目的外菌が集落を  

形成したとしてもほとんどの検体で500～1000CFU／ml以下に対してTSBVではそのほとんどが  

1000CFU／ml以上であり、本改良型培地の選択性は満足のいくものだった。なお、臨床検体から分離さ  

れたA．∂菌の血清型はa5人、b 2人、Cll人、e4人、f 2人、どれにも該当しない新しい血清型  

が1人だった。新しく開発した選択培地は、既存の選択培地と比較して同等のd．β標準菌の回収率と臨  

床検体において高い選択性が認められた。   
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注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 16日  
日 本 大 学 総 長  殿  

代  笹   」通 
＿＿且   

所属・資格 松戸歯学部・ 助手  

下記のとおり報告いたします。   
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氏名：斎藤（森川）美雪  部科校名：松戸歯学部   

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，も000字以上記入してください。）  

今回本研究では石灰化を伴うと考えられた病変を中心に材料を収集し，4〃mに薄切，適法に従いHE  

染色を施し，所見を詳細にとった。また，同時にパラフィンブロックを用いて厚切り切片を作製，アル  

ミニウム試料台に付着・乾燥させてこれを試料として用いた。また，当教室保管の動脈硬化病変のサン  

プルより石灰化部位を探し，同様の標本を作製した。  

また，試料作製に関して，当初予定していた試料台のほか，BaF2のディスクに貼付しFT－IR，顕微IR  

分析（パーキンエルマー社）を行なう予定である。  

本学付属病院で取り扱われた病変で石灰化を含むものが少数であり，かつ，石灰化が十分でないため  

か良好な分析結果が得られないのが現実であるが，追加でサンプリングした動脈硬化症から得られた石  

灰化部位からはまだ少数ではあるが，解析可能と思われるデータが得られた。しかしながら，分析方法  

が一つでは決定的なものとならず，いくつかの方法を追加し実験を行なっている。  

現在，まだ実験中でありすべての結果は出ていないが，これまで報告されてきている文献を渉猟し，  

生体内に発現する石灰化物の分析及び発現形態の解析について更に検索を行なっていくつもりである。  

顎関節より得られた材料（HE染色）  

動脈硬化症より得られた石灰化部位（粉末・薄膜X   

線回析装置にて分析を行なった部位）  
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注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20年 4 月 23 日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 畠山 吉則  

所属・資格 生物資源科学部・助手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
／一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   1 種 目  奨励研  

2 研究課題  

新規手法を用いた昆虫寄生性徴胞子虫の系統解析  

3 研究の目的   

絶対寄生性の原生動物である微胞子虫の系統分類学的な関係を知るために、申請者は分子系統学の手   

法を基本として全く新しい系統分類学約手法により、微胞子虫の系統関係を解析することを目的とし   

て研究を行った。  

4 研究の概要   

通常分子系統学的手法により解析を行う場合には、微胞子虫の特定のDNA断片の塩基配列を比較   
して系統関係を導きだす。しかしながら、この方法で得られた系統樹は特定の遺伝子の系統関係を示   
すものであり、微胞子虫の系統関係を示しているわけではない。真の系統関係を知るためには、全ゲ   
ノムを対象とする必要がある。本研究では、全ゲノムを比較する手法として、一本鎖PCRと温度勾   
配ゲル電気泳動層（TGGE）を使用した新しい系統分類法を検討し、従来手法との違いを検討した。  
5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  
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部科校名：生物資源科学部  氏名：畠山吉則  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

微胞子虫は絶対寄生性の原生動物であり、ヒトを含む多くの高等真核生物に感染する。その一方で   
微胞子虫にはそれぞれ宿主特異性があるとされているが、その宿主選択機構には未解明の部分が多   
く、昆虫に寄生する微胞子虫の中にもヒトに感染するものが含まれている可能性は否定できない。そ   
のため微胞子虫と宿主との関係を検討するためにも、その系統関係を正確に把握する必要がある。そ   
こで本研究では昆虫に寄生する微胞子虫の系統解析を目的に研究を行った   

通常分子系統学的手法により解析を行う場合には微胞子虫からゲノムDNAを抽出し、特定のDNA   

断片をPCRで増幅し、その塩基配列を比較することにより系統関係を導きだす方法が一般的に用い   

られてきた。そのためこれまでに蓄積されたデータ数も多く、未同定の新しい微胞子虫がどの様なも   

のであるかを検討するにはこの手法を用いて検討される場合が多い。しかしながら、この方法で得ら   

れた系統樹は特定の遼伝子の系統関係を示すものであり、微胞子虫の系統関係を示しているわけでは   

ない。姦の微胞子虫の系統関係を知るためには、全ゲノムを対象とした比較をする必要がある。   

そこで本研究では、従来行われてきた特定遼伝子配列比較による系統解析と、全ゲノムを比較する   

手法として、一本鎖PCRと温度勾配ゲル電気泳動層を使用した新規手法の二つの方法を用いて昆虫   

寄生性徴胞子虫の系統分類を行い、その両者の整合性を検証した。   

一本鎖PCRはゲノム構成に従ってランダムなDNA断片を増幅する技法である。この一本鎖PCR   

ではゲノム構成が異なれば、異なるDNA断片が増幅されることになる。生物の系統関係を正確に調  

査するためには特定の配列情報ではなく、そのゲノム全体を比較する必要があるため一本鎖PCRを  

利用してその増幅差異に基づいて系統関係が解析できるようになれば、微胞子虫のゲノム構成を反映   

した正しい系統樹の作成が可能となる。しかしながら一本鎖PCRはランダムにDNA断片が増幅され   

るため、条件によっては多盈の増幅産物を生じる可能性があり、増幅産物を普通の電気泳動層で識別  

することは非常に難しい。そこでPCR産物を温度勾配ゲル電気泳動装置で解析しその差異をより鮮   

明に検出する手法を用いて実験を行った。泳動像が二次元的に示される温度勾配ゲル電気泳動層では  

通常使用される一次元の電気泳動層に比べ得られる情報数が多く、同じ大きさのDNA断片であって   

も塩基組成が異なれば、異なる泳動像を示す。そのため二次元的に電気泳動すればゲノム構成の差異   

がより鮮明に示されることになる。本研究ではこの得られた泳動像を比較し、両者の間で同じような  

動きをしているDNA断片の違いを元にして、両者の違いを数値的に示すことを試みた。この数値は  

比較した両者の差異を示すものであり、その数値の蓄積し、数値間のスコアを基にすればゲノム構成   

を考慮した正しい微胞子虫の系統関係が明らかになる。この技法を利用することにより、これまで使  

用されていたような塩基配列を解析することなく、微胞子虫間の系統関係が正確に調査できることに  

なる。この手法は単一の技法ですべての生物の系統関係を調査することが可能であり、昆虫寄生性の  

微胞子虫の系統解析が完了した後はヒトなどに寄生する微胞子虫の系統解析にも応用可能である。   

本研究ではサンプルとして研究室所有の微胞子虫株14系統を使用して、従来殻行われてきたリボ   

ソームRNA遺伝子の塩基配列比較による系統分類と一本鎖プライマーによる系統分類を行った。微  

胞子虫DNAの抽出は「畠山・早坂2002」に記載した手法を用いて行った。このDNAを用いて解析   

を行った。以下各実験工程別に結果を報告する。   

1．一本鎖PCRによる増幅条件の検討   

実験手順として、一本鎖PCRと温度勾配ゲル電気泳動槽を利用した実験を遂行する上で、必要な  

各種の条件検討を行った。まず一本鎖PCRの条件検討のうち、使用するプライマーを設計した。プ  

ライマーはいずれも12merとし、GC含盈が50％前後になるようにして4種類設計した。これらのプ  

ライマーを用いてPCRを行った。その結果、いずれのプライマーを用いた場合でも明瞭なDNA産物  

を形成し、選別したプライマーは一本鎖PCRに使用できることが示唆された。   
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部科校名：生物資源科学部  氏名：畠山吉則  

研究の結果（つづき）  

2．温度勾配ゲル電気泳動によるPCR産物の識別  

一本鎖PCRによって生じたPCR産物を通常DNAの電気泳動で用いられるアガロース電気泳動装   

置で電気泳動を行った結果、増幅産物が多く、明瞭にPCR産物を識別することができなかった。そ   

こで温度勾配ゲル電気泳動装置（TGGE）にて電気泳動を行った。その結果、アガロース電気泳動で   

は重なり合っていたDNAが二次元的に展開され、微胞子虫ごとに異なる泳動像を示した。  

3．数値化によるTGGE泳動像の解析と系統分類  

泳動像が二次元的に示される温度勾配ゲル電気泳動層では通常使用される一次元の電気泳動層に   

比べ得られる情報量が多く、同じ大きさのDNA断片であっても塩基組成が異なれば、異なる泳動像   

を示す。そのため二次元的に電気泳動すればゲノム構成の差異がより鮮明に示されることになる。そ   

こで得られた泳動像を比較し、両者の間で同じような動きをしているDNA断片の違いを元にして、   

両者の違いを数値的に検討した。この数値は比較した両者の差異を示すものであり、その数値を組み   

合わせることによってゲノム構成を考慮した正しい微胞子虫の系統関係を調査した。  

4．従来手法による微胞子虫の系統分類   

微胞子虫の分類は従来、形態観察と小サブユニットリボソームRNA遺伝子の配列比較によって行   

われてきた。そのため本研究で得られた新規分類手法が正しいのかを判断するために研究で使用した   

微胞子虫株を既存技術によって解析する必要がある。そこで小サブユニットリボソームRNA遺伝子   

の解析を行った。その結果、各微胞子虫株の小サブユニットリボソームRNAの配列を得ることに成   

功した。このデータをもとにして、系統樹を作成し、その系統関係を調査した。  

5．一本鎖PCRと温度勾配ゲル電気泳動を行った結果と従来手法による結果の照合   

既存技術である小サブユニットリボソームRNA遺伝子の配列比較の結果と、本研究で開発した新   

規分類手法の結果が－敦するのかを検討した。小サブユニットリボソームRNAの配列比較では一部   

の属間での識別があいまいであることが既に報告されており、今回行った小サブユニットリボソーム   

RNA遺伝子の配列比較でもこの結果は反映されたものであった。しかしながら一本鎖PCRとTGGE   

を組み合わせた本研究による新規手法ではこれらの関係を明瞭に識別することに成功し、その結果、   

従来用いられてきた小サブユニットリボソームRNA遺伝子の配列比較よりもより精度の高い技術で   

あることが実証された。  

一本鎖PCRはゲノム構成に従ってランダムなDNA断片を増幅する技法である。この一本鎖PCR   

ではゲノム構成が異なれば、異なるDNA断片が増幅されることになる。生物の系統関係を正確に調   

査するためには特定の配列情報ではなく、そのゲノム全体を比較する必要があるため一本鎖PCRを   

利用してその増幅差異に基づいて系統関係が解析できるようになれば、微胞子虫のゲノム構成を反映   

した正しい系統樹の作成が可能となる。本研究では解析にTGGEを使用することによってより鮮明   

にゲノム構成の差異を比較することに成功した。この結果、微胞子虫の系統関係を従来の配列比較に   

よる系統関係では得られなかった詳細な違いを短期間に解析することが可能であることを示した。こ   

の手法は単一の技法ですべての生物の系統関係を調査することが可能であり、この結果はこれまでの   

技法では見つからなかった微細な種レベルの違の検出に応用できる可能性を示唆するものである。こ   

のように本研究では昆虫寄生性の微胞子虫を新しい系統分類手法で再解析するという目的を達成す   

ることができた。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   
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注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4月 16日  
日 本 矢 学 総 長 殿  

氏  名  佐藤 喜和  

所属・資格 生物資源科学部・専任講師  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   

2 研究課題  

広葉樹液果・核果類の種子分散者としてのヒグマの役割  

3 研究の目的   

植物にとって種子散布は，子孫を残すための重要な機会である．種子散布の担い手として，動物も大きな  
役割を果たしている．本研究では，これまで注目されてこなかった北方落葉広葉樹林における，ヒグマの種  
子散布者としての役割を検討することを目的として行った．ヒグマは植物質中心の雑食性であり，晩夏から  
秋にかけて果実類を大量に利用する．また有蹄類とは異なり，岨囁・消化の過程で種子が破壊される可能性  
も低いと予想される．以上のことからヒグマには種子分散者としての役割が期待できる．  

4 研究の概要   

これまでに報告されている北海道のヒグマの食性に関する文献レビュー，および過去に回収されたヒグマ  

の糞サンプルに含まれる種子の再同定により，ヒグマが利用する果実類を明らかにし，ヒグマが種子散布に  
貢献していると予想される種を明らかにした．また種子の含まれるヒグマの糞を回収し，発芽実験により糞  
中種子の発芽能力を明らかにした．  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

庵  

※ホームページ等での公開の④・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   



［実績報告書8－2］  

氏名：佐藤 喜和  部科校名：生物資源科学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者軋4，000字以上記入してください。）  

植物は，いったん発芽するとそこから動かずに一生を過ごす．そのため植物にとっての移動の機会は，花  

粉を飛ばすときと，種子を散布するときに限られる．花粉は同種他個体をめざして送粉されるが，種子は同  
種他個体との競争を避け，発芽に好適な場所に散布される必要がある．こうした種子散布の担い手として，  
動物が大きな役割を果たしていることが徐々に明らかとなってきた．特に熱帯林や照葉樹林における鳥類や  

霊長類が種子散布者として果たす役割についての研究が盛んに行われ，特定の植物種と動物種の特異的な関  

係の存在（指向性散布）や，動物に食べられ，糞として排出されることで散布される（周食型散布）ための  
種子を包む構造の進化などが明らかとなってきた．   

本研究では，これまで注目されてこなかった北方落葉広葉樹林におけるヒグマの種子散布者としての可能  
性を明らかにするため，以下の3つの方法で検討した．1）ヒグマが採食利用する果実類の種構成を既報文献  

から明らかにした．2）ヒグマが採食利用した果実類の種構成を，これまでに北海道東部浦幌地域にて  

2006－2007年に回収した糞サンプルから同定することにより明らかにした．3）2007年に北海道東部浦幌地域  
にて回収したヒグマの糞中に含まれていた種子の発芽実験を行い，発芽能力を検討した．   

1）ヒグマが採食利用する果実類の種構成  

1982年から2006年までに報告された北海道におけるヒグマの食性に関する13報の文献を調査した．そ  
の結果，ヒグマによる採食利用が確認された果実をつける種は36種であった．果実形態による内訳は，液果  

類14種，核果類5種，ナシ状果類4種，痩果類2種，分果類1種，朔果類1種，毯果類1種，堅果類5種，  
その他2種であった．10報以上で確認され，ヒグマにとって主要な果実類と考えられたのは，サルナシ，ヤ  
マブドウ，ウド，ミズナラの4種であった．また5報以上で確認されたのは，マタタビ，ミヤママタタビ，  

タラノキ，キイチゴ類，シウリザクラ，ナナカマド，ウラジロナナカマド，ハイマツ，であった．この多く  

は液異類であった．またこれら12種中10種は種子サイズが6mm以下であり，ヒグマに採食されても種子  

が歯の隙間をすり抜け，破壊されずに糞中から排出されると考えられた．これらの種子はヒグマにより散布  
されている可能性が高いと考えられた．  

2）ヒグマの糞中黒実類の同定   

2006年に回収した83個の糞サンプルのうち，種子の含まれたサンプルは9個であった．2007年に回収し  
た116個の糞サンプルのうち，種子の含まれたサンプルは21個であった．ここに含まれた種は，エゾヤマザ  
クラ，シウリザクラ，ナワシロイチゴ，エビガライチゴ，サルナシ，ヤマブドウ，タラノキ，オニグルミで  

あった．エゾヤマザクラは従来の報告ではサクラ類として，またナワシロイチゴ，エビガライチゴはキイチ  

ゴ類としてまとめて報告されてきた．本研究により，浦幌地域でこれらの種の利用がはじめて確認された．  
過去に回収された試料の同定を進めることで，さらに新たな種の同定が可能となるだろう．  

3）糞中種子の発芽実験   

2007年に回収した糞から，シウリザクラ，サルナシ，ヤマブドウ，タラノキについて，発芽実験を行った．  
その結果，シウリザクラとヤマブドウに発芽が確認された．少なくともこれら2種については，発芽能力の  

ある種子を排出したことから，ヒグマは種子散布者としての可能性を有していると考えられた．しかし他の2  
種からは，見かけ上種子が破壊されていないにもかかわらず発芽が確認できなかったこと，また発芽した2  
種についても，その発芽率は低かったことから，試料の採取，保存，実験条件などが最適ではなかった可能  

性がある．今後より最適な条件の下で再検討する必要があるだろう．  

本研究により，これまでほとんど検討されてこなかったヒグマの種子分散者としての役割の一端を示すこ  

とができた．農業被害や人身被害などマイナスな側面が注目されるヒグマが，森をつくる働きを担っている  

ことを示すひとつの例となるだろう．今後さらに，1つの糞中に含まれる種子数，種子の破壊率，発芽率に  

関する実験を進めるとともに，糞虫類による種子の二次散布，ヒグマによって種子が散布される距離につい  

ても検討していくことが望まれる．   
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注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成  20年  4月 30日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名 藤沢㈲   

所属・資格 生物資源科学部・助手  

下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  般研究（個人）／一般研究（共剛／／総合研究   

2 研究課  
農山村における自然災害被災地域の立地・土地利用特性に関する基礎的研究  

3 研究の目的   

本研究では自然災害被災地域を事例に，現状での立地から分析し，災害との関係性を分析・整理すること  
を目的とする。また，平成18年度 学術研究助成金〔奨励研究〕での獲得目標である，伝統的な集落自治組  
織による社会的意思決定での土地利用に関する維持管理に反映していくことで，農村・地域環境計画におけ  
る具体的な土地利用計画研究へと展開していくものである。  

4 研究の概要   

本研究でさも 兵庫県豊岡市を事例とし，ここでの住民に対するアンケート調査と住民参加型ワークショッ  
プから，集落の立地条件での自然災害被災時の影響評価を比較する。具体的には，豊岡市では台風による水  
害常襲地域であり，同市が取り組むコウノトリ野性復帰事業での一環としてのビオトープ水田や冬季潅水田  
を伝統的な農会により管理・運営する地区でもあり，今後の水害対策としての水田等の土地利用にも関心を  
持っていることから選定し研究調査を展開した。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の（可・   いずれかを○で囲んでください。否の場合は．理由書を添付して下さい。   
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氏名：藤沢直樹  部科校名：生物資源科学部   

6 研究の結果（総合研究の研究代表者軋4，000字以上記入してください。）   

地理的要因から洪水多襲地域であり，過去多くの洪水災害による被災経験をもつ兵庫県豊岡市中筋地  

区を事例地として，以下のように研究・調査を展開した。豊岡市役所・中筋地区住民に対するヒアリン  

グ及び資料調査から，中筋地区に存在する自治的組織の存在や役割を把握する。また，豊岡市において  

最も新しい洪水災害である平成16年10月20日の台風23号時の洪水災害において，非定常期に中筋地  

区での災害自治対応を担った自治的組織と担った役割を明らかにする。また，中筋地区全戸を対象とし  

たアンケート調査により，過去の洪水災害被災経験を踏まえた住民意識の把握を行い，非定常期に災害  

自治対応を担った組織に対する想いや依存理由を抽出する。さらに，住民意識から中筋地区での災害自  

治対応に対する不安要素の抽出を行う。その上で，調査結果を地区住民に提示し，ワークショップ形式  

での意見交換会を実施する。   

中筋地区は，円山川と出石川の合流地点付近に位置し，9つの行政区，567世帯で形成されている。  

また，同範域は明治21年から昭和25年までは「中筋村」として独自の自治体制下にあった歴史を持ち，  

現在は中筋小学校の学校区の範囲でもある。当該地区は，豊岡市においても過去に河川の氾濫・内水上  

昇による浸永等の被災経験があり，歴史的に地域での自治対応がなされている。現在でも洪水に対する  

生活上の工夫として，地区内の多くで石垣による家屋建設地盤の底上げが行われ，また洪水時の移動手  

段である板舟が数軒の家に備えられているのが特徴的である。   

ヒアリング調査から，中筋地区の生活に関わる組織として22組織の存在が確認できた。運営主体で  

分類すると，地域主体で自治的組織といえる18組織，行政主体の2組織，その他の運営による1組織  

であった。生活に関わる組織を各期の役割毎で整理し，「定常期」「非定常期」で担う役割とその変化を  

把握した。定常期では自治性の強い7つの役割と行政の関与が強い3つの役割が抽出できた。自治性の  

強い役割は，行政との連絡・地域での意思決定を「集落会」「中筋地区区長会」，地域振興活動を「中筋  

地区区長会」「住みよい中筋を作る会」「中保会」，農業基盤の維持管理を「農会」「土地改良区」「新川  

水利組合」，福祉活動を「民生員」，教育・文化活動を「中筋小学校でのつながり」「公民館を中心とし  

たっながり」「老人会的なもの」「婦人のつながり」，伝統的な相互扶助を「隣保」「神社・寺を中心とし  

たっながり」「昔ながらの家同士のつながり」が担っている。行政の関わりが強い役割である，情報の  

統括・発信は「豊岡市役所」「国の機関」（以降：行政），防災・防犯活動は「．消防団」「自主防災組織」，  

減災計画作りは「自主防災組織」「行政」が担っている。以上から，①定常期において意思決定は，行  

政区単位の「集落会」，地区単位の「中筋地区区長会」の二段階制で担われていること，②まちづくり  

に関わる地域振興，教育・文化活動に関しては旧村を範域とした地区全体での活動を展開する自治的組  

織による取り組みが強いこと，③日頃の滅災活動は行政区ごとに組織されている自主防災組織が大きく  

担っていることが指摘できる。非定常期では定常期に無かった役割として，避難誘導，避難所での活動，  

応急的復旧作業の3つの役割が発生している。避難誘導を主に担ったのは「隣保」「自主防災組織」「消  

防団」であった。これは，日頃から行政区単位で地域の意思決定の一端を担っている区長を頭とする自  

主防災組織が避難の呼びかけをし，隣近所のつながりである「隣保」が実働的に対応したと考察する。  

また，情報の統括・発信も区長を中心に「集落会」が中心になり担っていた。避難所での活動を担った  

のは，地区の一行政区である土渕の「集落会」であった。台風23号災害では，中筋地区自体の被害は  

少なく，下流の被害が多かった地域から，中筋地区内の指定避難所である中筋小学校に約500人の他地  

区の住民が避難してきた。そのため，避難所での活動は地区での取り組みという意識が低く，中筋小学  

校が立地している土渕行政区の区長が避難所の責任者となり，行政区内の人々に臨機応変な対応が求め  

られた。応急的復旧作業は各世帯で行われることが多く，自治的組織としては・「隣保」が担ったことが  

確認された。   

アンケート調査は，調査は中筋地区全戸567世帯を対象に，平成18年11月12～11月19日の期間  

で行った。配布は，中筋地区区長会の協力を得て，各区長から行政区内の隣保長を通じ各世帯へ配布。  
回収は，同封した返信用封筒での任意の郵便返信で行った。ただし，2つの行政区については，各区長   
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氏名：藤沢直樹  部科校名：生物資源科学部   

研究の結果（つづき）  

が各世帯から調査票を収集し一括での返信の形式とした。また調査票は，世帯主だけでなく，性別・年  

齢など属性の違う様々な人の意見が反映されることを期待して各世帯に2部を配布し，「世帯主」と「世  

帯主とは年齢もしくは性別の違う人」計2人に回答を求めた。結果，アンケート票は295世帯（回収世  

帯率：52．0％）から519部の返信があり，多くの世帯が2部回答していることがわかる。回答者の属性  

は，男性53．0％・女性45．1％で，世帯主・非世帯主の割合は世帯主49．3％，非世帯主47．4％であり，集  

計結果には男女，世帯主・非世帯主の意識が等しく反映されている。年齢別では50歳代29．7％，60歳  

代25．8％，40歳代15．6％が多く，30歳代以下は11．5％であり若年層の意見反映が希薄な結果となった。  

回答者の70．3％が今までに洪永による被災を経験したことがあり，日頃からの洪水に対する危機感に対  

しては，「非常に強くある」「強くある」が全体の71．0％であることから，日々潜在的に災害への危機感  

を有した上での回答傾向であると指摘できる。居住集落別の回答者の割合は，八社宮6．6％（34％），伏  

7．7％（40％），清冷寺11．6％（60％），下加陽22．5％（117％），沖加陽15．2％（79％），引野10．0％（52％），  

土渕8．3％（43％），中郷14．5％（75％） 市谷2．9％（15％）となっている。集落別に被災経験の有無を  

みると，他の集落に比べ引野・土渕の被災経験が少ないことが目立った。各種被害を集落別にみると，  

「床上浸水」は八社宮・中郷が多い。「床下浸水」は下加陽が最も多く31．2％を占めている。「水田の水  

没」・「畑の永没」は沖加陽・下加陽の割合が高い傾向にあった。各集落が身近に感じている危機は，「八  
社宮」・「伏」は円山川右岸堤防，出石川堤防両方の決壊，「清冷寺」は出石川の堤防決壊，「沖加陽」「下  
加陽」は内水の上昇，「引野」「土渕」「中郷」は円山川右岸堤防の決壊，「市谷」は土砂災害が多く挙げ  
られている。これは，各集落の地理的要因が大きく影響していると考察できる。非定常期における住民  
の自治的組織に対する依存理由を分析した。非定常期に頼りにされた自治的組織は「隣保（65．6％）」「各  
集落会（36．8％）」「昔ながらの家同士のつながり（25．2％）」「自主防災組織（24．9％）」「中筋区長会（12・3％）」  
の5つが挙げられる。また，それら組織を頼りにする理由として，「顔見知りがいる安心感から（45・8％）」  

「地区全体で協力しあえる安心感から（44．1％）」「日頃の生活・活動を通じての気安さ（41．5％）」「情  
報の取得・伝達（18．7％）」「行政とのつながり（12．0％）」が多く挙げられた。以上から，当該地区にお  

いて，自治的組織を頼りにする理由は，主として精神面での支え合いに重点が置かれていると指摘でき  
る。歴史的に洪水災害に関わってきた住民が，地域自治対応に対しどのような認知度・不安を持ってい  

るのかの把握を行った。被災経験者が過去の非定常期に地区内でどのような活動に従事したのかについ  

ては，「特にない」が34．8％と最も多く，次いで水防活動（22．2％），近所の見回り（18・9％），集落内の  
見回り（18．9％）となっている。他に住民の避難誘導・安否確認などを挙げる人も多く，全体でみると  
狭域での危機啓発的な活動への参加に比べ，避難所運営に関することなど，より広域での作業を有する  
活動への参加は少ない（図2）。これら地域自治対応に対する認知度を知るための「洪水災害発生直後  
どのような行動を取ればよいか知っているか」という問いでは，「率先して指示が出せる程度知ってい  
る（4．8％）」，「自発的に行動できる程度知っている（27．0％）」，「一般的な知識としては知っている  
（48．7％）」，「聞いたことはあるが詳しくは知らない（13．9％）」，「全く知らない（3．3％）」であり，自発  
的に地域自治対応に参加する可能性のある住民は31．8％であり，その内，指示が出せるリーダー格とな  
りえるのは4．8％と少ない。また，非定常期の地区内の地域自治対応に対する不安として，地区の高齢  
化（55．5％），若者が仕事のため昼間地区内にいないこと（40．7％），被害状況等の情報不足（33・5％），  
行政の対応の遅さ（20．8％），集落内での協力の不足（20．4％）が挙げられる。   

アンケート結果を中筋地区区長会メンバー（9人）に提示し，ワークショップ方式での意見交換を実  
施し，自治的組織が，今後，自主防災を担う組織となりうるかを検討した。当該地区においては，非定  
常期の地域自治対応を担う自治組織として「集落会」「隣保」「自主防災組織」の3つが抽出できた。こ  
のうち自主防災組織の多くは，集落会と同一の組織構成であり，役員も掛け持ちで運営されており，そ  
の範域も同一であることが確認できた。このことから，非定常期に地域自治対応の一端を担うものとし  

てあげられた自主防災組織は，定常期において伝統的に行政区内の意思決定・相互扶助等を担っている  
注：必要に応じて，このページをご使用ください。   
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氏名：藤沢直樹  部科校名：生物資源科学部   

研究の結果（つづき）  

組織が形を変えた姿であり，それ故に行政区内で非定常期においても住民の精神面での支えとして大き  

く機能していることナが確認できた。一方で，高齢化や若者が仕事のため昼間に地区内にいないことなど  

から，自治的組織による労働面での相互扶助が難しく，住民自身の期待も薄く，今後何らかの対策の必  

要性があげられた。また，アンケート回答者の50．9％が避難場所を中筋小学校と考えており，避難所の  

運営に関して地区全体での取り組みを望む声が多数あった。その他，被災経験の中で培われた対処方法  

等の伝承・口承が，途絶えはじ“めているとの意見を得た。   

本稿での調査から，行政区内で日頃の生活に必要な意思決定や相互扶助を担い，歴史の中で培われて  

きた隣保や集落会といった自治的組織が，非定常期においても自発的な活動が確認できた。また，住民  

意識からも精神面での支えとして高い評価を得ていた。   

しかしながら中筋地区においては，上記の自治的組織は，労働という面で課題を抱えていることが抽  

出できた。これは，高齢化や勤務地の遠距離化等の問題から自治的組織の労働力低下が一要因として捉  

えられる。そのため地域単体での解決は困難なことから，今後は，地域外からのボランティア等，第三  

者機関との連携のため役割を備えた自治的組織を位置付けていくことが必要である。   

また，避難所の運営には広範囲に居住する人々が関わるため，地域自治対応能力の強い行政区での自  

治的組織に加え，より広域での自主防災活動を担う自治的組織が必要であり，その活動を自発的に担っ  

ていける災害に対する知識を持った人材の育成の必要性も指摘できる。   

なお，本稿では立地・土地利用の視点からの十分な考察には至っておらず，アンケート結果等の傾向をG  

ISを用いて地理情報化し空間解析等の立地や土地利用を地因子から分析し，災害との関係性を分析・整理  
していくことが課題である。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   
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下記のとおり報告いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  ／一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究   奨励研  

2 研究課題  

地球統計学を援用した農業水利構造物の空間的損傷度分布推定法の開発  

3 研究の目的   
近年，社会基盤施設の早期劣化が社会問題化し，農業工学分野においても水利構造物の定量的損傷度評価法の開発   

が急務な課題となっている．農業水利構造物の大部分は，コンクリート構造物や配管施設で構成されている．これら   

は，長期間供用されることに伴い，機能不全や漏水事故を頻発している．その原因には，コンクリートを中心とした   

構造材料の損傷の蓄積による機能低下が主因であると考えられている．既往の研究では，現況のコンクリート強度特   

性を設計基準値と比較して劣化ないし損傷の有無が判断されている．しかし，複合材料であるコンクリートは，自然   

環境下で各種の物理的ないし化学的影響を受けており最大応力などの平均的強度特性のみでは損傷の有無を判断す   

ることは困難である．   

筆者らの既往の研究では，コンクリート材料の圧縮破壊挙動を弾性波法の一つであるアコースティック・エミッシ   

ョン法（AcousticEmission：AE）を用いて破壊過程をモニタリングし，損傷力学理論に基づく定量的評価法を開発し   

ている．既に室内モデル試験（凍結融解処理，促進中性化処理）や既設構造物から採取した円柱供試体を用いた損傷   

度評価の有効性を確認している．残された研究課題で最も重要な問題は，損傷度の空間的分布を評価する方法論を構   
築することにある．   

本研究では，空間的損傷度分布を地球統計学手法（Geo－StatisticsMethod）の一つであるクリギング法（KrigingMethod）   

を適用し，点的に求めた実測データから面的な損傷度を確率論的な観点から推定することを目的としている．損傷度   
の空間的分布（＝3次元約分布）を評価するためには，面的データに深さ方向の検討を加える必要があるが，本年度   

はその初期的な検討として損傷度の面的な分布特性（2次元的分布）を確率論的に検討することを試みるものである．  

4 研究の概要   
本研究では，面的な損傷度データを赤外線サーモグラフィ法により取得し，実測データを用いてセミバリオグラム  

（融iging法）によるコンクリート損傷分布特性の定量的評価を試みた．具体的には，敷設後37年経過した既設コンクリ  

ート水路構造物の側壁面を用いて面データの採取を行い，空間的損傷度分布特性を評価した．  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

※ホームページ等での公開の（回・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由書を添付して下さい。   
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部科校名：生物資源科学部  氏名：鈴木 哲也  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

（1）研究背景と目的   

近年，コンクリート構造物の早期劣化が社会問題化し，補修・改修工の需要が増大している．補修効果の  

検証には，弾性波法や電磁波法など各種の非破壊検査が適用されているが，非破壊計測により検出された  

データが構造物の代表値であるか否かの議論は少ない，一般的に，ばらつきを含む計測値は，「計測値全体   

としての散らばり」と「計測値の空間的分布」の2つの側面を持つ．前者は，推計統計学と度数分布によ   

り評価される．後者は，セミバリオグラム（semトvariogram）などを用いて空間的相関構造が地質統計学  

（geostatistics）により評価される．コンクリート物性は，供用後，外部環境の影響により変質し，鉄筋腐食  

などの局所的な損傷が顕在化する．既設構造物において，現況を踏まえたコンクリート物性を評価するた   

めには，平均的な物性値評価に加えて，局所的な損傷を計測データから抽出する必要がある．その際，物  

性値の空間構造を評価することは有効であり，地質統計学はその有効な手法であると考えられる．   

筆者らは，コア供試体を用いたコンクリート損傷の定量化を損傷力学理論の観点から進めている．既往の  

研究では，コア供試体の破壊過程をAE法によりモニタリングし，AE発生挙動からコンクリート損傷を評  

価している．既設構造物では，前述の通り，損傷が局所的に発生しており，平均的な物性値と極度に損傷  

が進行した部位とが同一構造物において共存している，構造物の破壊挙動は，最弱部から進行する．この   

ことから，損傷度評価に用いるコア供試体の採取は，対象構造物の平均的部位に加えて，最弱部で行なう   

ことが重要となる．既往の研究成果をより的確な部位に適用するためには，コンクリート損傷の空間的分  

布構造を把握する必要があると考えられる．   

本研究では，コンクリート物性の空間的分布特性を評価するための基礎的検討として，損傷状況の異なる   

コンクリート水路構造物の壁面を対象に，赤外線サーモグラフィ法により計測した熱画像を用いて補修前  

後の物性値の空間的分布構造の評価を試みた．計測した熱画像は，部位による相違を明確にするために1  

画像を80分割し，その統計指標から損傷部位の特性を明確にすることを試みた．統計指標には，尖度と歪  

度の関係とセミバリオグラムを用いた．これらの指標値を用いて補修工前後のコンクリート壁に関する熱  

特性の空間的分布構造から補修効果を評価した．  

（2）解析手法－バリオグラムによる物性値の空間的分布構造評価一   

地質統計学では，データを確率場における実現値と見なし，領域β上の確率場Z¢）を考える．計測位置  

∬ノ声2，‥‥声〃における確率変数Z¢ノ），…・，み〝）を計測データとした場合，地質統計学を適用するには，以下  

に示す2つの仮定が成立する必要がある．  

（ア）且巨（ズ）】＝〃  

（イ）壷（ズトZ（ズ＋カ））2】＝2γ（カ）＜∞   

2γがバリオグラム（variogram）であり，γがセミ  

バリオグラムである．本論では次項に示すセミバリ  

オグラムモデルを用いて検討を行う．セミバリオグ  

ラムを用いた空間構造評価は，環境管理や土壌物性  

値評価，鉱物資源評価など，時・空間的変動する物  

理量を定量的に評価する手法として用いられてい  

る．  

竪
琴
二
一
瓢
ふ
 
 

レンジ  

図一1セミバリオグラム概念図   
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部科校名：生物資源科学部  氏名：鈴木 哲也  

研究の結果（つづき）  

地質統計学において物理量の空間依存性に関する解析には，一般的にセミバリオグラムを用いられる．   

これは，横軸にラグ（lag，h：サンプリング間隔），縦軸にセミバリアンス（semi－VarianCe，γ（h））をとり，その   

関係を評価するものである（図－1）．ラグゐのセミバリアンスγ（坤も 距離ゐだけ離れた全ての組み合わ   

せ叫ゐ）の評価値間のばらつきの程度を表す．  

γ（カ）＝ズf）－Z（ズf十月）】2 （1）  

式（1）は，直線上を等間隔に乃点計測を行い，地点ズゎズf功での計測値がそれぞれみ），Z¢汁ゐ）である場合は，  

式（2）が得られる．  

γ（カ）＝ぅ払）－Z（ズf＋ゐ）】2 （2）  

本研究対象であるコンクリート壁では，局所的な損傷が無い限り，空間的に連続して物性値が変化する   

と考えられる．その際，セミバリオグラムは連続し，図－1のような形状を示す．セミバリアンスは，ラ   

グの増加に伴って上昇し，ある特定の距離で最大値に達する場合が多い．この最大値をシル（sill）といい，   

データの内在的なばらつきを表す．シルに達する時のラグをレンジ（range）という．レンジは空間依存性   

の限界を表す．換言すると，データの内挿が可能な範囲を示すものである．ラグ0におけるセミバリアン   

スをナゲット効果（nuggete脆ct）と呼び，実験誤差等の偶然のばらつきを示している．  

各パラメータを解析的に求めるには，ラグとセミバリアンスの関係から最小2乗法による回帰分析によ   

り求められる．一般的には，球形モデル，指数モデルおよび直線モデル等が用いられている．本項では，   

本論において用いた球形モデルを示す．  

C ［言‡－；〔…）3］  （0＜カ≦α）（3）  γ（カ）＝Co＋  

γ（力）＝C。＋C  （ゐ＞α）（4）   

ここで，G：ナゲット効果，Co＋C：シル，α：レンジ である．   

（3）実験・計測条件   

本研究では，コンクリート水路壁面の表面状況の相違を赤外線サーモグラフィ法による熱特性から評価  

した．熱画像の取得は，コンクリート水路壁面から  

1．Omの部位において赤外線サーモグラフイ（NEC三  

栄（株）社製）により赤外線放射エネルギー を検出  

して行った（図－2）．計測条件は，現況（日陰）か  

ら強制加熱（500Wx2台，壁面より40cm）を3分間  

行い，強制加熱終了後12分間の計測である．熱画像  

は30秒／枚で取得した．計測対象範囲は，縦40cmx  

横50cmの範囲である，熱画像データの統計処理は，  

80分割（1要素：縦5cmx横5cm，縦10要素×横8要  
素）した後に統計量を算出した．1要素当たりのデー  

タ数は960である．現地計測は，現況（補修前）と  

表面被覆工を施した彼の2回行なった．いずれの測  

定も晴天時に計測面が直射日光の照射を抑制した状  

態で行なった．水分条件は，水路内を排水後3ケ月  

経過し，乾燥状態である，  

図－2 赤外線サtモグラフィ計測位置  

（⑳：ライト闇：サーモグラフイ）   
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部科校名：生物資源科学部  氏名：鈴木 哲也  

研究の結果（つづき）  

（4）結果および考察  

損傷コンクリート壁面の温度変化特性  

コンクリート壁面の温度変化特性は，損傷状況に   

より異なる傾向が確認された．損傷部では，鉄筋露   

出位置において，平均温度28．7℃（最大：30．2℃，最   

小：27．5℃）であった．磨耗が顕在化した部位では，   

鉄筋露出部と異なり平均温度22．9℃（最大：24．6℃，   

最小：22．1℃）であった．損傷が顕在化していない通   

常部では，平均温度23．4℃（温度範囲：2．8℃）であ   

り，磨耗部との差が0，5℃に留まった．磨耗部と通常   

部の相違は，加熱後12分間の放熱過程で異なる傾向   

が確認された．過熱終了直後は，表面温度24．6℃と   

同一であったのに対して12分後には磨耗部が22．1℃   
に対して通常部23．4℃と，1．3℃の温度差が確認され   

た．加熱終了後，磨耗部では温度下降速度3．47×  

10－3℃／sであるのに対して，通常部では約48％の1．66   

×Ⅳ3℃／sであった．これらの結果から，磨耗などの   

損傷が顕在化したコンクリートでは，通常部と比較   

して，表面温度の変化特性が相違することが明らか   

になった．  

熟特性の統計的特性  

計測対象であるコンクリート水路壁面の熱特性が   

損傷状況により相違することが図－3から明らかに   

なったことから，表面温度の面的な相違を統計的特   

性から考察する．  

加熱前の熱画像を図－4および図－5に示す．損傷   

部では，鉄筋が露出する部分や剥離部の高温化が顕   

著であった．通常部では，底版近傍と比較してコン  

クリート壁上部の高温化が顕著であった．通常部で   

は表面温度21～23℃であるのに対して，損傷部では   

20～30℃に計測値が分布していた．損傷が進行した   

コンクリート壁面では，表面温度の分布範囲が拡大  
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図－4熟画像（損傷部）  
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図－5熟画像（通常部）   

するとともに，損傷原因により微視的な熱分布特性に影響があることが示唆された．そこで，熱画像を80  

分割した統計量における尖度と歪度の関係から局所的な熱分布特性を評価した．検討の結果，通常部では，  

歪度，尖度ともに0．0近傍に集中した．磨耗部では，歪度－0．5～1．0，尖度－1～4となった．鉄筋露出部では，  

磨耗部と比較して歪度が高くなる傾向が確認された．損傷部を表面被覆工により補修した結果，通常部と  

比較して若干分布範囲は広いが，歪度，尖度ともに仇0近傍に集中していた．   

以上の結果から，水流の影響下にあるコンクリート壁面の熱特性は，局所的な損傷現象により表面温度  

の分布範囲を拡大するとともに，データの分布パターンが変質することが統計指標である歪度や尖度の関  

係から示唆された．表面被覆工処理後と通常部とが類似な分布範囲であったことから，補修効果の検証に  

は，表面温度の分布特性が活用できることが示唆されたものと考えられる．したがって，熱特性の観点か  

ら，コンクリート損傷の検出には，熱画像による異常点の抽出と空間的分布構造の評価が重要になると考  

えられる．本研究では，セミバリオグラムのセミバリアンスとラグの関係を用いて空間的な特性評価を試  

みた．   
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部科校名：生物資源科学部  氏名：鈴木 哲也  

研究の結果（つづき）  

（4）結果および考察  

熟画像データのセミバリオグラム特性  

セミバリオグラムの特徴は，計測データの空間依   

存性を評価できることにある．本項では，表面被覆   

工により補修した損傷部のセミバリオグラム特性を   

評価した後に，損傷部と通常部の補修後断面との相   

違を比較する．補修後断面のセミバリオグラムを図   

－6に示す．セミバリアンス火力）は，評価対象の縦   

40cmx横50cmの範囲を横方向に5cmピッチで10分   

割し，各区分ごとに壁面の上端から底版方向に5cm   

ピッチのラグゐを設定し，式（2）を用いて評価した．   

解析値は，球形モデル（式（3）および式（4））を用いて   

評価した．その際，ナゲット効果は0．0と仮定した．   

実測値から算出したセミバリアンス火坤も ラグゐ   

の増加に伴い，分布範囲が拡大した．この指標は，   

特定距離（例えばラグみ＝20cmなど）における評価値   

間のばらつきの程度を表す指標である．つまりセミ   

バリアンス火句が大きいほど計測値のばらつきも拡   

大することになる．球形モデルを用いた解析の結果，   

表面被覆工を施した損傷部では，ラグカが30mまで   

は物性値間の空間的依存性を有することが示唆され   

た．補修前の損傷部におけるセミバリオグラムを図   

－7に示す．セミバリアンスγ（坤も 図－4に示す磨   

耗のみの箇所（A）と鉄筋露出（B）の位置で図一6   

と同一条件で算出した．その結果，磨耗のみが顕在   

化した部位（図－4（A））では，セミバリアンス火ゐ）   

が0．38～1．56の範囲にあり，明確なレンジ範囲は確   

認されなかった．鉄筋が露出した部位（図－4（B））   
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（表面被覆エを施した損傷部と通常部の比較）  

では，ラグカ＝5～10cmにおいて4．24～4．70のセミバ  

リアンスγ（ゐ）を記録した．これは，鉄筋腐食などの局所的高温部の影響により熱画像データの空間的依存  

性が低下したことに起因すると考えられる．磨耗部（図－7（B））と同様の傾向を通常部においても確認し  

た．セミバリアンスγ（坤も ラグカ＝5～45cmの範囲で水位線以下の部位では0．01～0．04を示し，水流の影  

響の無い範囲では0．001～0．01であった．   

以上のことから，地質統計学におけるセミバリオグラムをコンクリート壁の熱特性解析へ適用した結果，  

健全な状態のコンクリート壁（補修後壁面）では，明確なレンジに基づくセミバリオグラムが確認された  

（図－6）．鉄筋腐食などの熱特性が他の部位と比較して明らかに変質する部位では，物性値の空間的連続  

性が無くなることにより，明確なレンジは確認されず，ラグぁの低い段階でのセミバリアンスγ（力）の増加  

が鉄筋腐食部において確認された（図－7）．これは，ラグゐを細かく取ることにより，局所的な損傷と基  

準点とを比較し，その結果としてセミバリアンスγ（カ）の増加を引き起こしているものと考えられる．磨耗  

のみのコンクリート断面では，新設ないし補修・改修直後のコンクリート断面で作成できるレンジの明確  

なセミバリオグラムは確認できないが，断面の損傷が進行するにつれてセミバリアンスγ（ゐ）が増加する傾  

向が確認された．したがって， セミバリオグラム特性を用いて健全部と局所的損傷との相違に着目した比  

較検証が可能であることが，本研究結果から示唆されたものと考えられる．   



［実績報告書8－＄〕  

部科校名：生物資源科学部  氏名：鈴木 哲也  

研究の結果（つづき）  

（5）結論  

本研究では，損傷が進行したコンクリート水路構造物の補修効果を熱特性の空間分布の観点から評価し   

た．評価手法には，推計統計学指標（平均値，ヒストグラム，尖度，歪度）に加えて，空間データの評価   

手法の一つである地質統計学におけるセミバリオグラムを用いた．以下に，本研究から得られた結果を列   

挙する．   

（1）コンクリート水路構造物は，磨耗などにより表面構造が損傷を受ける．その程度は，表面熱特性の観点  

から評価可能である．   

（2）鉄筋腐食や磨耗が顕在化した部位では，通常部と比較して熱データの高温化が顕著であった．  

（3）表面温度に関する尖度と歪度の関係から，健全ないし補修後断面では，0．0近傍に評価値が集中する．損   

傷部では，鉄筋腐食や磨耗など損傷の進行により両指標の分布範囲が変化することが確認された．   

（4）補修後断面におけるセミバリオグラムでは，明確なレンジ範囲が確認されたことから，セミバリオグラ   

ム特性を用いた補修効果の検証が可能であることが示唆された．   

（5）補修効果の照査指標には，推計統計学における統計指標に加えて，地質統計学におけるセミバリオグラ   

ムを用いた空間依存性評価が有効である．   
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［実績幸艮告書8－2］  

部科校名：生物資源科学部  氏名： 中 川  達 功  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

1．静岡県下田市田ノ浦湾におけるアンモニア酸化菌の分布   

水深約4m付近のアマモ群落の砂（表層から約5cm）、その直上の海水、およびアマモの実の表面に   

おけるBetaproteobacteriaに属するアンモニア酸化細菌（AOB）とアンモニア酸化性アーキア（AOA）の   

存在量を調べるため、各試料から微生物の核酸を抽出後、（AOB）と（AOA）のアンモニア・モノアキゲナ  

ーゼ（amoA）遺伝子を標的としたリアルタイムPCRを行った。その結果、AOBとAOAの両者のam。A遺伝  

子はともに砂に最も多く存在していることが明らかになった。アマモ群落の砂におけるその存在量は  

2007年の5月に106コピー／湿重量gであったが、その後減少し、9月“12月は104コピー／湿重量g  

まで減少した。しかし、2008年の1，2月には再び106コピ｝／湿重量gまで増加した。∂摺。月遺伝子のク   

ローン解析の結果、AOAはAOBよりも多様性が高いことが明らかになった。また、8月と12月において  

100c、20Oc、および300cの温度別でアンモニア酸化速度を調べたところ、300cで最も高く、10Ocで最   

も低かった。最確数法により、8月のアマモ群落の砂におけるアンモニア酸化菌の菌数は2．3×103cells／  

湿重量g、1月は4．3×102cells／湿重量であると推定された。  

2．田ノ浦湾における亜硝酸酸化菌の分布   

最確教法により5月のアマモ群落の砂における亜硝酸酸化菌の菌数は4．3×102cells／湿重量 g、11   

月は3．2×102cells／湿重量であると推定された。  

3．海洋性アンモニア酸化アーキアの集積培養系の確立   

海水性無機培地を剛、て集積培養系の確立を試みた。得られた集積培養系に対し、限界希釈法や希釈   

平板法を用いて菌液を希釈し分離を試みた。分離できたか確認するため、DNAを抽出しPCRNDGGE分析に   

供した。さらに、AOAのamoA、BetaproteobacteriaのamoA、GammaproteobacteriaのamoA、amOB遺伝子   

をPCR増幅した。アガロースゲル電気泳動により目的遺伝子の増幅を確認し、培地中のアンモニア酸化  

菌の特定を行った。その結果、∂澗融遺伝子の確認により、座間味由来の集積培養系にはAOAが集積され   

ていることが明らかとなった。また、下田底泥は限界希釈を繰り返すと培地中のAOAからAOBに変わっ   

ていくことが明らかになった。  

4．海洋性亜硝酸酸化菌の集積培養系の確立   

田ノ浦湾のアマモ群落の砂由来の試験管から亜硝酸の消費が確認された。その菌液をゲル電気泳動法   

により品質検査を行った。その結果、バンド数が1つであるように確認され純粋化が進んでいることが  

確認された。さらに、新江ノ島水族館の低温海水水槽濾過槽ろ材から100cで亜硝酸酸化をする培養系の   

確立に成功した。   
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［実績報告書8－2］  

部科校名：生物資源科学部  氏名：丸山治彦  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

本研究において対象とした動物は、健常群として臨床上健常な犬7頭（ピーグル犬4頭およ   

び雑種犬3頭）、リンパ腫罷患群として2006年12月から2008年2月までに日本大学動物病院   

に来院し、病理組織学的もしくは細胞診によりリンパ腫と診断された犬16頭（雄8頭、去勢雄   

2頭、雌5頭、避妊雌1頭、年齢：9ケ月齢から12歳齢）であった。リンパ腫群における解剖   

学的分類として、消化管型が9例、多中心型リンパ腫が4例、節外型が2例、皮膚型が1例で   

あった。  

上記被検動物から採血を行い、一般凝血学的検査である血小板数（PLT）、プロトロンビン時   

間（PT）、活性化部分トロンポプラスチン時間（APTT）、フィブリノーゲン量（Fib）、血祭アン   

チトロンビン活性（ATIII）、血中フィプリン分解産物（FDP）の測定も行った。また、リンパ腫   

羅患犬1例を除き、凝固活性克進の指標として分子マーカーである血中トロンビンーアンチト   

ロンビン複合体（TAT）濃度の測定を行った。さらに炎症の存在を確認するために、血中C反応   

性蛋白（CRP）の測定も実施した。  

PLT低下、PT延長、APTT延長、Fib低下、ATIII低下、FDP陽性（10LLg／ml以上）の中で4項   

目異常が該当した場合をDICとし、3項目以上の該当が認められた場合をDIC準備状態（Pre－DIC）   
と診断した。  

健常群とリンパ腫罷患群における各項目の測定結果は、中央値（範囲）で記載した。なお、   

本研究に用いた血中TAT濃度測定系の検出限界値は2．Ong／mlであるため、それ未満の値は統計   

処理上2．Ong／mlとした。各測定項目における健常群とリンパ腫雁患群との比較検定には、   

Mann－Whitney U－teStを用いた。   

リンパ腫篠患群におけるDIC発症例は4例（消化管型：3例、皮膚型：1例）であった。また、   

Pre－DIC発症例は3例（消化管型：1例、多中心型：1例、節外型：1例）であった。  

健常群における血中TAT濃度は全例で2．Ong／ml未満であり、PLTは441×103／LLl（261×103－505   

×103／LLl）、PTは8．0秒（6．9－10．6秒）、APTTは11．5秒（9．6－16．2秒）、Fibは209．Orng／dl   

（98－316mg／dl）、ATIIIは121・0％（107－150％）であった。FDPは、全例で2．5iLg／ml未満であり、   

全例が陰性であった。一方、リンパ腫篠患群における血中TAT濃度（n＝15）は5．3ng／ml（く2．0－   

31・8ng／ml）、PLTは362・0×103／LLl（63×103－809×103／LLl）、PTは7．1秒（5．0－10，4秒）、APTT   

は14・9秒（12．2－24．9秒）、Fibは249．Omg／dl（23－511mg／dl）、ATIIIは91．0％（46－123％）であ   

った。FDP陽性は5例で認められた。そして、健常群と比較してリンパ腫雁患群の血中TAT濃度   

は有意に高く（pく0．01）、APTTは有意に延長しており（pく0．01）、そしてATIIIは有意に低下し   

ていた（pく0・001）。PLT（p＝0．12）、PT（p＝0．29）、Fib（p＝0．59）においては両群の間に有意な   

差は認められなかった。   

炎症の存在を示すCRP値は健常群では0．1mg／dl（0－0．7mg／dl）、リンパ腫羅患群では3．5mg／dl   

（0・卜20・Omg／dl）であり、リンパ腫羅患群のCRP値は健常群のそれと比較して有意に高い値で   

あった（pく0・001）。また、CRPが基準値（1．Omg／dl未満）以上を呈した症例は、健常群では認   

められなかったが、リンパ腫篠患群（n＝16）では13例で認められた。さらに、リンパ腫罷患群   

において、CRPと血中TAT濃度の関連性をSpearmanの順位相関により統計解析した結果、両者   

の間には有意な正の相関（r＝－0．57、Pく0．01）が認められた。  

以上、リンパ腫に羅患した多くの症例においてDICおよび血液凝固活性の克進を生じやすい   

ことが明らかとなった。さらに、その血液凝固活性克進の発生に、全身性の炎症が関与してい   

る可能性が示唆された。   

今後は、リンパ腫篠患大の生体内における炎症性サイトカインおよび血液凝固活性を惹起す   

る組織因子の発現分布様式や発現量についても今後検討する予定である。   



．＝＝＝≡某‾  
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［実績報告書8－2］  

氏名：須田 篤博  部科校名：薬学部  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）  

酵母における胞子形成は、配偶子である一倍体胞子を形成する過程であるが、母細胞の外形はそのま  

ま維持しながら自身の細胞の中に新しい細胞を作出すというユニークな現象である。このことから胞子  

形成は生物が細胞を形成するという根源的な現象のメカニズムを解析する上での良いモデルになりう  

ると考えられている。代表的なモデル生物である助ccゐα和〝ぴCe∫Ce柁γね～αeの胞子形成のメカニズムにっ  

いて、これまで様々な研究がなされている。まず、減数分裂の第二分裂が始まるとともに、細胞膜にあ  

たる前胞子膜の形成が行われる。この膜の形成はSpindlePoleBody（SPB）と呼ばれる細胞核の極から始ま  

祈 り湖歯数分裂中の核に沿って成長し、各胞子を被う。その後、胞子壁の形成が起こり、成熟した胞子と  
なる。このようなダイナミックな過程には細胞骨格、特にアクチン系細胞骨格が関与していることが考  

えられるが、その詳細については明らかとなっていない。   

酵母におけるアクチンは主にパッチおよびケーブルとして観察される。これまでの研究で、我々は出  

芽酵母の且ce柁γおぉやその近縁のろ官0∫αCCカα和〝伊Ce∫和祝ズgfの胞子形成過程において、パッチやケーブ  

ルとともに、リング状のアクチンが形成されることを見出している。このリング状アクチンは胞子形成  

を の後期に胞子の周縁に形成される構造であるが、その形成機構や役割ついては不明である。そこで今回  
の研究では胞子形成時にアクチン系細胞骨格がどのような役割を演じているのかということについて、  

リング状アクチンを中心として検討を行った。   

胞子形成時において、リングを形成する細胞内構造物としてミトコンドリアの存在が報告されてい  

る。そこで、このミトコンドリアとリング状アクチンの関連性について検討を行った。まず、∫．ce柁Vねgαe  

のミトコンドリアを観察するために、ミトコンドリア移行性Green Fluorescent Protein（GFP Green  

FluorescentProtein）をコ｝ドしたプラスミドを作製した。ミトコンドリア移行シグナルは、クエン酸合  
成酵素に存在する移行シグナルを用いた。このプラスミドをぶ．ce柁γね加に導入し、GFPを発現させた。  

その結果、GFPの蛍光によりクリアーなミトコンドリア像を観察することができた。ミトコンドリアは  

主に糸状の構造を形成しており、これまでの報告と一致した結果を得ることができた。   

次にこの菌株について、胞子形成を誘導した。2倍体のぶ．ce柁γね加は、通常であれば球状の子嚢を形  

成するが、よりリング構造が観察しやすい接合子型の子嚢の形成を誘導した。まず、1倍体のa株とα  

株をミックスし、2倍体の接合子を形成させた。この接合子について、胞子形成を誘導して子嚢の形態  

が亜鈴型の接合子型子嚢を形成させた。この胞子形成過程のアクチンフィラメントの挙動を、アクチン  

特異的プローブであるローダミンファロイジンを用いて染色し観察を行った。その結果、減数分裂が完  

了した時期に、4つの胞子の周縁部位にリング状のアクチン構造を観察することができた。   

このリング状のアクチンが形成される際のミトコンドリアの挙動を、GFPの蛍光により観察すると、  

ミトコンドリアはリング状ではなく、胞子の中にランダムに局在していることが観察された。ミトコン  

ドリアがリング状になるのは、胞子形成の段階がさらに進行した際であり、リング状のアクチン構造と  

はその挙動が一致しないことが明らかとなった。   

以上のことから、今回の研究では、リング状のアクチン構造とミトコンドリアの関連性を明らかにす  

ることはできなかったが、両者が形成される時間的な関係性の一部を明らかにすることができた。胞子  

形成時には、前胞子膜の先端部（1eadingedge）に集積する先導端タン／iク質もリング状構造を形成する  

ことが報告されている。これらのタンパク質は膜形成の開始とともにSPBの周辺にリングを形成し、膜  

形成が進行する過程でもリング状の構造として存在している。これのコンポーネントとリング状アクチ  

ン構造との関連性も検討する必要があり、今後の課題と考えられる。また、今回は£ce柁γね加におけ  

る検討にとどまったが、リング状アクチン構造がより明瞭に観察されるZ∴代花㍑裏についても同様に検討  

することにより、より詳細な観察が可能になると考えられる。   



【別紙様式 8】  

注こ課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 4 月 11日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  

所属・資格  

橋 崎  要  

薬 学 部 ・ 助 教  

下記のとおり報告いたします。   



［実績報告書8－2］  

部科校名：薬 学  部  氏名：橋 崎  要  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者は，4，000字以上記入してください。）   

界面活性剤は、濃度、温度、pH、塩の添加などの条件を変化させることで多彩な分子集合形態をとること  

ができる。なかでも、球状ミセルが一次元的に非常に長く成長した紐状ミセルは、界面活性剤濃度が比較的  

低濃度でも高い粘弾性を有したゲルを形成することが知られている。また近年、HLB（bydropbile－1ipopbile  

balance）値の極端に異なる二種類の非イオン性界面活性剤を混合することにより、高い粘弾性を有した紐状  

ミセルを形成することが他の研究グループによって報告された（例えば、D．flAcharyaandH．Kunieda，J  

勒．C鮎皿．昂107，10168－10175（2003））。しかし、この紐状ミセルからなるゲルを医薬品の基剤に応用し  

た例は見当たらない。そこで本研究では、非イオン性界面活性剤からなる紐状ミセルの新規外用ゲル基剤と  
じての有用性について、種々の物理化学的手法を駆使して検討を行った。   

はじめに、ポリオキシエチレンフィトステロール（PhyEOm，m＝10，20，30）／グリセリン脂肪酸エステル  
（GFA－Cn，n＝8，10，12）／水の希薄系における3成分系状態図の作成を行った。その結果、幾つかの界面活性剤  

の組合せにおいて紐状ミセルの形成が確認された。この紐状ミセルの形成は、PbyEOmからなる球状ミセル  

のパリセード層にGFA－Cnが可溶化され、分子集合体の界面曲率が減少するために起こるものと考えられる。   

つぎに、界面活性剤の総濃度を「定にし、GFA・Cnの割合（用を変化させたミセル溶液のレオロジー特性に  

ついて検討を行った。定常流粘度測定より、紐状ミセルの形成が確認されたぷ値では、低せん断速度領域に  

おいてニュートン流動を示し、高せん断速度領域において非ニュートン流動を示すことが確認された。これ  

は、低せん断速度領域ではこ紐状ミセルの絡み合いによる網目構造は壊れないが、高せん断速度領域ではこ  

の構造が破壊されることを示している。さらに、この定常流粘度測定の結果から、このミセル溶液のゼロシ  

アー粘度（ヮ0）を算出した。恥はガ値の増加に伴い増大し、ある屈値で極大値を示したあと減少した。このこ  

とから、紐状ミセルの絡み合いが最も増大する至適な界面活性剤の組成があることがわかった。また、この  

勒の変化を詳細に検討するために動的粘弾性測定を行った。その結果、紐状ミセルの粘弾性挙動は、粘弾性  

体の基本モデルであるマクスウェルモデルに類似しており、紐状ミセルは単一な緩和時間を有していること  

が示唆された。また、ガ値の増加に伴い和が増加したのは、紐状ミセルの成長に伴い絡み合い密度が増加す  

ることに加えて、紐状ミセル同士の絡み合いが解消しにくいためであることがわかった。一方、忍値の増加  

に伴い勒が減少したのは、幽霊網目現象により紐状ミセル同士の絡み合いが解消しやすくなったことや、紐  

状ミセルからラメラ液晶への相転移によって紐状ミセルの量が減少したことが原因であることがわかった。   

さらに、ミセル溶液の粘度に及ぼす温度の影響を、ワ0の温度変化から検討した。その結果、この紐状ミセ  

ル溶液の符0は、温度に対しても極大値を持つことがわかった。この温度上昇に伴う恥の増加は、温度上昇に  

伴う界面活性剤の脱水和のために分子集合体の界面曲率が減少し、紐状ミセル化が促進されたためと考えら  

れる。一方、温度上昇に伴う勒の減少は、さらに脱水和が進行するために紐状ミセルを形成する界面活性剤  

同士のパケキングがルーズになり、幽霊網目現象による紐状ミセル同士の通り抜けが起こりやすくなるため  

と考えられる。   

以上の結果より、界面活性剤の組成や濃度、さらには温度を変化させることによって、ミセル溶液の粘度  

を制御できることが明らかとなった。このことから、PhyEOm／GFÅ－CnノⅥ厄terの3成分系からなる紐状ミセ  

ルは、医薬品用のゲル基剤として有用であることが明らかとなった。   



【別紙様式 8】  

注：課題番号を記入してください。  

平成19年度 学術研究助成金実績報告書  

平成 20 年 r月 き 日  
日 本 大 学 総 長  殿  

j音  武志  氏  名  

所属・資格  大学院総合科学研究科。助手  

下記のとおり報告いたします。  

一般研究（個人）／一般研究（共同）／総合研究  注：該当する種目を○で囲んでください。  1 種 目  

2 研究課題  

冷却系の安定化による自由電子レーザー及びパラメトリックⅩ線放射の高度化  

3 研究の目的   

日本大学電子線利用研究施設LEBRAでは，125MeV電子線形加速器をベースとした自由電子レーザー  
（FEL）および，パラメトリックⅩ線放射（PXR）の実用化を進めており，学内共同利用実験を行っている。  
これまでの研究結果から，FEI．，PXRの高度利用のためには，光源の安定度が不十分であることが明らかに  

なってきた。光源安定度は加速電子ビームの品質に強く依存しており，特に，冷却水の温度変化に大きく影  

響を受けていることが分かってきた。そこで本研究の目的は，冷却系安定化によるFELとPXRの光源強度  

の安定化を目指す。  

4 研究の概要   

LEBRAヤⅩRを用いた実験では，イメージングを中心とした共同利用実験を行っており，これまでは，  

SPring－8や高エネルギー加速器研究機構などの大型放射光施設以外では困難であると考えられていたⅩ線吸  

収微細構造や位相コントラストイメージングの基礎研究を進めている。このようなコヒーレントⅩ線を必要  

とする実験では，Ⅹ線ビームの安定性が極めて重要であり，その発生源に用いるリニアック，及びその周辺  

機暑削こは非常に厳しい安定度が要求される。本研究では，加速器冷却永系の安定化を進め，冷凍機，精密温  
調側の改良を行った。安定化の結果，精密温調水温度が±0．01℃以下の変動幅で高精度調整可能となった。  

PXR光源強度安定化後，PXRを用いた回折強調型位相差イメージングによる測定では，撮影像が鮮明になり，  

安定化による大きな効果が見られた。  

5 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

・研究分担者（役割分担）  

否） いずれかを○で囲んでください。否の場合は，理由番を添付して下さい。   ※ホームページ等での公開の  



［実績報告畜8－2】  

部科校名：大学院総合科学研究科  氏名：境 武志  

6 研究の結果（総合研究の研究代表者軋4，000字以上記入してください。）  

・これまでの問題点   

冷却系装置は，20年以上前の日本大学電子線利用研究施設建設初期の古いシステムをそのまま流用してい  

た。そのため，現在の調節計に比べ，サンプリングレート，測定精度が低く，動作速度が遅いため，早い温  

度変化に弱いという問題点があった。また，冷却水の流路に関しても以下の2つの問題があった。  

（1）精密温調で熱交換器を通した直後に，加速管・電磁石などへ直接送る流路であったため，冷凍機での大き  

な水温変動が発生すると，加速管へ直接伝わりやすい流路である。  

（2）冷却部を通った後に，リザーバータンクを設置しており，温度変動を取りにくい構造になっている。且つ  

容量が120Lと小さいため，タンク内で混ざり合う時間が非常に少なく，約30sec以内にすべて入れ替わる。  

そこで，この間題点を踏まえ，各改良を行った。  

・精密温詞系の改良   

改良前は，区＝卜（a）に示すように，冷凍機からの  

冷水を精密温調との間で循環し温調していた。その  

ため，冷凍機のコンプレッサー動作時の急な温度変  

化がそのまま精密温調側へ伝わり，その温度変化が  

加速管側へ反映され，加速電子ビームのエネルギー  

を不安定にし，その結果，位置変動を起こしていた。   

改良後は，図1－（b）に示すように，三方弁を追加  

し，冷凍機循環系へ精密温調側から一部を戻し，精  

密温調と冷凍機間の水温差が大きく離れないよう  

に，温度変化を緩やかにするため，25℃に設定した。  

また，精密温調後にリザーバータンクを配置し，容  

量を800Lへ変更し，設置場所の制限から熱交換器  

は，コンパクトなパネル熱交換器を採用した。  

・冷却系調整と安定化前後での冷却温度比較   

調整は，調節計によるリミットサイクル法を用い  

て，大まかなPIDパラメーターを決め，その後，流  

量パラメ←ターを調整し，合わせてPIDパラメータ  

ーの微調整，最適化を行った。調整の結果，冷凍機  

での温度変動幅は，±0．4℃以下に抑えられた。次  

に精密温調側での調整を冷凍機での調節法と同様  

に，リミットサイクル法による制御で大まかなPID  

パラメー ターを決め，その値を参考に最適化を行っ  

た。調整の結果，±0．04℃以下に調整することがで  

き，各冷却部へ送り出す直前のリザーバー タンク内  

の水温変動を±0．01℃以下に安定化できた。その結  

果，図2に示すように，安定化前の水温変動±0．2℃  

から1／20以下に抑えることに成功した。精密温調  

三方弁  

図1：改良前後の冷却系フローシー ト。冷水循環器系  

へ精密温調から一部を戻し，温度変化を緩やかにし   

ている。リザーバーを経由する流路へ変更。   
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図2：安定化前後の精密温詞水温変動比較。安定  

化前の水温変動±0，2℃から，1／20の±0．01℃以下  

の変動幅で高精度調整可能となった。  

～冷凍機間の水温差を狭く，かつ冷水循環系の一部  

を戻し，精密温調～加速管・電磁石系の間に大容量のリザーバーを介すことで，冷凍機からの温度変化を平  

均化し，精密温調水温度が±0．01℃以下の変動幅で高精度調整可能となった。   



［実績報告書8－3】  

部科校名：大学院総合科学研究科  氏名：境 武志  

研究の結果（つづき）  

・安定化前後でのPXR強度の比較   

これまでは，実験過程での計測前後でア  

ナライザーによる回折強度の変動や回折  

曲線のピークシフトなどの問題があった。  

しかし，精密温調冷却系の安定化により，  

PXR光源強度の変動は，図3に示すように，  

安定化前の±15％に比べ，±2％以下まで抑  

えられた。図は，PXRエネルギー：14keV  

の条件で，PXR出力ポート前でイオンチェ  

ンバーを用いて測定し，出力信号を規格化  

し，比較した結果である。  

・安定化による効果   

冷却系の安定化により，加速電子ビーム  

が安定化され，PXR強度変動が抑えられ，  

特に位相コントラストイメージング測定  

では，放射光リングに比べ，伝播距離が1  

桁から2桁短い10m以下，且つ，ビームサ  

イズが¢1mm程度と1桁以上大きい条件に  

もかかわらず，蜘妹や，小魚などで位相コ  

ントラストイメージング撮影に成功し，撮  

影像のプレを低減化できた。図4に，安定  

化前後に撮影した，小魚（ネオンテトラ）の  

イメージング例を示す。照射条件は，PXR  

エネルギー：16keV，照射時間はそれぞれ，  

15分（net：21ms）である。安定化後は，プレ  

が減り，撮影像が，鮮明になっていること  

が分かる。このことより，精密温調冷却系  

安定化による大きな効果を確認すること  

ができた。  

¢，8      0．8S O．9      0．9S  l  l，05     1．1  1．15     i．Z  

図3：安定化前後のPXR線激強度の比較。PXRエネルギー：  

14keV，PXR取出口前でイオンチェンバーを用いて測定し，  

出力値を規格化した値。安定化前の±15％の変動が，安定化  

後は±2％程度へ。  

安定化前  安定化後   
弱  

ネガ‾ンテトラ  

づ豪■主  

図4：小魚（ネオンテトラ）の位相コントラスト像例。撮影条  

件：PXRエネルギー16keV，撮影時間15分（net，：21ms）。冷却  

系安定化後は，像が鮮明になっており，冷却系安定化の効果  

が確認できる。  

・まとめ   

精密温調から冷凍機の間の水温差を狭く，且つ，冷水循環系の一部を戻し，精密温調～加速管・電磁石系  

間に大容量のリザーバーを介すことで，冷凍機からの温度変化を吸収，平均化することができ，精密温調永  

温度を±0．01℃以下で高精度調整可能となった。冷却系安定化による加速器側の安定化から，加速ビームも  

安定化され，PXR光源強度の変動は，冷凍機，精密温調改良前の±15％にくらべ，±2％以下まで抑えられた。  

この効果は，PXRによるイメージングで大きな効果が得られ，冷却系安定化による効果が確認できた。   

電子ビームエネルギー100鮎Ⅴクラスの中規模加速器を用いて位相コントラストイメージング測定が可能  

であるという結果は，大型放射光施設に依存しなくとも，単色なⅩ線源を使うことができ，将来の医療応用  

などに期待が持てる。今後は，さらに加速器側の安定化，PXR基礎特性測定，ERLを用いたコンパクトなPXR  

発生装置の検討，PXRの特性を生かしたイメージング手法を開発していく。  

注：必要に応じて，このページをご使用ください。   




